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　　　　プロローグ　聖女と騎士志願







〝勇者街道〟を軽快に北上していた馬車が不意に止まった。

　荷台に座っていたカイが声をかけようとするより早く、馭ぎよ者しや台だいとの間を隔てる布がさっと払われ、馭ぎよ者しやが荷台に顔を覗のぞかせた。

「何かあったんですか？」

　と訊たずねるカイに、馭ぎよ者しやは人なつこい笑顔で首を振り、強い北国訛なまりでこう答えた。

「昼にはちょいと早いけど、ここらで一息入れさせてもらおうと思ってね。老いぼれだから体力がないんだ」

「そんなお歳としには見えませんけど」

「俺っちじゃなくて馬の方」

「あ。すみません」

　勘違いに気づいて、カイはまだ幼さの残る顔を俯うつむかせた。馭ぎよ者しやは特に気にした様子もなくカラカラと笑って、

「お兄ちゃんも座りっぱなしで尻が痛くなっただろう。ちょっとその辺散歩でもしてきたらいい。戻ってくるまでには飯の支度も済ませておくさ」

「何から何まですみません」

「いいってことよ。話し相手がいてくれてこっちもありがたい」

　馭ぎよ者しやがバケツ片手に馬車から離れていく。近くに水場があるのだろう。

　カイの他には乗客はいない。そもそも乗合馬車でもなく、個人の行商に相乗りさせてもらっている。

　カイは荷台から地面に降りようとしてよろめいた。尻どころか全身が強こわばっていた。凝こり固まった首と肩を回し、何度か屈伸運動をしてから辺りを見回す。

　針葉樹の生い茂る峠の頂に、土を踏み固めただけの簡素な広場がある。街道を行く旅人たちの休憩のために作られたのだろう。広場の隅にはまだ雪が残っていた。山の上とはいえ、この時期にまだ雪が残っていることにカイは驚き、遠くへ来たのだという実感を強くした。

　広場の北側には小さな石垣があった。石垣には階段が設置されていて、上に登れるようになっている。何とはなしに登ってみると、

「うわあ……」

　眼下にはどこまでも青い森が広がっていた。澄んだ空の下、まるで海のような、果てしない森が広がっている。その森にぽっかりと開けた平地があり、大きな塔を備えた街があるのが見えた。

「……あれがブラウファルト聖王国」

　ゾーネ列島の北の果て。勇者街道の終着点。伝説の聖女の末まつ裔えいが治める神聖国家。

　ぶるっと体が震えたのは、寒さのせいだけではない。

　ついにここまで来た──その思いに胸を熱くしていると、

「おお、今日は遠くまでよく見えるなあ」

「わっ！」

　突然後ろから声を掛けられ、カイは驚きと、胸の内を覗のぞかれたような恥ずかしさを感じて飛び上がった。振り返ると馭ぎよ者しやがニコニコして立っていた。

「飯、できたよ」

　そう言う馭ぎよ者しやの背後、広場の片隅に焚たき火びが燃えているのが目に入った。ちょっと景色を眺めていただけのつもりだったが、どうやら寒さも時間も忘れて、長い間見入っていたらしい。

「もしかして何度も呼びました？　すみません」

　カイは謝りながらいそいそと石段を降りた。

　焚たき火びを挟んで向かい合い、受け取った熱いスープを啜すすっていると、

「ところでお兄ちゃん、ヒューゲル王国の人って言ってたっけ？」

「はい。ウェール市の出身です」

「はあー。ずいぶん遠くから来たもんだ。何だってこブんラなウ北フのア果ルてトまで？」

　その答えを返すとき、カイはとても誇らしい気持ちになった。

「僕はこの国で、騎士になるんです」







　峠から見下ろしたときはもうすぐそこに見えた目的地は意外と遠かった。馬車がブラウフェルトの中心街に到着したのは、もうそろそろ日も沈むかという頃合いだった。

　古い歴史のある街並みに、人通りは少ない。道行く人々は口数が少なく、街は静かだ。

　神聖都市、聖王国、という言葉のイメージがそうさせるのか、静せい謐ひつな街並みは、なんだか神秘的な雰囲気に包まれているように感じられた。

　ところ変われば人も変わるのだな、とカイは思った。カイの生まれ故郷であるウェール市は、夕方頃から飲み屋に灯あかりが点ともり、路上に酔っ払いがうろつき始める賑にぎやかな街だった。カイはどちらかといえば騒々しいのは苦手な質たちだ。

「いい街ですね。落ち着いた雰囲気で」

　馭ぎよ者しやに話しかけると、「ああ、まあ」と肯定なのか否定なのか分からない声が返ってきた。カイは特に気にせず、街並みを興味深そうに眺めている。

　通りの隅に馬車が止まり、カイは荷台から降りるとそう多くはない荷物を背負った。それから腰に剣を帯びる。安物ではあるが、使い込んで手に馴な染じんだ相棒である。

「宿は決まってるのかい？」

　馭ぎよ者しやが声をかけてきた。

「はい。王家の方で手配してもらってますので」

「そうかい。俺っちは一週間ぐらいはこの街にいるから、もし帰るようなら声かけてくれたら乗っけてってやるよ」

　カイは首を傾かしげた。

「帰りませんよ。観光しに来たんじゃないんですから」

「ああ、うん。そうだったな。うん。じゃあがんばってくれ」

「はい。ここまで乗せてもらってありがとうございました！」

　馭ぎよ者しやの反応に怪け訝げんなものを感じながら、けれど根が素直なカイは深く考えることなく、元気にお礼を言った。

　馬車がパカポコと蹄ひづめの音を立てて走り去る。

「よし、と」

　騎士になりに来た──採用試験を受けに来たということではない。すでに幾度かの書簡のやりとりがあって、先方から「カイを採用したい」という言葉をもらっている。それでカイは故郷を離れ、遠路はるばる北の果てまでやってきたのだ。一応は明日、聖女と面談して、その結果次第ということにはなっているが、ここまで進んだ話が土ど壇たん場ばでひっくり返るようなことはないだろう。仕官はもう決まったようなものだ。

「……夢みたいだ」

　あるいは本当に夢を見ているのかもしれない。いや、夢ではない。夢なら馬車に揺られた尻が痛むはずがない。現実だ。でもやっぱり夢みたいだ。騎士になれるだけでも夢みたいなのに、それが聖女の騎士となったら、本当に自分の身に起きたことなのか信じられなくても仕方ない。

　ゾーネ列島に生まれて、勇者と魔神族の戦いを知らない者はいない。

　ゾーネ列島の男子として生まれて、勇者にあこがれない奴やつはない。

　カイもそうだった。絵本で、演劇で、小説で──あらゆる媒体で繰り返し繰り返し語られた勇者と仲間たちの冒険と戦いの旅。異世界より現れた、鋼はがねの体を持つ異い形ぎようの存在──魔神族との決戦。それはおとぎ話ではなく、百年ほど前に実際にあった出来事だ。

　男子たる者一度は世界を救うことを夢見る。成長すればそんな夢物語とは決別する。そうでなくても、すでに魔神族は倒され世界は平和だ。勇者になりたいと思っても、倒すべき敵がいないのではなれるわけがない。

　魔神族が倒された平和な世の中で、けれどカイは世のため人のために戦いたかった。誇りを胸に、人々を守る仕事がしたかった。そうした純粋な少年が、騎士を志して剣術道場の門を叩たたいたのは、ごく自然な成り行きだっただろう。

　だが残念なことに、カイにはちょっぴり……少し……傍はた目めにも明らかに……才能が欠けていた。努力なら人一倍したけれど、騎士になりたい少年はカイの他にも大勢、それこそ浜の砂の数ほどもいて、その中にはとんでもなく優秀な奴やつが山ほどいて、一方で平和な世の中に騎士の需要は少なかった。要するにカイは、生まれ育ったヒューゲル王国の騎士にはなれなかった。採用試験に挑むどころか、その前の書類審査ではねられた。無念。

　でもカイは諦あきらめなかった。ゾーネ列島には大小四十六もの国があるのだ。どこかにはきっと仕官の口があるはず。騎士として迎えてくれる国があるはず。そう思って手当たり次第にコンタクトを取り、片っ端から『貴き君くんの成功をお祈り』された。どうして不採用通知はどこの国も判で押したように似た文面なのだろう。もしかして全国の不採用通知を一手に引き受けている手紙屋でもいるんじゃないだろうか。そんなわけないか。

「……本当に成功を祈ってるならどこかに口くち利ききしてくれよちきしょーめ」

　アホなことを考えたり恨み節を愚痴ったり、さすがのカイもちょっとへこんでいたある日のことだった。ダメ元で売り込みをかけたブラウファルト聖王国から、『採用を前向きに検討している』という返事が来た。カイはベッドの上で狂喜乱舞した。本当に踊った。足を踏み外して床に落ちても痛みなんて全く感じなかった。

「ブラウファルト聖王国！」

　魔神族と戦った勇者の仲間──聖女の末まつ裔えいが治める、北の果ての神聖国家。

「聖女の騎士に！　僕が！」

　笑わずにはいられなかったし踊らずにもいられなかった。「うるさいのよこの無職！」と妹が怒鳴り込んでこなければ、歌の一つも歌っていたかもしれない。残念だったな妹よ、おにいちゃんは無職じゃなくなるぞ。

　断る理由は何一つない。

　生まれ故郷を遠く離れることにはちょっぴり不安があったけれど、それよりは夢が叶かなう──それも願った以上の夢が──興奮と、未知なる世界への期待感が上回った。勇者は戦乱の時代に知らない土地を旅して回ったのだ。それに比べたら簡単なことだ。

　カイはすぐさま返事を出し、それに対する聖王国からの返事もすぐに来た。カイは旅支度を調えて家を出た。母は泣いていた。父は仕事でいなかった。兄は「聖女様に失礼のないようにな」と言い、妹は「二度と帰ってくるな！」と、泣いていた。

　そして一週間の長旅の末、カイはブラウファルトの大地を踏みしめている。

「落ち着いたら家に手紙を出さないとな……」

　意地っ張りで寂しがり屋の妹の顔を思い浮かべながら、カイは地図を拡ひろげてブラウファルトの街を歩く。指定された宿〝深しん林りん亭てい〟はすぐに見つかった。ゾーネ列島のどこにでもあるような、酒場と食堂も兼ねる宿だ。割と年季の入った木造の二階建て。王家の御ご用よう達たしにしては安っぽいような気がしたけれど、よくよく考えればカイは客として訪れたわけではない。聖女に仕えて働くために来たのだ。だからこれでいいのだろう。

「こんばんは」

　声をかけながら宿に入る。カウンターの呼び鈴を鳴らすと、三分近く待たされてからようやく、奥から女主人が姿を現す。

「あら旅の人だ珍しい。お泊まり？」

　宿の主人は獣じゆう人じんだった。特に珍しいことではない。ゾーネ列島では人間族より獣じゆう人じん族の方が、総数としては多い。特に対立することもなく、同じ「人」として共生ができている。

　獣じゆう人じんと人間は、見た目はほとんど変わらない。唯一の違いは頭から生えた獣の耳──見た目は本当にただの耳だが、これは実際は魔マ素ナを感じとる器官である。この〝魔法の耳〟のおかげで獣じゆう人じんたちは、人間よりもうまく魔法が使える。人間の魔法使いもいないわけではないが、ゾーネ列島においては、魔法使いの大半は獣じゆう人じんである。

　魔法の耳の形状によって、獣じゆう人じんたちの種族は区別される。犬のような耳なら犬族。猫のような耳なら猫族。女主人は兎うさぎ族ぞくだ。長い耳が、いまいちやる気のない持ち主に変わって愛あい想そを振りまくように、ゆらりゆらりと揺れていた。

「あの、予約が入ってると思うんですけど。カイ・バノーネですが」

「予約？」女主人は耳を揺らして考えて「……そう言えばそんな話があったような」

　大丈夫かおい。

「部屋は全部空いてるから大丈夫よ。夕食はどうする？」

　カイはちょっと考えた。長旅で疲れてはいるけれど、ずっと座っていた気疲れの方が大きくて、体力は全然使っていない。がたごと揺られた胃腸も落ち着いていないし、今夜は食べない方がいいだろう。

「いえ、大丈夫です」

「そう？　それは助かるわ」

　仕事が減った女主人は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　記帳を済ませ、鍵かぎを受け取り部屋へと移動する。ランプに火をつけ、旅装を解いて「ふう」と一息。剣はベッドに立てかけた。

　窓の外を見る。宿を探している間に日は完全に暮れて、澄んだ夜空には星々が煌きらめいていた。

　輝かしい新生活を祝福してくれるようだ──なんて思ってしまうのは思い上がりだろうか。

　と、

「へぶしっ！」

　カイは大きなくしゃみをした。部屋には暖房が備わっていない。このクラスの宿では普通のことだ。食堂に行けば大きな暖炉なりストーブなりあるのかもしれないが、食事もしないで火にだけ当たりに行くのは褒められたことではない。食堂の暖房は、食事をする人へのサービスだからだ。

「明日は早いし、今日はもう寝てしまおう。万一、遅刻なんてしたら洒落しやれにならないもんな。うん。寒さに震えているよりその方がいい」

　そう独ひとりごちると、カイは冷たいベッドに潜り込んで目を閉じた。

　だが、

「……うう、全然眠れない」

　どのぐらい経たったのだろう。カイはベッドの中でごろごろするばかり、全く眠れずに数時間が過ぎてしまった。

　ぐっすり眠って、最高のコンディションで明日を迎えなければ──そう思えば思うほど、むしろ緊張して目が冴さえてしまう。それでもしばらくは眠ろうとがんばった。学校での退屈な授業を思い出してみたり（思い出そうと頭を働かせたら余計に目が覚めた）、自分は疲れていて眠いのだと自分に言い聞かせてみたり（もちろん全然騙だませなかった）、枕の位置を変えてみたり、頭と足の位置を逆にしてみたり（何の意味もなかった）、あれこれやっても全く効かなかったので、ついにカイは諦あきらめて起き上がった。

「ちょっと散歩でもしてくるか」

　体を動かし体力を使えば、きっと眠くなるだろう。ついでに帰りに何か食べてくるのもいい。「うん、それがいいな、そうしよう」

　そう呟つぶやきながら、カイは服を着て、財布と剣、それに部屋の鍵かぎを手に取った。ちょっと考えて、やっぱり剣は置いていく。夜間に特別な理由もなく剣を持ってうろついたら危ない人だ。カイの故郷、ウェール市ではそれで逮捕されることもある。ここブラウファルトでもきっと似たようなものだろう。叙じよ任にん前に面倒を起こすわけにはいかない。それにブラウファルトは静かで治安のいいところだ。剣が必要になるような事態は早々起こらないだろう。とか言ってると危ないんだよね。

「いやいや、フラグとかないから。大丈夫だから」

　自分の思考に独ひとり言ごとで突っ込んで、カイは部屋を出た。







　静まりかえった街を歩く。自分の靴音だけが聞こえる。

　月と星の明かりだけに照らされた古い街並みは、より一層神秘的に感じられた。なるほどこういうところなら大地に魔マ素ナも満ちていて、聖女なんてものも生まれるのだろう。

「ん」

　ふらふらと当てもなく歩いていたら、高い煉れん瓦が塀べいに突き当たった。塀は右にも左にも数ブロック続いている。塀に囲まれていると思われる区域は、カイが故郷で通っていた剣術道場の三倍、いや四倍はあるだろうか。何百人も並んで一斉に素振りをできそうな、かなり広い敷しき地ちだ。

　適当に歩きはしたが、宿から東に移動したことくらいは把握している。脳裏に地図を描く。街の東側、市街の外れでこれだけ大きな敷しき地ちを有するのは、ブラウファルト王家の城館しかない。

「……ここか」

　そう、そこはカイの主あるじとなる、当代の聖女が住まう城館である。

　自分が仕えることになる相手のことを、カイはよく知らない。恐れ多くも聖女様である。こちらからあれこれと質問することは無礼にあたる。公にされている情報に寄れば、聖女の名前はフローラ。フローラ・ブラウファルト。歳としはカイと同じ十六歳。数年前に先王がなくなったことにより、若くして聖王国の玉座に着いた。だから立場としては女王である。

「十六歳で女王陛下か……大変だろうな」

　できる限り力になりたい、とカイは思った。まだ顔も見てない聖女に今から感情移入している。年齢に見合わない重責を背負わされたうら若き乙女と、彼女を支える騎士。まるで演劇の設定みたいじゃないか。舞台の上では乙女と騎士は恋に落ちるのが定番だけど、

「……いや、それを期待するのはさすがにないよな」

　現実はお芝居のようにはいかないものである。とはいえ今自分がここにいる成り行きもお芝居のような展開なわけで、事実は小説よりも何とやら、だったらもうひとつくらい夢のような幸運があってもいいじゃないか。いやいやさすがに不敬過ぎるか。身分の違いをわきまえろ僕。

　まあそういうことは期待しないにしても、なるべくかわいい子だといいな、とは思う。

「実際、どんな人なんだろうな……」

　聖女というからにはきっと優しい人に違いない。慈愛に満ちあふれ、けれどきっと意志は強い。勇者を導き魔神族と戦った血が流れているのだ。曲がったことは大嫌いで、まっすぐで、髪は長くてさらさらで、肌は雪のように白いのだろう。雰囲気は儚はかなげで、首も腕もすらりと細くて、胸は大きい方がいいな、それで腰がきゅっと締まっていて……。

「……って何考えてるんだ僕は！」

　透け透けのローブをまとった巨乳美女（美女なのは分かるのに顔が分からない）が脳裏に浮かんだ時点でカイは我に返った。自分を罰するように両りよう頰ほほをバチンと叩たたき、それでも妄想が消えてくれないのでもう一回頰を叩たたく。

　そのときだった。視界の隅、突然、空の低いところの星が消えた。

「うん？」

　と目を凝らす。星が突然消えるはずはない。かつての魔神襲来の際はそのような天変地異が無数に起こったといわれているが、今、カイの前で起きているのは世界の危機的状況ではなかった。王家の城館の塀の上に、黒っぽい何かが現れて蠢うごめいている。人だ。腰をかがめ、息を殺して塀の上を歩くその姿が、夜空の星の光をさえぎり、細身の輪りん郭かくを露あらわにしている。顔は見えない。フードをすっぽりとかぶり、覆面もしているようだ。

　怪しい人影が左右を見回した。カイは反射的に木立の陰へと隠れる。そっと様子をうかがうと、相手はカイの存在には気づいていない様子だった。塀の内側へと片手を伸ばし、摑つかんだものを外側へと投げる。ブンッ、と小さく風を切って垂らされたのは、結び目を付けたロープだった。長さは地面に一メートル足りないくらい。

（泥棒？）

　あるいはもっと危険な存在かも。たとえばそう……暗殺者とか。

　ただの散歩だからと剣を置いてきてしまったことを後悔する。

　まさか到着早々こんな場面に遭遇するとは。

　どうしようか。

　騎士志願のカイではあるが、争い事は好きではない。痛いのも痛くするのも嫌だ。

　正直言って、怖い。

（けど……）

　怖いことは怖いが、ここで我が身かわいさに隠れているのは卑ひ怯きよう者もののやることだ。騎士たるもの（まだ正式には騎士じゃないけど）の取るべき行動ではない。ましてや賊は、カイの主になる人の屋や敷しきから出てきたのだ。見逃していい法はない。

（……やるしかない。大丈夫、相手は一人だ。体格もそんなによくないし）

　不審者がロープを伝って降りてくる。灯あかりもないのに動作に迷いはなく、相手がこの手の行動──要は侵入と逃走だ──を日常的に繰り返していることを物語っている。小柄で、きっと身のこなしも軽いのだろう。

　カイは上着を脱いで左腕に巻きつけた。相手が刃物を持っていた場合への備えだ。

　不審者がロープの下端に到達し、煉れん瓦が塀べいを蹴けって地面に降りようとした瞬間を狙って、カイは鋭い声をかけた。

「そこで何をしている！」

「っ！」

　不審者が空中で固まった。死ぬほど驚いたのだろう。着地に失敗して地面に倒れる。その懐ふところから、豪ごう奢しやな金の髪飾りが転がり出てきた。

「あっ！」

「やっぱり泥棒か！」

　怒りを声にしながらカイは駆け寄る。その間に泥棒は髪飾りを引っつかんで立ち上がった。「逃がすか！」

　カイは走る。泥棒も走る。足はカイの方がずっと速かった。すぐに泥棒に追いついて、その腕を捕まえる。泥棒が反射的に体をひねった。腕を引っ張られる形になってカイはバランスを崩す。けれども手は離さない。泥棒ともつれ合って地面に倒れた。

「うっ！　このっ！」

　なおも逃げようとする泥棒を地面に押し倒す。相手の腕を背中に回して関節を極きめ、カイは相手の上に馬乗りになった。

「もう逃げられないぞ。おとなしくしろ。聖女の城館に忍び込むとはなんてや……つ？」

　泥棒の顔を拝んでやろうとフードと覆面を乱暴に脱がせ、カイは驚きに目を見開いた。

「……女の子？」

　フードの下から現れたのは、星明かりを受けて輝く長い髪。長い睫まつげと勝ち気な眼まな差ざしが印象的な少女だった。肌はおろしたての石せつ鹼けんのように白い。ほんのりといい香りがした。

　女の泥棒は珍しい。それが美少女となるとさらに珍しい。意外すぎる正体。そして少女の美しさにカイは一瞬意識を奪われた。

「馬鹿者！　どこを触っている！」

　少女泥棒が大声でカイを叱しかった。

「え、あ、ごめん」

　その声が捕まった泥棒とは思えない、あまりにも堂々としていたものだから、カイは反射的に謝ってしまった。拘束も緩む。

　その瞬間だった。少女はカイの拘束から逃れて身をひねった。そして、

「ねりゃあ！」

　奇声と共に足を思い切り振り上げ、膝でカイの尻を蹴けった。カイがひるむと逆の足を……今度は股こ間かんめがけて蹴けり上げる。

「!!」

　脳天まで突き抜ける痛みにカイは声も出せずに悶もん絶ぜつする。その間に泥棒はカイを突き飛ばし、脇目も振らずに一直線に駆けていった。

「ま、ま、待て……」

　追いかけなければ。そう思うのだけど。体が全く言うことを聞いてくれない。カイは股間を押さえて路地裏にうずくまる。泥棒が逃げたのとは反対の方向から、どやどやと足音が聞こえてくる。涙のにじんだ目に、騒ぎを聞きつけた衛兵がやってくるのが見えた。







　翌朝。

　カイは冷たい水で顔を洗い、鏡を覗のぞき込こんだ。

　鏡の中にはちょっとばかり寝不足気味の自分の顔がある。

　昨夜、泥棒が逃げた後、カイは駆けつけた衛兵に何が起きたかを告げた。衛兵たちは始めこそ真面目に聞いていたものの、「泥棒はものすごい美少女だった」と聞くと顔を合わせて大笑いした。

「君、酔っ払ってるんじゃないの？」

「そんなことはありません物証だってほら！」

　とカイは煉れん瓦が塀べいを指差したのだが、さっきまで垂れていたはずのロープは何な故ぜかなくなっていた。

「そんな馬鹿な……本当にいたんですよ！　そうだ、犯人は金の髪飾りを持っていました。なくなってないか調べて下さい。そうすれば……」

　そう主張するカイの肩を衛兵はポンと叩たたいて、

「うんうん。分かった分かった。調べるように言っておくよ。一応君の連絡先だけ教えてもらえるかな？」

　カイのことを全く信じていない、そして思いっきり面倒くさがっている口調だった。

　どこの国でも、自国民以外は逮捕したがらない。後あと々あと面倒なことになる可能性が高いからだ。それでカイは特におとがめもなく解放され、宿に戻ったのだが、神経はずっと高ぶったままで、ほとんど眠れず朝を迎えた。

　衛兵たちはきちんと調べてくれただろうか。今頃城館は大騒ぎになっているかも。盗まれたものが判明し、賊に忍び込まれたと知った聖女様は恐怖に震えているのではないか。自分がしっかりしていればあの場で取り押さえて一件落着だったのだ。それを思うと胸が痛い。

　捜査にはきちんと協力しよう。もし許されるなら、自分の手であの泥棒を逮捕したいと思う。それを騎士としての初仕事としたい。名誉挽ばん回かいのチャンスを！

　カイはもう一度冷たい水で顔を洗った。

「よし、行くぞ！」

　気合いを十分に入れ、身だしなみの最終確認をして、宿を出る。







　昨夜の散歩とほとんど変わらない道順で、聖女の城館に到着する。門前に衛兵が二人。昨夜の二人とは別人だ。昨夜泥棒が入ったばかりとは思えない、のんびりとした表情で警備についている。カイは首を傾かしげた。

　ともかく近づき、声をかける。

「おはようございます」

「おはよう。観光客とは珍しい。でもここは一般公開はしてないよ」

　カイの異国訛なまりから観光客と判断したのだろう、衛兵は親切そうに教えてくれた。

「いえ、違います。これを……」

　カイは懐ふところから、王家からもらった手紙を出す。

　衛兵はそれを読み、屋や敷しきへと使いを走らせた。

　カイは落ち着かない気持ちで見送った。何となく、残っている衛兵に話しかけた。

「あの、昨日、ここで騒ぎがありませんでした？」

「うん？　ああ、裏手で酔っ払いが何か変なこと言ってたらしいな。余よ所そ者ものはおかしな奴やつばかりだって、夜番の連中がぼやいてたよ。ああ、すまない。君のことではないのだが」

　実はそれ僕のことです、とも言えずにカイは聞かなかった振りをする。

「それだけですか？　その、泥棒が入ったりとかは……」

「盗むような宝物があるのかね、この国に」

　衛兵がそう言って笑ったとき、使いの衛兵がメイドと一緒に戻ってきた。

　メイドは黒髪を仕事の邪魔にならない長さに切りそろえている。美人だがちょっと愛あい想その足りない感じ。メイドなのに何な故ぜか帯剣していた。

「カイ・バノーネですね？」

「あ、はい」

「侍女のリーリエです。ご案内します」

　こちらへ、とも、ついてこい、とも言わずに、メイド──リーリエはカイに背を向けて歩き出す。歩みが速い。カイは慌ててその後を追いかけた。

　門を抜けて敷しき地ち内に入る。カイは意外そうに周囲を見回した。聖女の家系は同時にブラウファルトの王家である。つまりここは余よ所その国なら王宮に当たるはずなのに、敷しき地ちの大半はむき出しの地面そのままで、整えられた花壇も、立派な石像も何もない。建物も奥の方にこぢんまりとした木造の二階建てが一棟、平屋建てが二棟。馬房はあるが肝心の馬がいない。出払っているのではなく、長く使われていないように見えた。余計な贅ぜい沢たくをしないのは聖女らしいと言えば聖女らしいが、ここはあまりにも王宮らしさに欠けていた。

　普通の人ならこの辺で「なんだかおかしいぞ」と感じるだろう。けれど、このときのカイは。もうすぐ夢が叶かなうという思いでいっぱいで、頭がお気楽になっていた。

（聖女様は派手なことや贅ぜい沢たくを好まない方なのだろう。いいことだ）

　なんて好意的に解釈する。

　リーリエは敷しき地ち内で唯一の、それなりに見み栄ばえのする建物である二階建てに入っていく。カイも続く。屋内は静寂に満ちている。二人分の足音と、床の軋きしみしか聞こえない。

「こちらです」

　リーリエが年季の入ったドア──城館内はどこもそうだが──の前で立ち止まり、カイを振り返った。

　カイは緊張した。いよいよ聖女との対面だ。髪は曲がってないだろうか。服は。失礼のないように最後の確認をしようとするカイを待たずに、リーリエは無造作にドアを開けた。

「姫様。カイ・バノーネが到着しました」

「うむ。入れ」

　窓まど際ぎわに立っていた少女が声を発した。何となく聞き覚えがあるような気がした。リーリエに促され、カイは部屋に踏み入る。

「長旅ご苦労であった。余が当代の聖女にしてこの国の女王、フローラ・ブラウファルトである」

　こちらに背を向けていた少女が振り返って名乗る。

「ああーっ！」

　カイは思わず声を上げていた。

　当代の聖女を名乗った少女は、昨夜取り押さえ損なった泥棒娘だったのだ。

（これは一体どういうことなんだ!?）

　驚き、名乗るのも忘れて目を見開くカイ。

　そんなカイの様子を見て、フローラは聖女という肩書きに似合わない、挑発的な笑みを浮かべていた。







　応接室の窓からは朝の光が差し込み、窓まど際ぎわの少女を照らしている。

　逆光に輪郭を輝かせる艶つややかな長髪。石せつ鹼けんのような透明感のある肌。長い睫まつげに縁ふち取どられた大きな目。明るい光を受けた少女は昨日見たときよりもなお美しい。見間違えるものか。こんな美少女が二人といるはずがない。

　見間違いではない。ならば一体どういうことなのだろう。

　聖女様が泥棒？　自分の家で？　そんなことがあるものだろうか。あるはずがない。

　ならばやっぱり見間違いなのだろうか。ブラウファルト王家に娘が二人いるとは聞いていない。他人のそら似？　それにしてもうり二つだ。

　混乱するカイ。対するフローラはくっくと笑って、

「とりあえず座れ。突っ立っていては話もできない」

「あ、はい」

　命じられるまま、カイは時代を感じさせるソファに座った。

　フローラは身分の違いや儀礼を気にする様子もなく、カイの正面に座り、足を組む。

（なんだか変な人だな……）

　黙っていれば絵に描かいたような美少女である。古風なドレスを着ているが、それでもスタイルの良さが見て取れる。すれ違ったら百人中百五十人が振り返る──誰もが一度振り返り、半分は二回振り返る──ことだろう。

　けれどもその口調は、乱暴とまでは言わないがどうにも男っぽく、「騎士に守られる、か弱き聖女」という感じではない。

　ここに来て、ようやくカイにも現実が見えてきた──なんか、思ってたのと違うぞ。

　メイドのリーリエがお茶を運んできた。フローラはカップを手にカイを見ながら、

「なんだか頼りなさそうな奴やつだな」

「……よく言われます」

　カイは思わずうなずいてしまってから、

「あ、でも！　やる気はありますから！　お側そばに置いていただけるなら、ふ、粉ふん骨こつ砕さい身しん、陛下に命を捧ささげる覚悟でお仕えすることを誓い……」

「で、あるか」

　前のめりでやる気をアピールするカイの言葉をさえぎるようにフローラは言い、

「まあ身元はしっかりしているし、いいだろう。採用！」
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「えっ」

「何だ？　不満でも？」

「いえ、ありがたいんですけど、こんなあっさり決めちゃっていいんですか？」

「いいも何も、役人一人採用するのにご大層な審査などしてられるか」

「え？」とカイは首を傾かしげる。「……役人？　騎士でなくて？」

「騎士？　何のことだ？　余は騎士などという時代遅れの無駄飯食らいを召し抱えるつもりはないぞ？」

　逆に聞かれてカイは戸惑う。城館に入ってから戸惑ってばかりだが仕方ない。想定外のことばかり起こっている。

「行き違いがあったようでございますね」

　そう口を挟んだのは、側そばに控えていたリーリエだった。

「行き違いってそんなあっさり……」

　カイはがっくりとうなだれた。

「役人は嫌か？」

「……具体的にはどんな仕事なんです？」

　一応、訊たずねる。

「王室特別財務顧問、ということになるかな」

　とフローラは言った。肩書きは立派そうだが。仕事の中身は全然見えない。

「……具体的にお願いします」

「金策だ。余の小遣いを稼げ」

「金」

　聖女の口からやたらと俗っぽい単語が出てきた。

「余は女王だが、我が国は王よりも内閣、議会の力が強い。聖女たるもの俗事には関わるなということでな、余の暮らす金もいちいち議会に阿おもねらなければならず、余の自由にはならないのだ。おかげで食事は毎日芋ばかり。服は見ての通りの時代遅れのダサダサ。余はこんな国嫌じゃー……と言っても国を捨てて出て行くわけにもいかん。だが、議会が定める予算とは別に収入があれば、それは余が好きに出来る。毎日霜降り肉を食べて、最先端のドレスを着て、優雅に楽しくやりたいことができる。名案だろう？」

「さすがでございます姫様」

　リーリエが追従した。

　カイは落胆した。

　故郷を離れて旅すること一週間。こんな北の果てまでやってきたのは、聖女の騎士になれると思ったからだ。それが騎士ではなく役人……いや、わがまま女王の遊ぶ金を稼ぐ係とは。

「申し訳ないのですが、そういう仕事はちょっと……」

「なら仕方ないな。この話はなかったことにしよう」

　またしてもあっさりと、フローラはそう言った。それからリーリエの方を見て、

「こいつを牢ろうにぶち込め」

「かしこまりました」

　フローラのとんでもない発言にリーリエは平然とうなずき、カイの方へと歩いてくる。カイは慌てて立ち上がり、ソファの後ろに回った。

「ちょ、ちょっと待って下さいどうしてそうなるんですか!?」

「姫様に狼ろう藉ぜきを働いたのだから当然でしょう」

　とリーリエ。

「狼ろう藉ぜき？　……昨日の泥棒ってやっぱり！」

「泥棒とは無礼な。余はこっそり城館を抜け出して、ちょっぴり夜の冒険を楽しもうとしていただけであるぞ？　それが貴様のおかげで台無しにされた。それでも余のために働くと言うなら大目に見てやろうと思っていたのに……。分かるか？　余は、怒っているのだ」

　そういうことだったのか。謎は解けた。解けたが、状況は非常によろしくない。

「お下がり下さい姫様」

　リーリエが腰の細剣に手をかけながら言った。

「ちょ、何で剣を抜こうとしてるんですか!?」

　カイは両手を挙げて無抵抗の意志を示した。

　けれどもリーリエは抜剣し、目にも留まらぬ速さで切りつけてきた。正確に心臓を狙って突き込まれた一撃を、カイはかろうじて回避する。

「ほう？」とフローラが感心したような声を上げたけれど、カイは必死すぎて聞いていなかった。リーリエが続けざまに剣を振るう。

「止めてください抵抗なんてしませんから！」

「抵抗しなくても斬らないとは言ってない！　姫様に馬乗りになってお胸を揉もみ倒したことは万死に値する！　私でもそんなことしたことないのに！」

　リーリエの目が据わっていた。いや、いっちゃっていた。

「そんなことした覚えはない！　陛下！　この人ヤバイ！　僕よりこの人の方が狼ろう藉ぜき者ものですよ！」

「知ってる」

　フローラは平然と答えた。

「余も少々もてあましているのだが、忠義は本物だからな」

「はっ！　私は姫様のためなら火の中水の中雪の中、マイクロビキニで行進するのも厭いとわぬ所存でございます！　いつでもご命令を！」

　やばいことを口走りながらもリーリエの剣の切っ先はさらに鋭さを増してカイに襲いかかる。メイドとは思えない剣けん捌さばきは、カイとは比べものにならない腕前だ。それをカイが避け続けられるのは、リーリエが家具を傷つけないように気を遣つかっているからに過ぎない。

　カイは必死で攻撃を躱かわし続ける──いや、躱かわし続けていたつもりだったが、気づけば部屋の隅に追い詰められていた。リーリエは最初からこれが狙いだったのだろう。カイを部屋から出さずに、逃げ場のない部屋の隅に追い込むことが。

「お覚悟」

　無情に、リーリエは言った。カイの喉のど元もとに剣を突きつける。目には本気のヤバイ光が宿っていた。

　どうする。破れかぶれでも反撃を試みるか。急所にさえ食らわなければ部屋から逃げ出すくらいはできるだろう。でもそれだけだ。すぐに追っ手がかかり、カイは捕らえられて牢ろう屋やにぶち込まれる──いや、その前にこの危ないメイドに斬られる。間違いなく。

　カイは助けを求める視線をフローラに向けた。

「黙っていては分からないぞ？」

　フローラはいじわるそうな顔で言った。

「助けてください！」

「余に忠誠を誓うか？」

「誓います！　役人でも何でもやらせていただきます！」

　やけっぱちになって叫ぶ。

「で、あるか」フローラはにんまりと笑い、「リーリエ、剣を納めろ」

「は」

　いかにも不満そうに、リーリエは剣を納めて元の位置に戻った。

「助かった……」

　カイはその場で深いため息をつく。

　フローラはお茶を啜すすり、

「念のために言っておくが、今の言葉が噓うそで、役目を放り出して逃げ出すようなことがあれば、ゾーネ列島全土に手配状を回すぞ。罪状は痴漢」

　当代の聖女の名による指名手配。そんなものが回ったら、騎士になるどころか、もう太陽の下を歩けなくなる。

「何。悪いことばかりではないぞ。お前が見事に事を成したら、余が推薦状を書いてやろう。聖女の推薦があれば、どんな国のどんな地位でも思うがままだ。精せい々ぜい稼げ」

　そういってフローラは柔和に微ほほ笑えむ。顔だけはまさしく聖女なのだけれど。




　騎士になるためにやってきた北の果てで、出会った聖女の中身は悪女。

　世のため人のために働くはずが、聖女の私腹を肥やす羽目に。

　こんなはずでなかったのにと、嘆いてみてももう遅い。

　カイ・バノーネ十六歳。

　不本意極まりない新生活の始まりであった。













　　　　第一章　特産品を作ろう！







　一体どうしてこんなことになってしまったのだろう？

　念願の騎士になれると思ったら、何な故ぜか聖女様の小遣いを稼がされることになった。

　断れば国際手配である。聖女を押し倒して馬乗りになったなどと触れ回られたら、実家に帰ることもできなくなってしまう。カイが冤えん罪ざいだと主張したところで、一介の騎士（になれなかった少年）と当代の聖女の言うこと、世間がどちらを信じるかは確かめるまでもない。

　聖女の城館の前庭では、洗濯物がそよ風に揺れていた。

　北の果てのブラウファルトに本格的な春はまだ訪れていないが、今日は日差しも明るく、思わず居眠りなどしたくなるような陽気である。けれどもカイの心は穏やかさとは対極の、やり場のない感情が渦巻いている。

「あンの守しゆ銭せん奴ど聖女め……」

　思い出すとふつふつと怒りが湧いてくる。

　フローラはカイに、城館に住むように言った。生活に必要なものは全て用意する、とも。大変にありがたい申し出だったのでカイはすぐに移ってきた。使用人棟に案内され、「無駄に空いてるから、何部屋でも好きに使っていいぞ」と言われたときはさすが王族は太っ腹だ、なんて思ったものだが、そこにはやっぱり裏があった。

「無論、家賃は取るがな」

「はあ!?　経費じゃないの!?」

「成果も出してない奴やつに経費を払う義理などあるか。心配するな、全部後払いでいい。首尾よく儲もうけ口ぐちを見つけたら、お前の懐ふところにも大金が入るんだから問題ないだろう」

「……首尾よく行かなかったら？」

「決めてない。隣国アントラーの鉱山に売り飛ばすのがいいか？　あそこは万年人手不足だと聞く。お前のような都会のうらなりでも高く買ってくれるに違いない」

　そう言ってフローラは楽しそうに笑ったのだった。

　全く酷ひどい聖女様もいたものである。

「中身は暗黒の顔だけ聖女」

　本当に、顔だけはかわいい。百年に一度の美少女だ。だからこそ中身の性しよう悪わるさが際きわ立だつ。

　もうひとつショックなことがあった。

　ブラウファルトには騎士団がない。かつては小規模ながら存在した騎士団は合理化で──国防は一般兵の軍隊だけで足りるよね──廃止されてしまった。

　ブラウファルトまで乗せてくれた馭ぎよ者しやのおっちゃんが妙な顔をした理由が今更分かった。「騎士団もない国で騎士になるって、こいつ何言ってるんだ？　大丈夫か？」とおっちゃんは思っていたのだろう。

　カイとしては「騎士になりたい」という手紙を出して「採用したい」という返事が来たのだから、当然騎士の採用だと思っていたのだが、とんだ勘違いだったわけだ。

　このことは自分が間抜けだったと納得しよう。しかし、フローラのあの発言は、やはり許せない。

　──余は騎士などという時代遅れの無駄飯食らいを召し抱えるつもりはないぞ？

　騎士が時代遅れなら聖女だって時代遅れじゃないか。勇者と魔神族の戦いはもう百年近く昔のことだ。当時のことを覚えている人はほとんどいない。今の時代に聖女なんて何の役割もない。ちょっとかわいいからって調子に乗って。たまたま王家に生まれただけのくせに。何不自由なく暮らしてきておいて、さらにいい生活がしたいだって？

「だったら自分で稼げって話だ」

「そうはいかないから、あなたのような人を呼び寄せたのですよ」

「っ！」

　独り言に返事をされてカイはぎょっとしながら振り返る。

　リーリエが無表情に、けれどはっきりとした怒気を立ち上らせて佇たたずんでいた。手は剣の柄に伸ばされている。

「今、姫様の悪口を言っていましたね」

「めめめめめっそうもない。陛下は裏表のない素敵なお方です！」

「……」

　リーリエは無言で睨ねめつける。怖い。この人絶対二、三人殺やってるよ。この帯剣メイドに比べたら、剣術道場で一番厳しかった師範ですらアマチュアに思える。

「に、逃げたりなんてしませんよ？　ちゃんと考えます。はい、金策ですよね。でも僕、商家の生まれとは言っても次男だし家は兄さんが継ぐことが決まっていたからそっちの勉強はしてないし、特別、頭がいいわけでもないし、すぐにはですね……」

「分かっています」

　リーリエは剣の柄から手を離してくれた。カイはほっとする。

「あなたには別に、賢さだとか数字の強さだとかは求めていません。そういうものが必要なら、最初からきちんとした学のある方のところへ相談に行きます」

　それはそうだ。でも何でカイなのだろう。

「この国の人間ではないから、だそうです」

「というと？」

「先入観に囚とらわれない、外部の新しい発想が必要だ……と姫様はおっしゃっておりました」

　それってやっぱり誰でもいいってことなのでは？　カイがそう思ったとき、門の方で動きがあった。見ると、馬車が門前に横付けされ、フローラが降りてきたところだった。

「ああ、時間通りですね」

　とリーリエが門の方へと向かう。リーリエはフローラを出迎えるために出てきたのだ。カイに話しかけたのはほんのついでだろう。

　カイもリーリエの後についていった。

　フローラが近づいてくるカイたちに気づいた。今日の装よそおいは普段よりもいくらか華美だ。頭や首に飾りが多く、格式張っていた。この国の君主としてのきちんとした格好なのだろう。

「お帰りなさいませ、姫様。議会の方はいかがでしたか？」

「不愉快。出来るものならあの石頭どもを片っ端からかち割ってしまいたい。全くどいつもこいつも旧態依然として……」

　と愚痴を垂れ流していたフローラが、カイを見て口を閉ざした。

「おはようございます、陛下。本日も麗しゅう……」

　カイは頭を下げて臣下の礼を述べる。正直に言ってフローラに対していい感情は持っていない。横暴。強引。邪じや知ち暴ぼう虐ぎやく。美少女の皮を被かぶった理不尽。ブラック聖女。

　しかしそれでも、今のカイの主あるじはフローラだ。そしてカイは、こんなことになっても、心は騎士でありたいと思っている。礼儀正しく忠実に。けれど、

「やめい」

　フローラは不機嫌も露あらわに言った。

「余は『陛下』と呼ばれるのは嫌いだ」

「って言われても……」

　嫌いでも何でもフローラはこの国の女王なのである。ならば陛下と呼ぶしかない。

「陛下という言葉自体が嫌いだ。何が『直接声をおかけするのははばかられるので階段に話しかけます』だ。アホか。こんなもの虚礼ではないか。人と話すときは相手の顔を見る。余は親からそう習ったぞ。世間でもそう習うと聞く。そっちの方が理に適かなっている。ならばそうするべきだ。余は間違っているか？」

「いえ。見識だと思います」

　フローラの機嫌を損ねないためではなく、その理屈の全くの正しさに、カイはそう答えた。同時に、上から目線で自分勝手なだけだと思っていたフローラの、意外に進んだ考え方に感心した。ただわがままなだけではないらしい。

「分かったら陛下とは呼ぶな」

「じゃあ……女王様？」

「余計悪い。年増みたいではないか」

「あるいは鞭むちでビシバシする人ですね」とリーリエが口を挟む。

「なんだそれは？」

「失礼しました。ご存じなければ気になさらずに。姫様にはいつまでも清いままでいていただきたく」

　帯剣メイドと立場上は女王様の主従が妙なコントを繰り広げる。

　カイは呼び方を考える。陛下がダメなら殿下、ってそれじゃ一緒か。

「……フローラ様」

「馴なれ馴なれしい！」

「虚礼は嫌いだって言ったじゃないか！」

「ものには限度があるだろう。察せ！　まだ出会って数日のこの微妙な距離感を察せ！」

　前言撤回。こいつやっぱり上から目線の面倒くさい王族だ。

「じゃあ…………姫様？」

「うむ」

　リーリエがそう呼んでいるのを思い出して真ま似ねてみると、フローラは満足そうに微ほほ笑えんだ。思わずうっとり見ほれてしまいそうなかわいらしさだ──中身のことさえ忘れられれば。とはいえ、「姫様」という呼び方はフローラによく似合っていた。

「あの、呼び方についですけど、僕の方からもお願いというかありまして……できたら『お前』じゃなく名前で呼んで欲しいかな、と思うのですが……」

「で、あるか」フローラはうなずき、「仕事をきちんとこなしたら考えてやる。王室で独自財源を確保して余の生活を向上させる計画～地下貯蔵庫を霜降り肉で一杯にしよう作戦～は今どうなっている？」

「いつからそんな名前に……」

「ワインセラーの隙すき間まをゼロにしよう作戦の方がよかったか？」

「僕お酒は飲めないので」

「つまらん奴やつ。酒池肉林こそ全人類の夢だろうに。で、どうなんだ？」

「う」

　詰め寄られ、カイは言葉に詰まる。姫様は睫まつげが長いな……なんて一瞬の現実逃避。

　遊んでいたわけでもサボっていたわけでもない。

　むしろさっさと片づけて故郷に帰るつもりで、やる気はたっぷりあったと言える。

　けれどもカイはこの国のことを「聖女が治める北の果ての国」としか知らなかった。後は精々「北国だから寒いだろう」と思っていたくらい。

　今思えばこの程度の認識でよくも故郷を飛び出せたものだ。行き先のことを全く調べずに──騎士団の廃止も知らずに！──来た過去の自分はとんでもない馬鹿であったし、「熱意があれば寒さなんてものの数ではない！」と豪語した過去の自分は極まりきった騎士馬鹿であったがそれはさておき。

　何も知らないのでは何もできない。そんなわけでこの一週間、カイは公立図書館でこの国のことを調べながら、フローラの命令について考えた。

　フローラの要求は単に「金を出せ」と言うことではない。

　カイに王室特別財務顧問などという大層な肩書きを与えたフローラの真意は、「王家」が自由に使える「財産」を作ること。つまり恒久的安定的に収入が得られる何かしらの事業か、さもなくば一発で国家予算並みの金額を稼ぎ出すかの二つだ。後者は無理に決まってるんだから前者しかない。

　要は荘しよう園えんか何か作ればいいのだ。王家なんだから自由にできる山の一つや二つある。そこに畑でも果樹園でも作って……利益が出ることが確定したら後のことはお任せして故郷に帰れば解決だ。そう思ったのだけれど。カイの目もく論ろ見みは二つの理由により実行前に終わった。

　一つ、ブラウファルト王家には大きな事業を始める資金がない。

　一つ、ブラウファルト聖王国の法律では、王族であっても議会の承認なく国有財産を自由にできない。この「国有財産」には土地も含む。

　何よりも問題なのは、ブラウファルト聖王国が小国であることだ。面積こそは隣国に引けを取らないものの、その大半は手つかずの山。街と呼べるものは首都であるブラウファルト市のみ。周辺に点在する村々と、獣じゆう人じんの集落を含めても人口は十万にも満たない。その大半が農林水産業に就いて、自給自足の生活をしている。そもそもの「客」がいないのだ。これでは商売にならない。売り物を何にするか以前の問題だ。

　このことはフローラも分かっていたようで「外貨獲得であれば一番よい」と言っていた。その言葉に従い、ブラウファルトの産品で輸出ができそうなものを探してみたのだが、

「特にないんだな、これが」

　ブラウファルトは豊かではない。土地はそれなりに肥えているようなのだが、何しろ冬が長いので、作物を栽培できる期間が非常に短い。加えて山がちな地形のため、耕作に使える土地が少ない。主要農産物は芋。他国は麦むぎ粥がゆやパンを食べているところ、この国は朝昼晩と芋が出る。もくもくした食感の薄味の芋は、小麦文化圏出身のカイには嬉うれしいものではなく、「肉が食べたい」というフローラの気持ちも、これだけは心の底から同意できる。ああ、お肉が食べたい。牛でも豚でもいい、塩しお胡こ椒しようをたっぷり利きかせて、滴したたり落おちる脂の旨うま味みが恋しい──話が逸それた。

　フローラがあきれ果てたようなため息をついた。

「一週間もやったのに何も思いつかないと？」

「無茶言うな」

　カイは思わずタメ口で返していた。無理難題ふっかけておいて、できて当然できない奴やつが無能みたいに言うな。

「何でもいいぞ。実行可能かどうかはこちらで考える。ただの思いつきでも全く問題ない。さあ言うのだ。今すぐこの場でアイデア十個！」

「無理！」

　詰め寄るフローラから逃れようとカイは後あと退ずさる。同じ距離だけフローラが詰めてくる。

「さあ、さあさあさあさあ！」

　妙な節ふしをつけながら迫るフローラ。なんだか当初の目的を見失って、カイをいじめることが目的化しているような気が。

　ぐいぐい押されてずんずん下がって、後ろも見ないで後退を続けていたカイは、地面の段差に足を取られて転んだ。

「あっ！　大丈夫か？」

　フローラが声をかけてくる。起き上がろうとしていたカイは動きを止めた。

「なんだ？」

「いや、『鈍どんくさい奴やつだ』とか言われるかと思ってたら心配されたので意外すぎて……」

　意外で、ちょっぴり嬉うれしかった。

「……お前、余のことを血も涙もない悪魔だとでも思ってないか？」

「そそそそんなことは決して！」

　慌てて否定するカイ。けれどこれでは肯定したも同然だった。

　フローラは不機嫌も露あらわに頰ほほを膨らませて、

「立ち話で時間を食いすぎた。早く立って屋や敷しきに入れ。昼食にするぞ！」

　カイを蹴け飛とばしそうな勢いでそう言う。

（全く、気分屋なんだから）

　そんなことを思いながらカイは、今度こそ立ち上がろうとする。

　と、

　不意に頭上に影が差した。

　空の高いところを、大きな翼を拡ひろげて通り過ぎるものがあった。

「飛竜……もうそんな季節なのですね」

　リーリエが目を細めて言う。

　ゾーネ列島では古来からときどき、自然発生的に時空の歪ゆがみ──異世界ゲートが開き、違う世界の生き物が流れ着いている。そうした生き物は環境の違いで死んでしまうことが多いが、中にはそのままこちらの世界に定着してしまうこともある。竜もその一種だ。ほとんどの竜は海の向こうの島〝未踏の地〟に生息してそこから出てこないが、飛竜たちは冬になると海を越えてゾーネ列島北部にやってきて、春になるとまた北の大地へと帰って行く。

　飛竜の回帰行は、ブラウファルトに春の訪れを告げる風物詩だ。

「あれが……」

　竜は冒ぼう険けん譚たんには定番の生き物であり、かの勇者たちも凶暴な竜と戦ったという記録が残っている。その存在はカイももちろん知っていたが、生で見るのは初めてだった。

「あ、思いついた」

　とカイは言った。

　言ってから、「それはまずい」と思った。遅かった。

　屋や敷しきに入りかけていたフローラは耳ざとく聞きつけるとダッシュで戻ってきてまたしても睫まつげが数えられるくらい近くにまで詰め寄った。

「ようやく思いついたか。で、どんな商売だ？」

「え、あの、いえ、勘違いです勘違い。てか無理」

「無理かどうかはこちらで判断すると言っただろう。お前はただアイデアを出せばいいのだ」

「でも、その、」

「ええい四の五のうるさい。言わなければお前の飯は芋のみにするぞ！」

「それ今と同じじゃないですか」

「デザートも飲み物も芋だ！」

　意味が分からない。芋は飲み物じゃないだろう。けれど言い返したら生の芋を喉のどに流し込まれそうだったので、「無理ですよ、絶対無理ですからね」と前置きしてから、

「飛竜のですね、鱗うろことか牙きばとかを武具に加工して」

「売れるのか？」とフローラ。

「竜の牙を削り出すと、良質の剣が作れます。鱗うろこは防具に、爪や骨から作った武具も、大変頑丈で魔法にも強く、冒険者垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんであったと聞きます」

　リーリエがそう解説をした。

「それは知ってる。だがまもなく勇者から百年だ。魔神族は倒されゾーネは隅々まで探索された。今時冒険者なんてやってる奴やつがいるのか？」

「実用品じゃないんです」とカイ。「ステータスアイテムとして取引されてるんです。武人でも何でもない商人の応接室とかに、こう、竜りゆう鱗りんの鎧よろいがデデーンと置いてあって」

「着ないのに？」

「着ないのに。アピールのために置くんです。『私はこんな希少で高価なものを取り扱える凄すごい商人なんですよ』と客に見せつける。他にも剣術道場が箔はく付つけに竜りゆう牙が刀とうを飾っていたり」

「……つまり今でも買い手はいる。しかも昔よりも値は上がっているということだな？」

　フローラはうなずき、カイの予想どおりのことを言った。

「よし、飛龍を狩って大儲けだ！」

「……本気ですか？」

「余は冗談は言わない。やると言ったらやる」

「……」

　カイは助けを求めてリーリエの方を見た。

「姫様のお心のままに」

「ダメだろ！　止めろよ！　あんた姫様が死んでもいいのか！」

「それは困ります。……けれど姫様と運命を共にできるのならそれはそれで……」

　頰ほほに手を当て、とろけるような、だらしない顔になるリーリエ。

　カイは天を仰いだ。誰かこの駄メイド何とかしろ。

　一方の姫様は早くも鼻息が荒い。

「何をしているお前たち！　すぐに準備をするのだ。うかうかしていると大金──じゃなかった飛竜がみんな飛び去ってしまうぞ！」

　お前『たち』ってことは、当然僕も頭数に入ってるんですよね……。カイは暗あん澹たんたる気持ちで、ぴょんぴょん跳ねて急せかす姫様を見やるのだった。
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　──で。

「……本当に来ちゃったよ……」

　時は数日後、場所は首都から東に五十キロほどのところにある〝フィアーマウンテン〟の中腹。

　さすがに歩いては来られないので馬車を借りた。山の中には入れないのでそこからは徒歩。山歩きのために、山さん麓ろくに住む獣じゆう人じん──犬族の若者をガイドに雇った。他に供は連れず、全部で四人だけの少人数パーティである。これで飛竜を倒そうなんて絶対無理だ。

　馬車の料金やガイドに払う謝礼を、姫は意外にも値切らずに即金で払った。こんなことに使うお金で肉でもケーキでも食えばいいじゃないか、とカイは思う。

　それほど標高の高い山ではないのだけれど、登るほどに雪は深くなる。

「そういえば竜は肉も食えるらしいな。竜肉ステーキは滋じ養よう強きよう壮そうにいいと聞いた」

「僕らがドラゴンの滋養になる可能性の方が高いと思いますけど」

「心配せずとも姫様はこの命に替えてもお守りします」

　カイの小言にリーリエが反応する。

「……僕のことは？」

「自分の身は自分で守れ。騎士なら女に守ってもらおうなどと恥ずべきことです」

　誰かさんたちのせいで騎士じゃないことしてますけどね。

「何か言いましたか？」

「歩きにくいなあ、って」

　全く人の入らない山ではない。獣じゆう人じんたちが狩りをするのに使う山道が通っている。けれども獲物の少ない──そして竜がやってくるこの季節に山に入る人は少なく、山道は雪で道幅が狭くなっている。

「お客さんたち、ブラウファルトから来たんだって？」

　前を歩くガイドの若者が言った。聖王国のことではなく、首都であるブラウファルト市のことである。

「そうですけど、何か？」

「んー。街の話が聞きたいなあと思ってさ。聖女様のご様子はいかがかなあ、とか」

　カイは思わず後ろを──リーリエに手を握ってもらって山道を歩くフローラを見た。

　あなたの後ろを歩いている偉そうな美少女がその聖女様ですよ、と言いたくても言えない。ここではフローラが聖女であることは伏せている。余計なトラブルを起こさないように。カイたちは「頓とん狂きような金持ちの依頼で飛竜の生態調査に来た学生」ということになっている。誰一人学生には見えないのだが、若者は細かいことは気にしないでくれた。ありがたやありがたや。

「聖女様か……どうでしょうね？　フローリカ？」

「聖女様は今日もお元気で、とてもお美しくあらせられる」

　カイの当てこすりをフローラは平然と受け流し、嘲あざ笑わらうような視線を寄越した。お前ごときが余を困らせようなどと甘いのだ──とか言いたそう。

「元気か。そりゃよかった」と若者。「急に変なこと聞いて悪かった。実は俺、聖女様のファンでさ」

　ファン、と聞いてカイは何とも言えない気持ちになった。

「あの聖女様のどこがいいんです？」

「お前失礼なことを言うな」と若者は怒った。「あんなに美しく、慈愛に満ちた聖女様だぞ。嫌いな奴やつなんているものか」

　カイは再びフローラを見やる。フローラは意外にも国民には慕われているらしい。

（まあ公の場では猫かぶってるんだろうな……）

　カイがそんなことを考えている間も、若者は話を続けている。

「五年前に王妃が亡なくなったのに続いて、一昨年は先王様まで亡なくなっただろ？　立て続けに両親を亡なくされて、ずっと悲しんでいるんじゃないかと思って」

　カイの表情が強こわばる。

　そう。フローラは十六歳にしてこの国の女王である。即位したということは、先王が、つまりフローラの父親が死んだということである。考えるまでもないことなのに、カイは今まで意識もしていなかった。フローラの態度に、そのような悲しみの気配が全くなかったからだ。

（……姫様は一体何を考えているのだろう）

　そっと様子をうかがうと、フローラは人形のような透明な表情を浮かべていた。感情を読まれまいとしている。

　不意にカイは、フローラはとても孤独なのではないかと思った。

　ガイドが足を止めた。

「いましたか？」

「静かに！」

　リーリエの問いに、ガイドの若者は鋭いが押し殺した声で答えた。手招きでカイたちを近づかせ、片手で斜面の一画を示す。どこだか確かめる必要もなかった。そこだけ木々が生えていなくて開けた斜面の中央に、不自然に雪が溶けて地面が露出した窪くぼ地ちがある。窪くぼ地ちのど真ん中に、翼を畳み、長い首を丸めて顎あごを尾に乗せた、一頭の飛竜がうずくまっていた。でかい。体を丸めているので正確には分からないが、頭から尾の先まで五メートル近くありそうだ。

「飛竜としては小さい方っすね。若いのかな」

　若者はそう言ったが、五メートルの怪物も十メートルの怪物も、小さな人間から見たらたいした違いではないだろう。

「……ああ、本当に見つけてしまった……」

　カイは嘆く。

「眠っているようですね」

　リーリエがすらりと剣を抜いた。

「マジでやるんですか？　もっとちゃんと準備してきてからの方が……」

「出直してくる間にいなくなるかも知れない。それに大部隊を連れてきたら気づかれやすくなる。そうなったら正面から戦うしかなく、大きな被害が出ます。奴やつが眠っている今なら、忍び寄って逆げき鱗りんを一突き。それで終わります」

　逆げき鱗りんは竜の顎の下にある弱点だ。鱗うろこの合わせ目に隙間があり、骨にも邪魔されずに脳まで突き通して即死させることができる。卑小な人間が魔法もなしに竜を倒すには、それはほとんど唯一の方法だ。

「止めましょうよ。いくらリーリエさんが強くても無理ですって」

「余……じゃなかった私はリーリエを信じている」

「姫さ……じゃなかったフローリカ！　その言葉だけで私は……ああっ！」

「ちょ、そんな大声を出したら……」

　若者が注意をするが、一歩遅かった。

　呼吸に合わせてゆっくりと上下していた飛竜の腹が、ぴたりと止まった。まぶたが開き、妖しい光を放つ縦長の眼めがギロリと周囲を見回し、

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　飛竜の放った咆ほう吼こうは、大気をふるわせ雪を巻き上げ、衝撃波となってカイたちを襲った。

　そのあまりの勢いに一同は立っていることもできず、ちりぢりに吹き飛ばされてしまった。

「くっ。鳴くだけでこれか……」

　咆ほう吼こうが巻き起こした、氷混じりの地じ吹雪ふぶきが吹きつける。目を開けていることすらできない。でたらめだ。めちゃくちゃだ。こんなもの、人間が敵かなう相手ではない。

「無事か!?」

　暴風はほどなくやんだ。同時にリーリエが大声で呼びかける。

　木陰に入り込んで地じ吹雪ふぶきをやり過ごしたカイが怒鳴り返す。

「こっちは無事！　ガイドの人も一緒！」

「姫様は!?」

「一緒じゃないのか!?」

　吹雪が収まりリーリエの姿が見えた。カイたちとは道を挟はさんで反対側の木陰でかがみ込んでいる。一人だ。フローラはいない。慌てて周囲を見回す。

「いた！」

　フローラは道に沿ってまっすぐに吹き飛ばされていた。うつぶせに倒れている。

「姫様！　……うっ！」

　立ち上がり、フローラのところに向かおうとしたリーリエが倒れた。足首を押さえている。

「ひねったのか！」

「私のことはいいから姫様を！」

　カイはうなずき、フローラのところへと走った。

「姫様！」

「大事ない。雪がクッションになってくれたようだ」

　駆け寄って呼びかけると、路上に倒れていたフローラが頭を振りながら起き上がる。

　だがほっとする暇もなく、再びリーリエが悲鳴のような声を上げた。

「姫様！　カイ！」

　振り返る。ぎょっとした。飛竜が首を高く持ち上げ、顎あごを大きく開いて全身を震わせていた。拡ひろげた翼に魔力の波動が仄ほの光ひかる。

（まずい！）

　カイがそう思ったのと同時に、飛竜はこちらに顔を向け、灼しやく熱ねつの炎を吹き出した。荒れ狂う炎の奔流が立木を焼き、大気を白熱させながら一直線に迫ってくる！　逃れられるタイミングではなかった。カイはとっさにフローラを道路のくぼみに突き飛ばし、その上に覆おおい被かぶさって目を閉じた。

　直後、カイは爆炎に吞のみ込こまれた。
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　寒い、とカイは思った。寒いというか、背中が冷たい。おかしなことだった。焼かれたはずなのに何で冷たいんだ。

　目を開けて、起き上がろうとしたら強烈な目め眩まいがした。体が自分のものではないように重い。

「う…………」

　うめいた声が頭ず蓋がいに響く。

　横になったまま首と目だけを動かして周囲を見る。

（どうなってるんだ？）

　カイは混乱した。

　森の奥で飛竜と戦って──戦いと言えるようなものではなかったが──いたはずなのに、今カイがいるのは屋内だった。石造りの古めかしく、静せい謐ひつな建物の中。神殿。聖堂──あるいは霊れい廟びよう。そんな言葉が思い浮かぶ。

　カイは祭壇にうつぶせで寝かされていた。裸で、シーツが一枚だけ掛けてあった。

　腹は冷たいが、部屋の空気は暖かい。床に火鉢が置いてある。火鉢の前に、椅い子すを置いて読書をしている人物がいた。土色のローブをまとっている。その人物がふと顔を上げ、

「おお、気がついたようじゃな」

「ここは……っ！」

　ここはどこかと訊たずねようとして、カイは驚きに言葉を失う。

　ローブの人物は獣じゆう人じんだった。けれどただの獣じゆう人じんではない。

　一般的な獣じゆう人じんは顔かたちは人とほとんど変わらず、耳が四つあって少々毛深い程度だが、その獣じゆう人じんには耳は獣の耳しかなかった。顔も毛に覆われ、口こう吻ふんが長く突き出ている。

　普通の獣じゆう人じんが「獣要素のある人間」だとすると、その獣じゆう人じんは「人間要素のある獣」の姿をしていた。そのような特徴を持つ獣じゆう人じんのことを、カイは知識としては知っていた。

「お、狼おおかみ族ぞく……？」

「さよう。見るのは初めてかね？　わしはネーベル。王室魔法使いじゃ」

　狼おおかみ族ぞくは「原初の獣じゆう人じん」と呼ばれることもある。魔法に秀ひいでた獣じゆう人じんの中でも一ひと際きわその能力が際きわ立だっている。強い魔法力が肉体にも影響するのか、身体能力も高く、寿命も普通の人間よりもずっと長い。だがその数は犬族や猫族に比べて非常に少なく、街中で見かけることはまずない。

「具合はどうじゃ？」

　問われ、カイは首を回して自分の背中を見ようとする。無理なので手を回して触ってみる。飛竜の炎に焼かれたはずの背中には、火傷やけど一つ残っていない。

「動けるようならこちらに来て火にあたりなさい。と、その前に服を着た方がいい」

　そう言われてカイは石の台から降りた。目覚めた直後よりは体が動いたが、やっぱり、自分の体ではないような違和感があった。

　用意してあった服を着た。古着だ。サイズが微妙に合わない。

　椅い子すに座って火鉢にあたる。体が熱を取り戻してくると、

「なんか、体の奥が痛いような痒かゆいような」

「神経が過敏になっているのじゃろう。再生魔法の後遺症じゃな。そのうち治まる」

「再生魔法」

「かけられるのは初めてかな？」

「あ、はい」

「カイ殿は姫様を庇かばって飛竜の吐く炎を浴び、重傷を負った。いやあ危なかったぞ。ここに運ばれてきたときには意識もなく、肉は炭化して一部に骨まで見えて、どう見ても死んでるとしか思えなかったからのう」

　楽しそうに怖いことを言う。

　自分の命が紙一重のところだったと知って、カイは今いま更さらのようにぞっとした。

「そうだ、姫様とリーリエさんは？」

　訊たずねる。まるでそれを見計らっていたかのように、近づいてくる足音が聞こえた。ドアが開いて、フローラとリーリエが姿を現す。

「ネーベル、様子は……」

　やってきたフローラは、ひどくやつれた様子だった。けれどカイがもう起き上がって火にあたっているところを見ると、

「おお！　目を覚ましたか！」

　と輝くような笑顔を見せ、カイに近づいてくる。

「姫様……」

　フローラの無事な姿を見て、カイの方も安心した。

「姫様も無事で良かった。……僕のこと、心配してくれていたんですね」

　ありがとうございます──そう言おうとしたカイであったが、

「だ、誰がお前の心配などするか！　あのまま何の成果もなくお前に死なれたのでは大損だからな。それだけだぞ！」

　フローラは顔を背け、何かをごまかすように早口でそう言った。

「っ」

　カイは表情を強こわばらせた。

　大損──この姫様は、人の生死すら損得で考えるのか。カイが身を挺ていして庇かばわなければ、丸焦げになっていたのはフローラの方なのに。礼も言わずに損得勘定をするのか。

　お礼が欲しくてやったわけではない。けれど。これではあんまりではないか。

　そんなカイの懊おう悩のうに気づいた様子もなく、フローラはカイの体をまじまじ観察し、

「それにしても見事なものだな。あのまるこげをここまで綺き麗れいに再生させるとは。というか、前より色男になってないか？」

　フローラの白い手が、顎あごの付け根に伸びてきた。カイは反射的にその手を払いのけた。

「触るな！」

「カイ！　姫様に向かって何を！」

　リーリエの咎とがめる声。鋭い剣幕に、けれどカイは全くひるまなかった。

「姫でも女王でも知ったことか！　人をコケにするのもいい加減にしろ！」

　もう限界だった。

　騎士になれなかったのはまだいい。天下泰平のこの時代、騎士なんて仕事が必要とされなくなってきているのは分かっているし、仮に必要だとしても、自分にはその能力が足りてないことも分かっている。

　泥棒と間違えて無礼を働いてしまったことは詫わびよう。こちらにも非があったと思ったから、脅迫めいた要求にも応じた。けれど、こんなふうにおもちゃにされて黙っているほど、カイは臆病でもなければ人間ができているわけでもないのだ。ましてや忠義など。

「何が聖女だ！　ふざけるな！　世の中全部が自分のためにあるとでも思ってるのか！　敬われたかったら相応の振る舞いをしろ！」

　カイは立ち上がり、フローラを睨にらみつけた。リーリエが剣に手をやり、フローラの前に出ようとする。フローラはカイを見て、一瞬、悲しそうな顔をした。けれどもその表情はすぐにいつもの傲ごう岸がんなものに戻る。

　怒りに染まったカイには、フローラの心の動きを読み取ることができなかった。

「……」

「……」

　言葉もなく互いを見据えること数秒。カイはぷいっと目をそらした。

「帰る」

「それなら一緒に行きましょう。再生したばかりでは満足に動けないと聞いています。付き添いが、」

「違う」リーリエの言葉にかぶせて否定する。「城館にじゃない。ヒューゲルに……故く郷にに帰る」

「カイ！」

「指名手配でも何でもすればいい。もう聖女様につき合うのはまっぴらだ」

　カイは吐き捨てるように言い、祭壇の間から出た。







　気持ちとしてはすぐさま荷物をまとめてブラウファルトを離れてしまいたいところだったが、あいにくと乗合馬車がなかった。週に一度の隣国への定期便は昨日出たばかり。来るときは運良く行商に乗せてもらえたが、あの時の行商はすでにブラウファルトを離れており、他に相乗りさせてくれるような行商は市内にはいなかった。

「参ったな……」

　啖たん呵かを切った手前、のこのこと城館に顔を出すわけにもいかない。ひとまず最初の日に泊まった宿に戻ることにした。女主人は相変わらず全くやる気が見えず、客がいるのが面倒だと言わんばかりの態度である。今日もカイの他に客はいない。これでよく経営が成り立つものだなと思っていると、

「いい加減閉めようかと思ってるのよ」

　女主人は兎うさぎ耳みみを揺らしながらそう言った。

「だってさ。客なんか全然来ないし。みんなみたいに、この国を出てどこか都会で、オストラントとかで働き口探そうかなって。でも親から受け継いだ宿屋だしねえ……。由ゆい緒しよだけはあるのよこの宿」

　あたしも身軽な身の上だったらなあ──女主人はそう言ってため息をつく。

　カイは適当に相づちを打って逃げた。「身軽な身の上」とは自分のことを言われたのかと思った。

（そんな軽い気持ちでこの国まで来たわけじゃないのになあ）

　そう思ったが、宿の主人相手に言い返しても仕方ない。

　次の定期便が来る日まで、カイはほとんど宿から出ないで過ごすことにした。いや、最初は暇つぶしに出歩こうかと思っていたし、実際そうしたのだ。けれども二日目にして止めた。

　ブラウファルト市は娯楽の乏しい街だった。劇場もないし、本屋もない。通りに大道芸人が集まることもない。静かな街は、無為に過ごすにはただ退屈な街だった。自分が刺激に満ちた都会の生まれだということを、カイは痛感した。

「こんな国で生まれ育ったら、そりゃ刺激も欲しくなるしストレスも溜たまるのかなあ」

　やることもなくベッドに転がりながら、カイはフローラのことを思い出した。

　娯楽に乏しい街で、聖女という立場であれば一緒に騒いでくれる友達もいないだろう。リーリエはフローラに心酔しているようだが、それでも主君と臣下という立場がある。友達のようにはいかない。そして家族もいない。

（彼女はひとりぼっちなんだな……）

　一人の部屋で、カイはそう思った。言い過ぎてしまったかも、とも思った。

「いやいや、だからってあんなふうに他人に迷惑かけていいってことにはならないぞ」

　つい同情してしまうのを意識して否定する。ここで情にほだされては駄目だ。うっかり謝りになど行ったら、あのブラック聖女はまた無理難題難癖言いがかりをつけてくるに決まっている。「治療にかかった費用を払え。払えないなら一生ただ働きだ」とか。

　そうして心を鬼にしていたら、宿の女主人がノックもせずに扉を開けた。

「お客さん、さっき聖女様の使いの人が来てね。これ、あんたに渡すように言われたんだけど」

　と、女主人は白い封筒をヒラヒラ振った。

「姫様の？」

「剣持ったメイドさん。……あんたまさか、聖女様に無礼を働いたんじゃないだろうね？」

　カイはその問いには答えずに、

「……まだいる？」

「これだけ置いてもう帰ったよ」

　白い素っ気ない封筒だ。中には便びん箋せんが二枚。

　治療費用の請求書でも、非礼を詫わびる手紙でもなかった。

「……健康診断の案内？」







「普通の治癒魔法はー、本人の回復力を高めて傷を治すんですけどー、カイさんの場合はー、ぶっちゃけ死んでてもおかしくないような重症だったのでー、本人の回復力とかそんなレベルじゃなかったのでー、治癒魔法ではなくー、再生魔法で肉体を修復してあるんですー。乱暴に言いますとー、失った部位を魔法で作ってくっつけるわけですー。でー、再生魔法で作られた肉体は、すぐには馴な染じまない、肉体と魂が完全につながってなくてですねー、何かの拍子にぺろっととれちゃったりするんですよー。寝返り打ったときに、寝ている自分を離れているところから見下ろす夢とか、見てませんかー？　ないですかー。見てたら危ないですねー。マジで昇天する徴候ですー」

　妙に間延びした口調で、医者が説明する。

　カイは丸まる椅い子すに座って「はあー」と、医者の口調に釣られて気の抜けた返事を繰り返す。

　ブラウファルト市の中心部にある国立病院である。

　医者の説明は、リーリエが手紙に書いて寄越したこととほぼ一緒だった。

　再生魔法を使った後は肉体が不安定なので突然死しやすくなる。ちょっとした衝撃が厳禁。馬車に揺られると超やばい。五秒に一回のペースで死ぬ。帰郷する前に病院にいけ。絶対だぞ。

「肉体と魂がちゃんとつながったか、普通の病院で分かるんですか？」

「わかりませーん。というか、魂の具合なんてー、魔法でも分からないと思いますよー」

　じゃあ何のための診察なんだ。

「魂の具合は分からなくてもー、肉体の方にも影響が出るのでー、それを見るんですよー」

「……で、どうでした？」

「大丈夫ですー。ばっちり健康体ですー。多分」

「……多分？」

「飛竜に焼かれて背骨まで露出した状態から回復した患者さんなんてー、診るの初めてですからー、確かなことは何も言えませーん。言げん質ち取られて訴えられると困りますからー」

「……」

「でも大丈夫ですよきっとー。聖女パワーも使ったって聞いてますからー」

「聖女パワー？」

　カイは首を傾かしげる。魔法で怪け我がを治してくれたのは王室魔法使いのネーベルではないのか。

「ご存じないですかー？　聖女様にはそんな力があるんですよー。自分以外の魔法の力を増幅できるんですよー」

　かつて、勇者の仲間として戦った〝聖女〟は、直接的な戦闘力は無かった。けれども聖女の加護は勇者や仲間たちの力を何倍にも強くすることができて、それによって勇者たちは魔神族と互角以上に戦うことができたのである。

「運がよかったですねー。陛下がご一緒じゃなかったら、あなた、絶対死んでましたよー」

「……」

　その原因を作ったのもまた、フローラなのだが。

「あなたには聖女のご加護があるんですからー、大丈夫ですー。万一駄目だったらー、そのときはもう一回来て下さいねー」

「駄目だったらそのときは死んでるのでは……？」

「あっはっはー。そうですねー」

　大丈夫かこの医者。

　カイはこめかみを押さえた。この国に来てから、誰一人まともな人間に会ってないような気がする。

「ともかく数日は安静にしててくださいー。強い衝撃は厳禁ですー。それと、驚くのも控えてくださいー」

「それ、控えようと思って控えられるものじゃないんじゃ……」

「あっはっはー」

「週末に馬車に乗るんですけど」

「その頃には大丈夫なはずですけどー、心配なら出発前にもう一度来て下さいー」

　そんなわけで気の抜ける診断が終わった。

　カイは服を着て受付へと回る。

　会計について訊たずねると、猫族の看護師が、「ちょっと待って下さいね」と奥に引っ込んだ。そのまましばらく待たされる。

「……遅い」

　急ぎの用事があるわけではないけれど、待たされるのは面白くない。カイはカウンターに手をついで背伸びをすると、受付の内側を覗のぞき込こんだ。さっきの猫ナースさんがいたら、どのくらいかかるのか聞くつもりだった。と、そこでカイは妙なものを見つけた。

「あれは……」

　奥の方の机の上に、場違いにきらびやかな髪飾りが置いてあった。見覚えがある。カイがこの国に到着した夜、フローラが城館から持ち出そうとしていた髪飾りだ。そうと気づいた瞬間、驚きに魂が抜けそうになった。

「お待たせしました。と、どうしました？」

　猫族の看護師が戻ってきた。

「あの、あの髪飾りって……」

「髪飾り？　ああもう、婦長ったら。ちゃんと金庫に入れて下さいって言ってるのに……」

　看護師は振り返って件くだんの髪飾りを認めてから、またカイの方を向いて、

「政府がうちの予算削って以来だから、もう二年くらいになるのかしら？　たまに病院宛に手紙と貴金属が届くのよ。これを売って病院の経営に使って下さい、って」

「……」

「もしかして持ち主をご存じ？　もしそうなら連絡が取れないかしら？　お礼をしようにも、どこの誰だか分からないからずっと困ってるのよ」

「い、いえ。気のせいです」ごまかして「それより僕の会計は？」

「ああ、ごめんなさい。そっちは無料よ。正確にはもうもらってあるから、あなたが払う必要はないってこと。それじゃあ、お大事に」

　看護師の笑顔に見送られて、カイは病院を出た。







　カイは混乱していた。どういうことだ？

　匿とく名めいの寄付？　誰が？

　フローラは遊ぶ金欲しさに王家の財産を売り払おうとしていたのでは？

　売る物もなくなってきたから、カイに金を稼ぐ方法を考えさせていたのでは？

　考えて、考えて、やがて気づく。

　自分が酷ひどい先入観に囚とらわれていたことを。

　──フローラが、あえてそう思われるように振る舞っていた可能性を。

「ああっ！」

　短く叫び、カイは走った。さっき医者に言われたばかりの衝撃厳禁とか、魂が抜けるとかそんな注意は、頭から消し飛んでいた。力の限り走った。

　走る。力の限り走る。

　まず向かったのは公文書館だった。そこで目当ての資料を閲覧する。

　思ったとおりだった。

　いろんなことが腑ふに落ちて、そして、自分が恥ずかしくなった。

（……僕は何も理解してなかった）

「姫様ーっ！」

　聖女の城館。その門が見えたと同時に、カイは叫んでいた。そのまま敷しき地ち内に駆け込もうとするカイの前に、衛兵たちが立ちふさがる。

「通して下さい！」

「ならん。お前を通すなとの聖女様のお達しだ」

「そんな！」

　カイは強引に押し通ろうとした。衛兵たちは一瞬戸惑い、けれど任務に忠実に、カイの前に立ちはだかる。

「通して下さい！　通して！　僕は姫様に会わなくちゃいけないんだ！」

　会って、謝らなくてはいけない。その一念でカイは衛兵たちを押す。カイが引きそうにもないことが分かったのだろう、衛兵たちは二人がかりでカイを押さえにかかった。

「くっ！」

　さすがに二対一では分が悪い。がっちり組み合ってしまっているので、衛兵たちの間をすり抜けていくこともできない。カイはもがいた。けれど次第に押さえ込まれていく。

「姫様！」

　カイは城館を見据え、腹の底から声を出した。

「いるんでしょ！　ねえ！　聞こえてるんでしょ！　謝りに来たんだ！　僕は酷ひどい勘違いをしていた！　君のことを酷ひどい奴やつだと思っていた！　実際酷ひどい奴やつだけど！　めちゃくちゃ腹立つ奴やつだけど！」

　ああ、違う。こんなことが言いたいんじゃないのに。弁舌の立たない自分がもどかしい。

　最初から色々と勘違いをしていた。

　俗世とは隔絶された、神聖なる王国──その思い込みが、カイの目を曇らせていた。

　この国は静せい謐ひつなのではない。活気がないのだ。

　住民は質素なのではない。貧しいのだ。

　たいした特産品もなく、冬は長く厳しい。

　国民の暮らしは楽ではなく、国家の財政は病院の予算すら削らなくてはならない有あり様さま。

　そうしたことが分かると、聖女の城館の殺風景さ、使用人の少なさも違った面が見えてくる。

　使用人はフローラの暴虐について行けずに辞めたのだと、カイは思っていた。全然違った。先ほど公文書館で確かめたら、フローラが辞めさせたのだ。もはや王族は自分一人。ならば世話をする人間も最低限でいい。来客もないような城館をきらびやかに保つ必要はない。王家にかかる予算を減らせるだけ減らして、他にお金が必要なところに回していたのだ。それでも足りないから、王家の財産を換金して補っていた。それすら足りなくなったからか、それとも前から考えていたのか。フローラは財産を切り崩すのではなく「稼ぐ」ことを考えた。

　そうだろう？　君は遊ぶ金が欲しかったわけじゃないのだろう？

　この貧しい国をよくするために、どうしてもお金が必要だったんだ。

　全てはこの国の君主として。民のために。

　でもフローラは、それを公言することはしなかった。

「いい加減におとなしくしろ！」

　ついに衛兵がカイを組み伏せる。カイは地面に倒され、それでも声を張り上げた。

「どうして最初から言ってくれなかったんだ！　君は守しゆ銭せん奴どなんかじゃなかった、民のため──」

「そこまで」

　冷ややかな声が、頭上から降ってきた。首をねじって視線を向けると、逆光の中、不機嫌を隠そうともしないリーリエが、カイを見下ろしていた。

「通してやれ、との姫様のお達しです」

　その言葉に衛兵が戸惑うが、主の命令であることと、カイに抵抗の意志が見えなかったので言われたとおりにした。

「リーリエさん……」

「こちらに」

　リーリエは最初の日と同じように、カイの顔も見ないで、城館に向かって歩き出す。







「……大方のところはもう察しているかと思いますが」

　歩きながら、リーリエは言う。

「他国と違って、我がブラウファルトは王家が政治に関与しない、すべきではないという考え方が支配的です。聖女は尊いもの、神聖なものであり、政まつりごとという俗事に関わるべきではない──聖女の血筋を伝える王家も同様である、と。同時にこの国は極めて保守的でもあります。とにもかくにも現状維持。前例のないことはしない。来年は今年と同じ、今年は去年と同じ、去年は……魔神族を倒して平和が戻ってからずっと、まさしく十年一日。芋を作って、聖女の血筋を拝んで、ただそれだけを繰り返してきました。平和な世の中で他国が発展する一方、ブラウファルトだけは取り残された……いえ、衰退していったと言ってもいいでしょう」

「姫様は、それを正そうとしている」

　リーリエはうなずく。

「二年前に先王が身み罷まかられて、姫様はこの国の女王に即位されました。慣例に従い、姫様はオストラントの勇者廟びようを参拝されました」

　生まれ育った国を離れ、ゾーネ列島最大の国家、オストラントへと赴おもむいたフローラは、そこで気づいたのだ。二つの国の違いに──ブラウファルトがとても貧しいことに。

「オストラントはどこも賑にぎやかで、人がいっぱいで、夢のようなところだったと、姫様は私におっしゃいました。何もかもが立派で、最先端だと。それからぽつりと、『我が国にもあんな病院があったら、母上の病気も治せたのかな』と」

「……」

　ブラウファルトには狼おおかみ族ぞくの大魔法使い、ネーベルがいる。魔法は怪け我がの治療には絶大な効果を発揮するが、病に対しては無力だ。むしろ逆効果ですらある。魔法によって弱った体を治そうとすると、体の中にいる病魔までもが活性化してしまうから、と考えられている。

「ブラウファルトは貧しい国です。貧しいが故に命を落とす人が大勢います。そんな国で自分だけが、聖女として何不自由ない暮らしをしている。姫様はそれをよしとしませんでした」

　だから議会に掛け合って、王家の予算を福祉に回した。

　だから大金を稼ぐ方法を探していたのだ。

　民のために。

　この国の主あるじとして、できることをしようとしていたのだ。

「それならそうと最初に言ってくれればいいのに」

「初対面の人間が、そのようにべらべらと理想を語ったら、胡う散さん臭くさいと思いませんか？」

「それは、確かに……けど、あの態度はないでしょ」

　カイがそう言うとリーリエは苦笑いを浮かべて、

「姫様は、素直ではないお方ですから。……でもそこがかわいいでしょう？」

「面倒くさいだけだよ」

「あなたもなかなか面倒くさそうな方ですね」

「……」

　カイは仏ぶつ頂ちよう面づらになる。前を見て顔を上げた。

　聖女の城館の二階バルコニー。フローラが腕を組んで立っている。こちらを見下ろしている。

　以前は反感を覚えたものだが、今、そのような気持ちは全くない。むしろ好ましくさえ感じられる。

　子供の頃から、カイは騎士になりたかった。

　世のため人のために戦いたいと思っていた。

　この世界に平和が訪れてもうすぐ百年になる。もう、勇者や冒険者や、騎士の時代ではないのだろう。

　カイが「形」を追い求めていた間に、フローラは「実際」を考えていたのだ。

　平和になったこの世界で、民のためにできる「戦い」とは何か──。

「姫様……」

「……」

「……この間は申し訳ありゅ」嚙かんだ。「申し訳、あり、申し訳ありませ……ええい！」

　礼儀正しく話そうとするとうまくいかない。カイは儀礼にこだわるのを止めた。

　通じもしない丁寧な言葉など虚礼だ。自分の言葉で伝えるんだ。

「この前はごめん！　僕、姫様のことを誤解してた。姫様は自分勝手で強引で傲慢で無駄に偉そうで、人のことなんか人とも思ってなくて」

「喧けん嘩か売りに戻ってきたのかお前は！」

　バルコニーの手すりを摑つかんで身を乗り出し叫ぶフローラ。高貴な振る舞いも何もあったものじゃない。

「最後まで聞けよ！　誤解してたって言っただろ！」

「……」

「……最初は姫様のこと、聖女にふさわしくない、ブラック聖女だと思ってた。でも違った。姫様は……本物の聖女だと、思う。人々のために自分を犠牲にする、本物の聖女」

「で、あるか」

　ぶっきらぼうに言ってそっぽを向く。けれどその横顔に朱が差していた。得意げに、嬉うれしそうに、唇くちびるの端はしが持ち上がりそうになるのを、意思の力で無理矢理押さえつけている。

　本当に、素直じゃないんだな、とカイは思った。カイが目を覚ましたあとの悪態も、照れ隠しから出てきたものだったのだろう。

「それでさ、もし許してくれるなら、この国のために……君のために、働かせてくれないかなと、思うんだけど……」

　カイはじっとバルコニーを見上げる。フローラの長い髪が微そよ風かぜにそよいでいた。

「見ての通り、我が国は貧乏だぞ。まともな給金は払えない」

「いいよ。自分の食べる分は自分で稼ぐ」

「余の人使いは荒いぞ」

　フローラが不敵に笑った。

「望むところさ」

「なら望み通りにこき使ってやる。二人とも中に入れ！　飛竜狩りの作戦を練り直す。今度こそあれを仕留めて一いつ攫かく千せん金きんだ！」

「はいっ！」




　　　　†




「……と勢い込んではみたものの、やっぱり無謀な気がするんだけど」

　その週末。再びフィアーマウンテン。飛竜の越冬地へ向かう山道。

　前回の来訪から、ちょうど一週間になる。山の雪は先週よりも少し減ったようだ。風も心なしか暖かい。

　前よりも気のせい程度に歩きやすい山道を、なるべく雪を避けて歩く。今度はガイドは連れていない。フローラとリーリエ、カイの三人だけだ。

「ネーベルさんもいれば心強かったのに」とカイ。

　獣じゆう人じんの中でも特に魔法の力に優れた、狼おおかみ族ぞくの大魔法使いネーベル。再生以外にも様々な魔法を使いこなし、その魔法は飛竜が相手でもきっと有効だったはずだ。だが、ネーベルは今週末、狼おおかみ族ぞくの大事な寄り合いがあるとかで参加してくれなかったのだ。代わりではないが、火ひ除よけの護符をもらってきている。効果の程ほどは『気休めじゃ』だそうだが。

「問題ない。策は練った」

　フローラは自信たっぷりである。

「金が手に入ったら、まずは晩のおかずを一品増やす。絶対にだ」

「せせこましいなあ」

「人の夢にケチをつけるな！」

　本当は病院の設備を新しくしようかとか、医者を招しよう聘へいしようかとか考えているに違いないのに、そうしたことは口にしない。あくまでも自分の欲望のためだというポーズを崩さないのだ。本当に、素直じゃない。

　フローラは怒ったふりをしてカイを追い越し、ずんずん進んで行ってしまう。

「姫様。あまり離れませんように。飛竜の居場所はまだ先ですが、野山には熊も狼おおかみもおりますので」

「わかってる！」

　ずんずん進む。

　カイはリーリエの隣を歩きながら、

「ちょっといいですか？」

「私ですか？」

　カイはうなずく。フローラが離れたこの機に、リーリエに聞いておきたいことがあった。

「あの日、僕を病院に行かせたのは、リーリエさんの画策？」

　もっと正確には、「髪飾りをカイが見つけて、フローラの真意を察せられるように画策したのは」ということだ。

「私はただ、ネーベル先生に言われたことをあなたに伝えただけです」

　リーリエは前を向いたままそう答えた。とぼけているのかもしれない。偶然にしてはあの流れはちょっとできすぎている。けれどまあ、「どっちでもいいか」とカイは思った。

「それでもあえて一つだけ申し上げておきますと、あなたが意識を失っている間、姫様は一睡もせずに、あなたの無事を祈っておられました」

「……」

　それでカイは、あの日の、青ざめたフローラの顔色を思い出した。ずっと心配してくれていたのだ。

「姫様には友人と呼べる方もほとんどいなくて、だから、謝り方も知らないのです」

「うん」

　カイはうなずいた。

「お前たち、無駄口はそこまでだ」

　前方のフローラが立ち止まって言う。

　この先の坂を越えれば、先週飛竜と戦った、開けた斜面に出る。

「リーリエ」

「はっ」

　リーリエがここまで背負ってきた荷物を降ろした。

　黒い防水布に包まれた長いもの──銃。本来この世界にはないもの。異世界より流れ着いた、この世界とは別種の魔法と技術によって生み出された兵器。目の前の一丁は銃の中でも一ひと際きわ大型で、全長はリーリエの足の長さほどもあった。

　カイは銃というものがあることは知っていたが、実物を見るのは初めてだった。この鉄パイプのお化けのようなものは煉れん瓦が塀べいを一発で粉砕し、塀の裏側にいる人間を絶命させるほどの威力を持つ。竜の鱗うろこも打ち抜けるはず。

　この銃の出所はブラウファルト王国軍──ではなくて、国立歴史博物館。魔神族との戦いに用いられ、無数の魔神を打ち倒したという言い伝えのある、歴史的な価値ある一品である。逆に言えば骨こつ董とう品ひん。

「ちゃんと動くんですか？」

　リーリエが銃を持ち上げ、突き出たレバーをがちゃこん、と引いた。

「動作に問題はないようです。我が国の学芸員はとてもいい仕事をしています」

「その学芸員をだまくらかして持ち出してきたんだけどね……」

　作戦はシンプルだ。リーリエが遠距離からぶっ放して飛竜の頭を吹き飛ばす。

　万一外したとしても、飛竜の火炎よりも銃の方が射程が長い。素早く次弾を装そう塡てんし、向かってくる飛竜を狙い撃つ。

　二発目も外したら──全力で逃げる。森の中に逃げ込めば飛竜は追ってこられないし、素早く稜りよう線せんの陰に入れば火炎を浴びることもない。前回の失敗を踏まえた、十分に安全に配慮された作戦である。

（……とは言ってもやっぱり怖いよなあ）

　カイが不安に駆られたそのときだった。

『ギャギャアアアアアアアアアア!!』

　突然だった。大気がびりびりと震え、山中にこの世のものとは思えない咆ほう吼こうが響き渡る。

「飛竜だ！　気づかれた!?」

　まさか。そう思いながらもカイたちは状況を確かめるために坂を駆け上がった。その短い間にも、飛竜の咆ほう吼こうは何度も轟とどろいた。

　坂の上から斜面の様子をうかがうと、予想もしない展開が繰り広げられていた。

「なんだ、あれ……？」

　飛竜が暴れている。いや、戦っている。相手は紫色の装甲をまとった、蜈蚣むかでのような生き物の群れだ。蜈蚣むかでといってもその辺の石の下にいるような普通の虫ではない。全長は五十センチ以上ある化け物蜈蚣むかで。本来はこの世界に存在しないはずの生物──自然発生した異世界ゲートを通じてやってきた魔物だ。

「僕らに気づいたわけじゃなかったみたいですね」

　カイはほっと息をついた。

　予想外の展開ではあるが、とりあえずこちらに危険はないようだ──今のところは。

　蜈蚣むかでのような魔物は全部で何匹いるのだろう。てらてらとした紫色が地面を埋め尽くして動き回り、素早く飛竜に飛びかかる。

　飛竜は飛びかかってきた魔物に嚙かみ付つき、尾で打ち据える。単体ではそう強くはないようだ。魔物は飛竜の攻撃で装甲を砕かれ、次々に倒されていく。

　このまま行けば飛竜の勝利……と見えたが、しかし森の奥から一ひと際きわ大きな、幅は一メートル、長さは十メートル以上はありそうな巨大な蜈蚣むかでが姿を現した。小型の蜈蚣むかでたちがまるで、道を空けるように左右に分かれた。どうやら群れのボス──女王らしい。

　大おお蜈蚣むかでは鋭い歯をギチギチ鳴らしながら飛竜に襲いかかった。小型の蜈蚣むかでたちも再び飛竜に襲いかかる。飛竜が咆ほう哮こうを上げて迎え撃つ。大おお蜈蚣むかでは小型の蜈蚣むかでよりも遥はるかに強かった。飛竜と互角以上に戦っている。

「どうします？」

　リーリエが姫の判断を求めた。

「む。このまま共倒れになってくれるとありがたいな」

「巻き添えになる心配をしましょうよ」

　フローラの希望的観測にカイが突っ込みを入れる。

「私もカイの意見に賛成です。それに、領内に魔物の群れが出たとなれば非常事態です。戻って対策をしなければいけないかと」

「で、あるな」

　フローラはうなずき、けれどその判断は遅かった。

　ギチギチと歯を鳴らし、小型の蜈蚣むかでたちが周囲に現れる。とっくの昔に気づかれて、しかも囲まれていたのだ。

「不覚！」リーリエが舌打ちをして剣を抜いた。「姫様！　こちらへ！　カイ！　反対側をお願いします！」

「えっ、あ、はい！」

　カイも遅れて剣を抜く。フローラを守るように挟み込む。剣を構え、その切っ先が揺れていた。いきなりの実戦に心がついてこない。

　カイの心の隙すきを突くように、一体の蜈蚣むかでが飛びかかってきた。

「うわあっ！」

「カイッ！」

　鈍い衝突音。リーリエが振り上げた足で、蜈蚣むかでを垂直に蹴けり上げていた。空中にいる蜈蚣むかでを、目にも留まらない斬ざん撃げきで真っ二つにする。固い魔物の装甲が、まるでチーズか何かのよう。ほれぼれする技の冴さえだ。

[image: ]

「大丈夫ですね？」

「す、すみません」

「魔物といっても所詮は虫けら。まっすぐに飛びかかってくるだけです。落ち着いて対処を」

「は、はいっ」

　気を取り直して剣を握る。確かにリーリエの言うとおりだった。魔物の攻撃は単調だ。焦あせりさえしなければ問題ない。けれどもとにかく数が多かった。切っても切っても勢いが衰えない。どうしても押し込まれてしまう。足場も悪い。目の前の攻撃を捌さばくことで精一杯。逃げるどころか、気づけば飛竜と大おお蜈蚣むかでが戦っているすぐ側そばに、流されてしまっていた。

「まずいぞ」

　最悪のパターンだ。

（何とかしないと本当に全滅だ……）

　カイは飛竜と大おお蜈蚣むかでの方をちらりと見た。激闘は続いている。どちらも人間のことなど意識もしていない様子だ。

　と、妙なことが気になった。

　飛竜には翼がある。空を飛ぶ生き物だ。なのに何な故ぜ飛ばない？　飛べば相手の攻撃は届かない。上空から火を吐けばそれで勝てる。本気で戦えば、この魔物よりも飛竜の方がずっと強いはずだ。なのに何な故ぜ、この飛竜は地面に腰を据えて──その場から動かずに爪と牙で応戦しているのだ？

「あっ！」

　戦いながらさらに観察を続け、カイはその答えを見つけた。

「どうした！」

「あれを見て下さい！」

　カイが目で示す、飛竜の翼の下。そこに小さな……成犬ほどの大きさしかない、飛竜の子供がいた。

　飛竜の子供はまだ首も短くずんぐりとした体型。翼は人間の手の平よりも小さい。あれではまだ空を飛ぶことはできないだろう。

　生まれたての子供がいたから。飛竜は全力を出すことができなかったのだ。

「そうか、こいつは子供を守って……」

　フローラが一瞬、泣きそうな顔になった。けれどもすぐに状況と、カイの言いたいことを理解して、

「強行突破だ！　飛竜の子供を保護するぞ！」

「了解！」

　三人は一斉に飛竜の方へと走った。群がる魔物をカイとリーリエが切り伏せる。

　戦いの場に突っ込んできた人間たちに、大おお蜈蚣むかでが気づいた。巨体に並ぶ脚は一本一本が太い杭くいのよう。それが立て続けに打ち下ろされる。

「ひええええ！」

　頭上からの攻撃は見てどうこうできるものではなかった。当たらないように祈りながら駆け抜けるしかない。飛竜の懐ふところへ。怯おびえた様子の子竜がいる。横合いから魔物の群れ。迎撃で足が止まる。大おお蜈蚣むかでが飛竜の肩口に嚙かみ付ついた。飛竜が大きな悲鳴を上げる。

「クソッ！」

　カイが思わず舌打ちをする。と、ここまで守られていただけのフローラが飛び出した。子竜のところへ一直線。戸惑う子竜を抱き上げて、その重さによろめき倒れそうになる。そこにカイが追いついた。子竜ごと姫を抱き上げそのまま駆け抜ける。

「やったぞ！」

　我が子を攫さらわれたと気づいた飛竜が咆ほう哮こうを上げた。

「飛竜よ！　我らは敵ではない！　お前の子供は守ってやる！　存分に戦え！」

　はたして人の言葉が竜に通じたのかどうか。飛竜は高く咆ほう哮こうを上げ、その翼を大きく拡ひろげた。翼幕に魔法の光がほとばしり、その巨体が宙に浮き上がる。翼を一打ちするだけで、魔物の群れはちりぢりに吹き飛ばされた。ついでにカイたちも派手に飛ばされた。カイは姫を抱えて斜面をごろごろ転がり落ちる。

「姫様、怪け我がは!?」

「大丈夫だ」

　フローラはすぐに答え、それから顔を青ざめさせて、

「お前こそ血が」

　言われて気がつく。カイは頭から流血していた。どこかにぶつけたらしい。

「また余を庇かばって……」

　フローラが沈痛な面持ちになった。カイの服をぎゅうっと強く握りしめる。

　カイはこめかみに垂れてくる血をぐいっとぬぐって、

「こんなのたいしたことありませんよ。剣術道場じゃ毎日生なま傷きず作ってましたから。僕、弱いからいつもボコボコにされるんです」

　笑わせるつもりだったのに、フローラはますます泣きそうな顔になってしまった。

「とにかく大丈夫です！　弱いけど打たれ強さには自信あるから！」

「姫様ーっ！」

　離れたところから声がした。リーリエも無事だ。とっくに立ち上がって戦闘態勢を取っている。

　飛竜が翼をはためかせ、十メートルほどの高度に滞空する。こちらを見て、姫の腕の中で子竜がピイピイ鳴いているのを確かめる。

　大おお蜈蚣むかでは体を縦にして立ち上がり、空中の飛竜に襲いかかろうとした。飛竜は後うしろ肢あしの爪で迎撃。まるで大魚の一本釣りのように爪を引っかけ大おお蜈蚣むかでを空中に放り投げると大きく息を吸い、空中でもがく相手めがけて炎を吐き出す。カイが食らったものよりも数倍強烈な灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうは大おお蜈蚣むかでの身を焼き、空中で大爆発を起こさせた。




　　　　†




　リーダーを失い統制を失った魔物の群れをカイとリーリエは掃討して回った──といってもカイはフローラと子竜を守るので手一杯で、ほとんどはリーリエが倒してしまったのだが。

　それから飛竜が地上に降りてきた。また焼かれるのではないかとカイは内心びびっていたのだがそんなことはなく、子竜を返されると、飛竜は一声優しそうに鳴いた。

　三人は山を下り、麓ふもとの獣じゆう人じんの村で一泊してから、首都へと帰還した。

　魔物の群れが出現したとの報を受けて、政府は一時騒然となった。けれどもその魔物はすでに倒されていて、差し迫った危機はないと分かると、すぐに落ち着いた。

「あの場に居合わせられたのは、ある意味幸運でしたね」

　とリーリエが言った。

　もしもカイたちがいなかったら、魔物の群れは飛竜を倒して食らい、その後も食料を求めてさまよい、麓ふもとの村を襲っていたことだろう。

　ある意味、大勢の人々を救ったというのに、フローラはつまらなそうな顔で、

「何が幸運なものか。くたびれただけで一ゴールドも儲もうからなかったではないか」

　そんなフローラを、カイは「姫様らしいな」と思った。

　そう、結局、何の稼ぎも得られなかった。

　大おお蜈蚣むかでを倒した飛竜もボロボロだった。銃を使えば楽にとどめを刺すことはできたし、そうすれば王室の財政問題は解決だった。けれどもフローラはそうしろとは言わなかった。

　──親を奪うわけにはいかないだろう。

　フローラの胸中には、亡なき母のことがあった。親が死んだら子竜はどうなる？　自分と重ね合わせて考えてしまったのだ。為政者としては甘い。けれど人としてはどうか。

「誰かさんが発案した、飛竜を狩って特産品にする計画は大失敗。まあ、最初から無茶な計画だと思っていたが」

「え、僕は反対してたよね？　でも強行したのは姫様だよね？」

「うるさい禿はげろ」

「禿はげ……聖女様が人を呪うのか!?」

「お前がいちいち細かいことを言うからだ。つまらないことを言っている暇があったら、次の金策を考えろ。お前は余に肉とケーキを食わせるためにここにいるのだぞ」

　無茶苦茶なことを言われて、けれど今のカイは腹を立てることもない。これがフローラなりの照れ隠しだと分かっているからだ。本当に、素直じゃない。

　不器用で、ぶっきらぼうで、口も悪くて──でも、優しい姫様。

　ふと、頭上に影が差した。

　振り仰ぐ空を、大小二頭の飛竜が飛んで行く。

　フローラは目を細めてそれを見送った。

　北の大地に春を告げる風が吹く。

　ひねくれ者の聖女様と並んで二人、桜の蕾つぼみが膨らんでいくのを見る。

　清すが々すがしい気分だった。

　騎士にはなれなかったけれど、カイはこの地で、仕えるべき主あるじを得たのだった。

「そうそう、言い忘れていたが、再生魔法の費用はお前の給料から天引きするからな」

「やっぱりあんたブラック聖女だ！」













　　　　第二章　イベントを開催しよう！







　ブラウファルトにも遅い春がやってきた。

　桜の花が一斉に咲き、あっという間に散った。

　葉桜に囲まれた聖女の城館。その本館食堂に、全ての住人が集まっていた。といってもたったの三人だが。

　主あるじの席にはフローラが座り、フローラの右手にカイが、カイの正面にリーリエが座っている。

　フローラは公式にはこの国の女王なので、臣下や使用人と同席して同じものを食べるなど本来はあり得ないのだが、「別々に食事を用意するなど非効率。無駄遣いである」として、このような形式にしてしまったらしい。

「カイが来るまでは、私と姫様の二人っきりの時間だったのですよ……」

　と、リーリエは恨みがましい目で説明してくれた。

　初めて一緒に食事をしたとき、カイはフローラの気品あふれる所作に驚かされ、目を奪われた。フローラが取り分けると、ポテトサラダですら立派な宮廷料理のように見えてくる。何でもない日常動作が洗練されていて、見とれてしまうほどに美しい。普段のひねくれた態度や口の悪さでつい忘れてしまいそうになるが、

（……やっぱり王族なんだなあ……）

　その、ある日の食事の席でのことである。

「祭をやるぞ！」

　何の前触れもなく。本当に唐とう突とつに、フローラがそんなことを言い出した。

「まひゅり？」

　熱々の芋を舌の上で転がしていたカイは、変な声で聞き返した。

　本日のメニューは芋とタマネギのオムレツ、つけあわせにほうれん草、マッシュポテト、それから芋と人にん参じんのスープ。相変わらず芋ばかりだがもう慣れた。でもやっぱりたまにはパンが食べたい。「あんなふわふわした腹に溜たまらないもののどこがいいのだ？」とフローラは言うけれど、そのしっとりふわふわした食感がいいんじゃないか。芋なんてもくもくして喉のどばかり渇く──と食生活の不満を考えている場合ではなかった。

　むぐむぐごっくんと芋を飲み下したカイは、なんだか得意げな顔をしているフローラを見やる。

「また妙なことを言い出して……祭ならこの前やったじゃん」

　カイが言っているのは、先週行われた春の豊作祈願のことだ。街の外れにある聖女の神殿に政府の要人や農業関係者が集まって、今年の豊作と農作業の無事を祈った。フローラもこれに参加して、神への祈りを捧ささげている。

『飛竜狩りで一山当てよう計画』が失敗に終わってから、すでに一ヶ月近くが過ぎている。

　近頃はカイの態度もだいぶ砕けたものなってきていた。フローラが貴人扱いされることを嫌うし、カイとしてもその方が楽だし。ただしあんまり馴なれ馴なれしい口を利きくとリーリエが怖い顔をするので注意。

「あんなちんけで地味なものではない！」

　フローラは握った拳こぶしをテーブルに置いて否定した。それから真面目な顔で、

「我が国の一番の問題は何だ？　何な故ぜこの国は貧しくて、余は毎日ケーキが食べられないのだ？　答えろ。王室特別財務顧問」

　話が飛んだ。カイはとりあえず思ったままを答える。

「お金がないから」

「どうして我が国には金がないのだ？」

「それは……」

　オンリーワンの特産品があるわけでもなく、交易の要所であるわけでもなく、鉱山資源などにも恵まれていない。およそ産業を興おこすには有利な点がない。カイがそんなことをつらつらと考えていると、

「根本的には人がいないからだ」

　返答が待ちきれなかったのだろう。フローラは先回りして答えを言った。

　人がいない。確かにその通りだ。国というのは結局のところ人の集まりである。人口規模すなわち国の規模である。ブラウファルトは他国に比べて、人口が根本的に足りていない。

　どうしてそうなってしまったかというと、これは簡単な話ではない。色々な問題が積み重なった結果である。それでも何か一つ大きな原因を挙げろと言われれば、三十年ほど前に締結された自由居住協定になるだろうか。

　ゾーネ列島には五十近い国々がひしめいている。人々は許可なく他国に移住することは許されず、生まれた国で一生を過ごす……のが昔は普通だったのだが、世の中が平和になって人権意識が高まってくると、民を土地に縛りつけておくことは悪いことだという風潮が生まれた。各地で発生した居住の自由と職業選択の自由を求める市民運動は、放っておけば暴動にも発展しかねない勢いで、各国政府はそれに押される形で、自由居住協定を締結するに至った。その結果、ブラウファルトのような地方の貧乏国から、サウザントやオストラントのような豊かな国への人口の大移動が起こってしまったのだ。

「そこで余は考えた。いなければ他よ所そから連れてくればいいのだと」

「簡単に言うけどさ、それが一番難しいんじゃないかな」

「うむ」とフローラはうなずき、「住民を増やすのは難しい。だが、観光客ならどうだ？」

「姫様、何かお考えが？」

　リーリエが訊たずねる。

　フローラはその質問を待っていた！　とばかりに立ち上がり、

「そこで祭だ。派手派手しくて賑にぎやかで、ゾーネ中から観光客が押し寄せてくるようなカーニバルでフェスティバルな祭を開催して、集まった観光客から見物料を取る。どうだ？　名案だろう？」

　カイは難しい顔になった。

　他国から観光客がじゃんじゃんやってきてじゃぶじゃぶ金を落とすような祭……口で言うのは簡単だけど、果たしてそんなことができるのだろうか。無理、だと思う。

「姫様。前から言おうと思ってたんだけど、そういう一いつ攫かく千せん金きんというか、山やま師しみたいな発想はやめて、もっと地味に堅実にやったほうが……」

「お前はつまらん男だな」

「なっ」

　フローラの口の悪いのはいつものことだが、これにはさすがのカイもちょっとムッとする。

「僕がつまらないんじゃなくて、姫様が無鉄砲なんだよ」

「これを見てもそんなことが言えるかな？」

　聖女様は「ふふん」と挑発的な笑みを浮かべると立ち上がった。テーブルを小走りで回り込み、反対側に大きな紙を広げた。

「これは……」

　木炭画で描かれたブラウファルトの街並み……の中に、妙なものが並んでいる。

「……建物から頭が突き出るような巨人？」

「これ、人形ですか？　継ぎ目がありますし、上に人が乗ってますね」

　リーリエが指差して言う。よく見れば巨人はハリボテで、その周辺に普通の大きさの人間が大勢集まっている場面らしい。

「とある異世界の祭に〝ネヴトー〟なるものがある。古の英傑たちをかたどった巨大な灯とう籠ろうが夜の街を練り歩く大迫力の祭だ。これを我が国で再現する。まさか異世界のものをそっくりそのまま再現してもしょうがないから、英えい傑けつたちは我が国の勇者の一行にする。折しも間もなく魔神族討伐から百年だ。きっと評判になるぞ」

　カイはその様子を想像してみた。

　灯とう籠ろう、ということは明るいのだろう。空にそびえる人型灯とう籠ろう。煌こう々こうと輝く。それも複数。動き回る。ど派手で大迫力だ。やばい、想像しただけでワクワクする。この目で見てみたくなってきた。

「他国でこのような祭をやっているところはあるか？」

「ない……と思う」

「ならばこれは我が国のオンリーワンになるな。他国にはない魅力。きちんと宣伝さえすれば、人は大勢集まる。完璧だろう」

「素晴らしいお考えです姫様！」

　と、リーリエがいつものように愛いとしの姫様にうっとり見とれた。

「そう褒めるな。まあ、余にかかればこの程度の思いつき朝飯前よ」

「どこでこんなことを思いつかれたのですか？」

「歴史の勉強中に余がつまらなそうな顔をしていたら、ネーベルが異世界の話をしてくれてな。この世界には無数の異世界がつながっている。自由に行き来はできないが、もしできるとしたらどこに行きたい？　そんな話になって」

　ゾーネ列島では昔から何度も、この世界と異世界を繫つなぐ門が生成されて、魔物や人や様々な品物が流れ着いている。そうした来訪者、来訪物はこちらの世界の歴史に大きく影響を与えてきた。魔神族もそうであるし、魔神族を倒した勇者もまた、異世界からの客まれ人びとなのである。

（聖女様でも授業がつまらなくて眠くなったり、授業中に先生の話が脱線してただの雑談になったりするのか……ふふ）

　フローラが授業を受けている様子を想像して、カイはフローラのことを身近に感じた。

　それから自分のことを思い出した。騎士になるために通っていた剣術道場で、暇さえあれば話していたのが、「魔神族を討伐した勇者一行の中で、一番強いのは誰か」である。一応は、魔神族の王にとどめを刺した勇者が一番、ということになっている。けれどもそれは戦いの流れの中でたまたまそうなっただけで、真に実力があったのは、勇者のライバルでもあった魔法剣士ではないか。いや、戦士がいなければ危ない場面がいくつもあった。真の功労者は戦士だ。でも戦士は不細工じゃん。なんだとコラ──剣術道場に通っていたのは血の気の多い子供ばかりだから、この手の話は最終的には取っ組み合いの喧けん嘩かになって、結論が出ずに全員叱しかられて終わるのが常だった。なつかしい。

「何をニヤニヤしている気持ち悪いぞ。余の話を聞いていたか？」

　カイは我に返った。

「ごめん。思い出し笑い。ちゃんと聞いてたよ」

　フローラは黙ってカイを見ている。意見を求めている。

「……これ、姫様の発想じゃないよね？」

　直感だった。らしくないのだ。派手なイベントをぶち上げるにはお金がかかる。飛竜狩りの時ですら、兵士に手当を払うのを嫌がって自分たちだけで挑んだフローラが、元手の必要な方法を考えるとは思えなかった。指摘すると、フローラはあっさりと白状した。

「半分……いや、四分の三……七分の五くらいはネーベルが考えた」

「ほとんどじゃん！」

「ええい！　思いついたのは余である！　誰が詳細を考えたかなどどうでもいい！」

　フローラは子供っぽく喚わめいた。

「勅命である！　王室特別財務顧問は全力をもって、ブラウファルト式〝ネヴトー祭〟を成功させるのだ！」







　カイを王室特別財務顧問に任命したフローラは、一切の業務をカイに丸投げして遊んでいたわけではなく、自分でもあれこれと稼ぐ方法を考えていた。アイデアの数だけで言えばカイよりも多く出していたかもしれない。ただしそれらのアイデアは、ほとんどが現実とかみ合わない机上の空論、絵に描かいた餅、としか言いようのないものばかりであった。

　フローラは馬鹿ではない。むしろカイよりもずっと聡そう明めいな少女である。が、世間を知らないのはいかんともしがたい。

　だから今回の『お祭に人を集めてぼったくり……もとい、いい気分でお金を使ってもらおう作戦』も、「思いついたはいいが子細に検討したら実行不可能」と結論づけられて消え去ることになるだろうとカイは思っていた。

　ところがどうして、これがなかなかしっかりしている。

　まず、祭の一番の売りになる巨大灯とう籠ろうは、自分たちで全部を作るのではなく、領内の村々に作らせる。材料になる木はその辺に生えているのでタダ。そして祭の会場で、集まった灯とう籠ろうの出来映えを審査する。村別対抗戦だ。最も高い評価を得た村には賞金と、各種特典が贈られる。

　集客、宣伝についても聖女の威光をフルに活用する。

「近隣諸国の王族を祭に招待する。王侯が祭見物に来るなら、お付きも当然大勢来るだろう。そいつらの食事と宿の面倒を見るだけでも、相当な経済効果が期待できる。王侯がこぞって見物に来るなら絶対に話題になるし、話題になれば一般客も大勢来る」

「そんな都合よくいくかな」

「いくさ。余が直じき々じきに招待するのだからな。ブラウファルト王家は聖女の末まつ裔えい、このゾーネ列島で勇者の次に権威のある家柄だぞ？　その誘いを無視できる奴やつがいると思うか？」

　だがしかし。他国の王侯を呼び集めるとなると、これは政治的な問題が絡からんでくる。王家だけで勝手に話を進めるわけにはいかず、議会にかける必要が出てくる。ブラウファルトは聖女が政治に関わることをよしとしない。しかも祭の目的は金稼ぎだ。フローラがそうした俗な提案をすること自体、議会は受けつけないのではないか。

　だがこの問題も、ネーベルはすでに考えていた。ネーベルの知り合いの議員から、議員立法として議会にかけさせる手て筈はずになっているのだ。王家には議会の方から協力をお願いする、という形にして、姫様はあくまでも頼まれたから仕方なく、という体てい。

　つまり計画はほとんどできあがっているのだった。それも予想以上にハイレベルに。

「……うん。これならうまくいくと思う」

　詳細を聞いて、カイは深く感心した。地味でも堅実でもないが、しかし、飛竜狩りのような博打ばくちではない。まともなイベントの計画であり、商業活動だ。

　ただしこの計画は、政府の協力が不可欠になる。というか、政府が主体になる。だから祭が成功しても、王家は直接的には利益を得られない。けれどフローラはそんなことは織り込み済みのはずだ。フローラは、口では自分が贅ぜい沢たくがしたいだけだと言うが、その本心は民を安やすんじることにある。

「祭によって消費が刺激され経済が活性化すれば税収が増える。国庫に入る金が増えれば、政府は姫様がやろうとしていることを代わりにやってくれる。そうなれば結局同じことだ。よく思いついたね。さすが、小国とは言え一国の女王、僕なんかとは発想のスケールが違う」

　カイは珍しくフローラをべた褒めする。と、

「お、お前は何を言っているのだ？　余はただ派手な祭がしたいだけだ。下々の連中のことなど知ったことか。他人の金で遊ぶ方法を思いついたから実行するだけのこと。これで儲もうけた分は福祉に突っ込めなどと政府に干渉するつもりはないぞ！」

　とっくの昔に本心はバレているのに、フローラはわがままで横暴な姫君──自分の贅ぜい沢たくのためにやっているのだというポーズを崩さない。

　カイはリーリエと目を合わせて笑った。

「……本当に、うちの姫様は面倒くさい性格なんだから」

「でもそこがいいでしょう？」




　　　　†




　聖女の城館での話し合いから数日後、ネーベルの知り合いの議員を通じて提出されたブラウファルト式ネヴトー祭関連法案は、特に抵抗も受けずに無事通過した。カイは知らなかったが、議会の方でも地域振興、経済発展は無視できない問題だと考えていて、フローラの提案は言わば渡りに船だったのである。ネーベルがこうしたタイミングも見計らっていたのだとすれば、かの狼おおかみ族ぞくは魔法だけでなく政治的にもなかなかの人物であるらしい。

（こんな田舎……なんて言ったら姫様は怒るかもしれないけど、こんな田舎でくすぶってるのが不思議な人だな、ネーベルさんは）

　カイはそんなことを思った。

　そして予定どおりに政府から王家へと「協力のお願い」が届き、計画は現実のものとなって動き出した。

　祭の開催予定は夏の終わり。時間的な余裕はあまりない。フローラは早速近隣諸国へ送る招待状をしたためにかかり、祭会場の整備や観光客の受け入れの算段は政府の方で取り仕切る。

「ええっと、ここでいいのかな……」

　その日、カイは街の中心部にほど近い、政府庁舎を訪ねていた。内務省、外務省を初めとした省庁、そしてそれらの下部組織。国家を運営するのに必要な組織のほとんどが、この合同庁舎に入っている。ブラウファルトは小さな国だ。政府職員も少なく、一つの建物で済んでしまうのである。

　国そのものとほとんど同じ長さの歴史を持つ合同庁舎は、北国の豪雪に耐えられるように堅けん牢ろうな作りで、その分内部が薄暗い。昼でも魔法の灯あかりが明滅する庁舎の一階、その裏口に近い部屋のドアが開けっ放しになっていた。カイは顔を覗のぞかせ、「すみません」と声をかけた。

「ネヴトー祭実行委員会はこちらでいいんでしょうか？」

「そうだけど、どなた？」

　応対してくれたのは、ワイルドな癖毛が印象的な、兎うさぎ族ぞくの女性だった。もう夏も近いというのにかっちりとしたスーツを隙すきなく着込み、眼鏡の奥の瞳はきつく吊つり上あがっている。

（女教師っぽい）

　というのが第一印象だった。規則にうるさそう。

[image: ]

「王室から来ました、カイ・バノーネです。今日からこちらに出向ということになってると思うのですが……」

　カイはそう、自己紹介をした。

〝ネヴトー祭〟の計画はすでに政府の事業として進行している。後は放ほうっておいても役人たちが無事に祭を開催してくれるだろう。だが、

「他人に丸投げしてあとのことは知らない、というのは無責任だろう。これは我々で考えた計画なのだ」

　フローラはそんなことを言った。正論ではある。けれどもまさか、フローラが陣頭指揮を執とるわけにもいかない。「聖女は俗事にかかわるべからず」なのだ。それであれこれ話しあった結果、カイがネヴトー祭実行委員会に送り込まれることになった。その役割は進しん捗ちよく状況をフローラに報告すること。フローラの意向をそれとなく実行委員会に伝えること。王家と政府の橋渡し役──と言えば格好いいが、要するに伝令というかお使いというか、そんなようなものである。役人たちの仕事を眺めているだけではなく、カイも実行委員会の一員として働くことになっている。

「ああ。フローラの」

　女性がフローラを呼び捨てにしたので、カイは驚いた。女性は椅い子すから立って、

「財務省経済振興局のモモ・レールリングよ。モモでいいわ。あなたのことはカイで？」

「結構です」

「あなたは私の下について働いてもらいます。よろしいですか？」

「はい。よろしくお願いします」

　カイは握手をしようと右手を差し出した。が、モモはその手をさらりと無視して、

「あなたの机はそこ。まずは資料を全部読んで概要を頭に入れて。具体的な仕事の指示は追ってします」

「はい」

　とカイは座り、机の上に、積まれた資料──一ミリの狂いもなく角がそろえられていた──を手に取って読み始める。

　ネヴトー祭は元々フローラの発案を、ネーベルが整えたものだ。カイはすでにそれを聞かされていたので、資料を読むまでもなく、内容はだいたい把握できていた。

　資料を読みながら様子をうかがうと、モモは算盤そろばんをカチャカチャ鳴らしながら、舌打ちをしていた。「またいい加減な見積もりを……。修正はこれで何回目よ」と不機嫌に呟つぶやく声が聞こえた。どうにも神経質な女性であるらしい。

「あの」

「何か分からないことでも？」

「他の人は……」

　いかにもお役所、事務所然とした部屋に、他に人はいない。

「今は出払ってるの。商工会との打ち合わせとか、他の省庁との折衝とか。戻ってきたら紹介するわ」

　それを聞いてカイはほっとした。たまたま出払っているだけで、いないわけではないらしい。ずっと二人きりだったら息が詰まりそうだ。

「遠くの出先機関に行ってる人もいるけど……そうね、来週頭にはみんな揃そろうはずよ」

「来週……」

　それまでずっとこのままか。思ったことが顔に出てしまったのかもしれない。モモは計算の手を止めてカイを見据え、

「何か不満でも？」

「あ、いえいえ別にそういうわけじゃ……」

「みんな忙しいのよ」モモは言った。「いきなり祭をやれなんて言われても困るのよ。準備期間が足りないからみんな大わらわ。こういうことは最低でも半年前には決めてくれないと」

「それはその……すみません」

「あなたが謝ることじゃないでしょう。どうせフローラの思いつきでしょ。あなたもあんなのに使われてるとろくな目に遭あわないわよ？」

「はは……」

　もう比ひ喩ゆではなく死ぬほど酷ひどい目に遭あってます──とは言えないカイであった。

「他に質問は？」

　黙って資料を読んでろ──恐らくモモはそう言いたいのだろう。聞きたいことはないわけでもなかったが、

「いえ」

　そう答えるしかなかった。







　その日は終業時間までひたすら資料を読み続けさせられた。

　夕方、しばしばする目を何度ももみほぐしながらカイは聖女の城館に戻った。夕食の席で、モモには聞けなかったことをフローラに訊たずねる。

「あの人どういう人なの？」

　モモはフローラを呼び捨てにしていた。一般市民なら姫様とか聖女様と呼ぶし、公の場であれば女王陛下だ。フローラとは個人的な知り合いなのだろう。

「どう、とな……」

「ご学友、ということになるのでしょうか」

　フローラがちょっと考え、リーリエが助け船を出す。

「友達ぃ？」

　とカイは首をひねった。どうにもそんな雰囲気でもなかった気がする。友達なら近況の一つも気にしそうなものなのに、モモはカイに、フローラのことは何も訊きかなかった。就業中はぶつぶついいながら算盤そろばんを弾はじき、終わるとすぐに片づけて、「じゃああなたも上がっていいから」。風のように去って行った。これから数ヶ月は一緒に仕事をするというのに、親しん睦ぼくを深めようとする気配すらない。素っ気ないのを通り越して感じの悪さすらあった。

「フィアーマウンテンの隣にロックマウンテンという山があってな、その麓ふもとに兎うさぎ族ぞくの村がある。村民の七割が林りん檎ご農家という林りん檎ご村だ。モモはそこの出身。子供の頃から勉強ができて、村の学校じゃ彼女の勉強を誰も見てやれないというので、こっちの学校に来た。で、余と同じクラスになった」

　そこまで説明して、フローラは突然「くくっ」と笑い出した。

「姫様？」

「いや、すまん。思い出し笑いだ。……会ったなら分かると思うが、モモは堅かた物ぶつだ。糞くそ真ま面じ目めで融通が利きかない。意地っ張り、子供っぽいところもあってすぐに熱くなる」

「子供っぽい？　そんなふうには見えなかったけどなあ。むしろできる女、って感じだった」

「必死でそういうふうに見せようとしているのだ。周囲の期待に応えなければ、と肩肘張って生きている。からかうと大変に面白い」

　フローラはまた笑った。

　それで何となく、モモのあの態度の理由が分かった。子供の頃、モモはフローラにおもちゃにされていたのだろう。今のカイのように。そう思うとちょっと親近感が湧いてきた。ブラック聖女被害者の会でも作ろうか。

「あれ？　同じクラスってことは、姫様と同い年？」

「いえ、三つ上ではなかったですか？」

「一つだ」

「じゃあまだ十七歳なのか。てっきり、二十二、三歳くらいなのかと」

　カイが驚くと、フローラは楽しそうに笑って、

「老ふけ顔は奴やつの一番のコンプレックスだ。今度会ったらネタにしてやれ」

「やらないよそんなこと。失礼じゃないか」

「ともかく優秀な奴やつであることは間違いない。勉強もできたし、魔法の才能もあった。余がモモと話すようになったのも、モモが一時、ネーベルに師事していたからだ」

　狼おおかみ族ぞくの魔法使いネーベルは、フローラの家庭教師のようなこともしている。分野は違うが、二人は同じ師について机を並べていた時期があったのだ。

「それで、余が推薦をしてサウザントに留学させた。専攻は魔法理論と異世界の研究だったかな？　そのまま向こうで十年くらいは勉強させておくつもりだったのだが、去年、いきなり帰ってきて、財務省に就職してしまった」

「なんでまた？」

「さて。聞いてない。戻って来たのにあいさつにも来ない」

　フローラは寂しそうな顔をした。

　子供時代のフローラとモモは、悪ガキとその被害者の関係にあったらしい。けれど、フローラにとってそれは、同年代の相手とのかけがえのない思い出だったはずだ。その懐なつかしい友達と疎遠になってしまった。フローラの心情を想像して、カイもなんとなく寂しい気持ちになった──のだが、

「久しぶりにいじり倒してやろうと待ち構えていたのになあ」

　フローラが悪びれもせずにそう言うので、カイは呆あきれるしかなかった。







　翌週、予定通りにネヴトー祭実行委員会のメンバーが集結した。

　けれどもあいさつもそこそこに、再び諸もろ々もろの手配のために国内外へと散ることになった。

　祭の開催までは三ヶ月もない。何事も最速で進めなければいけなかった。

　カイに与えられた最初の仕事は、近隣の村々を巡って祭への参加を要請することだった。もちろんカイ一人で領内の全ての村を回れるはずもなく、何人かが同じ仕事に就いている。

　道が整備されているのはありがたかった。ブラウファルト市から北の海まで続くこの道は、遠くオストラントから続いている勇者街道の一部である。かつての魔神族との戦いの際、武器や食料を運ぶために、国際的な協力の下に作られた道だ。

　首都のすぐ側そばの人間の村、山やま間あいの犬族の村、さらに進んで海沿いの猫族の村へと、カイは街道に沿って進み、村々を訪ねて回った。

「新しいお祭り？　面白そうだねえ」

「へえ。賞金が出るのかい。免税特典も？　それは見逃せないな」

「聖女様と会える──いや、優勝すれば直接お言葉をいただけるのか。気合いが入るぜ！」

　どの村も、意外なほどに協力的だった。始めは戸惑う村もないわけではなかったが、カイが趣旨を説明すると、皆、早くも祭が始まったかのように盛り上がり、その場で酒盛りを始める村まであった。強引に吞のまされそうになったカイは慌てて逃げ回る。

「ところでこの人型灯とう籠ろう……ネヴトーだっけ？　これは何を作ってもいいのかい？」

　海辺の猫族の村で、そんなことを聞かれた。訊たずねたのは村長の代理の、血の気けの多そうな若者だ。腰には分厚い短刀を──武器ではなく漁具だが──帯びている。

「ああ、勇者の一行をモチーフにしてれば誰でもオーケーです」

「それならうちの村は魔法剣士で決まりだな」

　若者はそう言って何度もうなずき、

「なあ、あんたも魔法剣士が最強だと思うだろ？　剣に秀ひいで、魔法も一流、勇者と違って一人で魔神族と戦っていたというのが格好いい。戦いが終わった後、一人でどこかに去って行ったのもまた渋い。渋すぎる！　勇者は一人で戦ったことないだろう。なあ、あんたはどっち派だ？　勇者か魔法剣士か」

　ぐっと顔を近づけて返答を迫る猫族の若者。

　カイは苦笑いを浮かべた。男子の考えることは全国どこでも似たようなものらしい。

　カイとしては勇者派である。やはり勇者こそ正道にして王道。そう思うけれど、正直に言えばきっと喧けん嘩かになる。剣術道場で散々繰り返してきた経験である。

「いやあの。別にどっちが偉いとかそんな話ではないのではないかと……」

「おっと、あんたは王家の使いの人なんだから聖女様一押しだよな。悪い悪い」

　猫族の若者はそう言って耳の後ろを搔かいた。




　　　　†




　準備期間が恐ろしく短かったにもかかわらず、祭の準備は着々と進んでいった。

　順調すぎて怖いくらいだった。

　村々のネヴトーは日に日に完成に近づき、招待状を送った近隣諸国の王侯からも、多くの色よい返事をもらえている。祭を当て込んで外国からの商人が多数、ブラウファルトにやってきて、ネヴトー祭実行委委員会は、彼らを捌さばくのに大わらわだ。

「……街にずいぶん人が増えましたね」

　短い夏の終わり、祭の開催を週末に控えたある日、カイは感じたことをフローラに伝えた。

「うむ」フローラは満足そうにうなずき、「これなら祭の成功も間違いなしだな！」

「大丈夫かなあ……」

　カイは賑にぎわう街を見ながら眉根を寄せた。これまでこうした催し物など一度もしたことがないのに、こんなに問題なく進んでいいのだろうか。何か落とし穴がある気がする。それもとんでもない落とし穴が。

「うまくいくことが不安だとはおかしな奴やつだな。心配性。胃に穴が空くぞ」

「……姫様をがっかりさせたくはないからね」

　カイはそう呟つぶやき、ふと見ると、フローラの頰が朱に染まっていた。

「姫様？　なんだか顔色が……」

　カイはフローラに近づき、熱でもあるのかと額に手を当てて体温を見ようとした。するとフローラがカイをぱっと突き飛ばした。

「っ！　どどどうもしない！　近づくな！」

「姫様？」

「大丈夫だ！　余は健康である！　だからそれ以上近づくな！」

「ならいいけど。祭を目前に夏風邪でも引いていたら大変だから、気をつけて」

「分かっている！」

　ほとんど怒鳴るように言って、フローラは城館の、自分の部屋に入ってしまった。

　カイはわけが分からず首を傾かしげるばかりだ。







　そして、祭本番の日がやってきた。

　二日間ある祭の初日、カイは木箱を積んだ荷車を押して市内を回っていた。木箱の中身は芋や小麦粉などの食材だ。祭を開催し、大勢の観光客を受け入れることで、ブラウファルト市内は一時的な品不足に陥ることが事前に予想されていた。そこでネヴトー祭実行委員会は、あらかじめ国内外から食料品を買いつけておき、不足した店や宿に優先的に供給する手て筈はずを整えていた。カイが運搬係になった経緯はカイ自身にもよく分からなかった。目についた仕事を片っ端から片づけていたら、いつの間にかそういうことになっていたのだ。

「こんにちは。ネヴトー祭実行委員会ですが」

　そのときカイが訪れていたのは、この国に来た最初の日に泊まった宿である。兎うさぎ族ぞくの女主人は相変わらずの面倒くさそうな、けれども以前よりいくらか生き生きした顔でカイを出迎えた。

「あらまあ騎士さん」

「その騎士さんってのやめてくださいよ。僕もう騎士志願でも何でもないので」

「じゃあ執事さん」

「執事でもないんですが……まあそれでいいです」

　カイの公式な肩書きは「王室特別財務顧問」である。けれどもカイをそう呼ぶ人はほとんどいない。実態としては「姫様の雑用係」だが、まさかそう呼ぶわけにもいかないので、執事と呼ばれることが比較的多い。

「で、食材配ってるんですけど、足りてます？」

「ああ、今のところはね。でもちょっと小麦が足りなくなりそうかも」

「やっぱり小麦の方が人気ですか」

　とカイは言った。ブラウファルトの主食は芋である。三食必ず芋がでる。主食が芋なら冬場の保存食も芋。春夏秋冬複数の品種を組み合わせた芋づくしで、しまいには酒まで芋から作る。芋こそがソウルフードなのである。ゾーネ列島はほとんどの地域が小麦を主食としていて、ブラウファルトの食文化は非常に珍しい。

「せっかく来たんだしご当地メニューを試そう、って人は少なくないけどね」女主人は肩をすくめて、「こんなものか。一回食べれば十分だな、だとさ」

　女主人は観光客の感想を物まねで再現した。

「あたしも別に郷土愛にあふれてるつもりじゃないけど、目の前でそんなこと言われるとさすがにちょっとへこんだわ。何がいけないんだろうねえ」

　独ひとり言ごとのような呟つぶやきに、カイは、

「味つけを薄くしてみたらどうでしょうか？」

　ブラウファルトの料理は味が濃い──しょっぱいのだ。主食の芋こそ淡泊で薄味だが、それ以外は塩をたっぷりと使った料理が多い。野の良ら仕事で汗を流したあとの塩分補給、という観点では優れているが、都会に暮らし、それほど肉体労働をしない人たちには濃すぎるのではないか──とカイは説明した。

「薄味か……ふむ。ちょっと試してみようかしらね」

　女主人はそう言って厨ちゆう房ぼうへと引っ込んでいく。早速何か試作するつもりらしい。

「あ、あの。食材の補充は……」

「あたしは今忙しいんだ！　適当にやっといてくれ！」

「僕も忙しいんですけど……」

　抗議の声に返事はない。

　仕方がないので言われたとおり、勝手に食料庫に入って勝手に補充し、勝手に伝票を書いた。サインだけは勝手にするわけにはいかないので店に戻って女主人を呼ぶ。

　サインをしてもらう間、カイは食堂を見回した。すると窓まど際ぎわの席に、観光客にしてはラフな、地元民にしては垢あか抜ぬけた格好をした中年の夫婦が座って、料理を味わっていた。

「やっぱり芋を食べると、『帰ってきた！』って感じがするわ。ね、あなた」

「そうだな。子供の頃はまた芋かよ、なんて思っていたものだけど……」

「オストラントじゃこれは食べられないものねえ。今のうちに食いだめしておかなきゃ」

「おいおい、それ以上肥えてどうするんだ」

　笑い合う夫婦はどうやら帰省客のようだ。懐なつかしい故郷の味に、どちらも癒いやされたような顔をしている。

（……故郷の味、か）

　一瞬、遠い実家の光景が脳裏に浮かんだ。落ち着いたら書くつもりでいた手紙は、まだ一通もかけていない。祭が無事に終わったら今度こそ手紙を書こう、とカイは思った。

　その後もカイは、受け持ち区域の宿・食堂を巡回していった。

　聖女の城館に戻ったのは、もう日も暮れようかという頃だった。

「……腹減った……それ以上に疲れた、眠い……」

　カイは自室に戻るとすぐにベッドに倒れこんだ。

　朝からずっと重い荷車を引いて回っていたため、手も足もぱんぱんになってしまっていた。疲労はもう限界を越えていて、柔らかい枕の感触がたちまち底なしの眠りにカイを引きずり込もうとする。のだが、

「おい、仕事は終わったか！」

　ズバァァァンッ！　とすさまじい勢いで部屋のドアが開けられ、フローラが飛び込んできた。その勢いに、カイは雷に打たれたように飛び起きる。

「姫様？」

　カイは戸惑った。フローラが畑に行く農夫のような格好をしていたのだ。一体何で？

「仕事は終わったのかと訊きいている」

「うん。問題は特にないよ。全部順調に、用意は整ってる」

「お前はもう自由時間だな？」

「あ、はい」

「よし」フローラはうなずき、「では行くぞ」

「どこへ？」

「祭見物に決まっている！　せっかくの祭だというのに、今日まで準備準備また準備で、余は一度も祭会場を見ていないのだぞ！　そして明日になれば式典だの面倒なあいさつだので自由に動けない。今のうちに遊んでおかなければ、一体何のために祭をやらせたのか分からないではないか！」

　そう言ってフローラはカイの腕を摑つかみ、体重を掛けてぐいぐい引っ張って立たせようとする。

「わ、分かったよ。お供するから引っ張らないで！」

「で、あるか」

　カイは引っ張られた服を整えながらフローラを見やる。

「ところでその格好は何？」

「変装だっ！」

　フローラは胸を張って言った。

「余が突然現れたら民衆はパニックになる。だからお忍びで行くのだ。これは正体がバレないようにしているのだ」

「なるほど」カイはうなずき、「でもその格好はないと思う」

「む？　余の格好はおかしい……のか？」

　うろたえるフローラ。どうやらこれが普通だと思っていたらしい。実際、ブラウファルトには農家が一番多い。市内でもよく見かける格好ではある。

「そんな格好でお祭りに行く人は……いないわけじゃないと思うけど……珍しいかな」

　お祭りは「特別な晴れの日」だ。額に汗して働いている庶民にとっては特に。だから派手に着飾りはしなくても、特別な日を楽しむためのおめかしをする。型破りとはいえフローラも王族である。そうした庶民の機微には疎うといらしい。

「きっ、着替えてくるから待ってろ！」

　言い捨てて、フローラはバタバタと飛び出していった。リーリエ！　リーリエ！　と呼ばわる声が遠ざかっていく。

「ごゆっくり……」

　女の着替えは時間がかかるもの。カイはちょっとだけ寝ておくことにした。







「行ってらっしゃいませ。……ごゆっくり」

　リーリエに見送られて──その笑顔がちょっと怖かった。私だって仕事がなければ姫様とお祭見に行きたかったのに腕を組んで歩きたかったのに暗がりに連れ込みたかったのに……という嫉しつ妬との声が聞こえてきそう──カイはフローラと共に、城館を出た。

　フローラは野の良ら着ぎを改め、古めかしいディアンドルを着て、大きな帽子をかぶっている。ディアンドルに帽子は少々不自然だが、顔を隠すためには仕方ない。

「お、おかしくないか？　リーリエに借りたのだが」

　フローラはしきりに胸元や裾を気にしていた。いつものドレスに比べて布が少なく、すーすーするため落ち着かないのだ。

「いいと思うよ。いかにもおねえちゃんのお下がりを着てる町娘って感じ。これなら聖女様だと気づかれる心配はないんじゃないかな」

　そう言うと、フローラはちょっとムッとしたようだった。

「行くぞ」

　カイを置いて歩き出す。

「姫様？」

　しばらく追いかけてから、ふと気がつく。

　フローラは似合ってるとか、かわいいとか言われたかったのだ。「お兄ちゃんってホント、馬鹿だよね」──故郷の妹の声が聞こえた気がした。

「姫様。ごめん。その……似合ってるよ」

「ふ、ふん。似合ってるかどうかなどどうでもいい！」

　フローラはつんと顔を背ける。横顔は赤い。どうやら機嫌は直してくれたようだ。

　フローラが先導する形で、二人はまず街の南にある広場へと向かった。

「おお、これは壮観だなあ」

　広場には明日の主役であるネヴトーが二十数基、街の方を向いて並べられている。

「なんだ。見てなかったのか？」

「あ、うん。僕は他のところ担当してたから」

　そう言いながらカイはネヴトーの群れを見上げる。魔神族を撃退した勇者たちの一行を再現した巨大人型灯とう籠ろう。可動式だが今は台座ごと地面に固定され、外部からライトアップされている。じっとしていても大迫力なのに、明日の本番では内部に魔法の光が灯ともされ、魔法でぐいんぐいん動きながら練り歩くのだ。さぞ見物だろう。

「同じ勇者のネヴトーでも、作った村によってちょっとずつ違いがあって面白いな」

「で、あるか」

　そういうフローラは、ネヴトーではなくその周囲の方を、多く見ている。

「安全対策はきちんとしているようだな」

「……」

「どうした？」

「あ、いえ、何でも」

　ぐるりと広場を一回りしてから、二人はパレードが行われる通りに沿って、街に戻った。

「うわあ。すごい混雑」

　街を貫く街道。交差する大通り。庁舎へと続く道も神殿へと続く道も、どこも無数の屋台が建ち並び、背伸びしなければ通りの反対側も見えないほどだ。食べ物を手に歩く観光客。降って湧いたかき入れ時に声を張り上げる地元商店街。子供たちが歓声を上げて走り回る。

　人が多いので緊張したが、幸いにしてフローラの正体に気づく人はいなかった。みんな祭を楽しむのに夢中だったし、まさか聖女様がその辺をふらふら歩いているとは、誰も思わないのだろう。言い換えれば誰も気を配ってくれないということで、遠慮なく近づいてくるし、行く手もさえぎられる。なかなか前に進めない。あまりに人が多すぎて、ついにはフローラが流されていきそうになった。

「おっ、お、おお、おわー！」

「姫さ……フローリカ！」

　正体がバレないように偽名で呼びかける。カイは人の波をかき分けてフローラを助け出し、その手を握った。フローラの手はしっとりして柔らかかった。

「無礼かもしれないけど非常事態だからこのままで。また流されていったら大変だ。何かあったら僕がリーリエに殺される」

「む……それなら仕方ないな」

　フローラが軽く力を込めてカイの手を握ってくる。鼓動が高まった。

（落ち着け僕。これは安全のためにやっていることだ）

　カイは自分にそう言い聞かせたのだけれど、それでも呼吸が荒くなった。酷ひどく落ち着かない気持ちになって、フローラの顔が見られない。繫つないだ手からこの気持ちが伝わりませんように、と祈った。

　手を繫つないで歩く。

「わっ、と」

　前を見ないで走っていた子供がフローラにぶつかりそうになる。カイがすぐに気づいてフローラを引き寄せた。

「危ないなあ」

「子供が元気なのはよいことだ」フローラは言って、「しかし警備は増やした方がよさそうだな。お前の方からモモに言っておけ。くれぐれも事故のないように、と」

「……うん」

　カイはうなずき、やるせない気持ちになった。

　フローラは祭を楽しんではいない。

　口では遊びに来たようなことを言っていたが、その実、祭が何のトラブルもなく開催されるか、自分の目で確かめに来たのだ。

　先ほどの広場でもそうだし、今も、屋台でトウモロコシが香ばしく焼けているのに買い食いしようともしないし、露天を冷やかしもしない。何のトラブルもないこと、客が楽しんでいることだけを確認すると、すぐに次に行ってしまう。ときどき、遠い目をする。

　口は悪いが、国民思いの優しい聖女様。

　この祭も、自分のためでは決してなく、国民を楽しませ、国を潤うるおすためにやらせている。

　フローラは徹てつ頭とう徹てつ尾び、為い政せい者しやであった。この国の女王であり、聖女であった。

　カイは、この同い年の少女がなんだか気の毒になった。

（姫様は、遊び方を知らないのかもしれない）

　聖女の末まつ裔えいとして生まれ、聖女となるために生きてきたフローラは、普通の女の子のやるようなことを知らないのだ。あるいは楽しんではいけないと思っているのかもしれない。民を安やすんじること、ただそれだけが王族に許された唯一の行為だと思っているのかもしれない。

　だとしたら、悲しい。

（姫様だって一人の女の子なのに）

　カイはフローラにも祭を楽しんで欲しいと思った。

　たまには立場を忘れて。ただの女の子として過ごす時間があってもいいと。

　いや、あるべきだと思った。

　思いが行動となった。為政者の顔でどんどん進んでいくフローラの手を、カイは強く摑つかんで引き留める。

「どうした？」

「遊ぼう」

「な、何だ急に。遊んでいるじゃないか」

　カイが予想外に真剣な顔をしていたからだろう。フローラはたじろいだ。

「どこがだよ」

　カイはわざと、挑発するように言った。フローラの性格からして、この方が効く。

「さっきから見てれば買い食いもしないし露店を冷やかしもしない。ただぼーっと歩いているだけ。それじゃ祭を楽しんでるとはとても言えないね。僕に言わせればこんなのただの散歩だよ。散歩。正直つまらない」

「な、お前、」

「任せてよ。僕が本物の祭の楽しみ方、教えて上げるからさ」

「……そこまで言うなら見せてもらうか。都会育ちの遊び人の実力とやらを！」

「よしきた！　って、だれが遊び人だ!?」







　真っ赤に焼けた炭の上で、串に刺された鶏とり肉にくが焼けている。皮はパリパリ、お肉はジューシー。煙と一緒に運ばれてきた香ばしい匂においが、空すきっ腹ぱらを強烈に刺激した。

　よし、最初はここにしよう。カイは焼き鳥の屋台に飛び込んだ。

「へいらっしゃい！」

「二本下さい」

「あいよっ！　二本で八万ゴールド！」

「八まっ……」

　後ろでフローラが絶句する。高すぎるぞ何を考えているさては貴様悪徳業者だな……と今にも言い出しそうなその顔に、問題ないよとカイは笑顔でうなずく。

「お兄ちゃん、二本だと割高だよ。三本だったら十万だけど」

「いや、二人なんで二本でいいです」

　そう言うとカイは財布から十ゴールド銅貨を出して焼き鳥屋に渡した。

「はいよ十万ゴールドのお預かり、お返しが二万ゴールド」

　焼き鳥屋は二ゴールドの釣り銭と一緒に、二本の焼き鳥をカイに渡す。

「焼きたてだよ。うんまいぞお」

「どうも。ごめんちょっと持ってて、」

　カイは受け取った焼き鳥をフローラに渡し、釣り銭を財布にしまった。

「びっくりした？　ジョークだよ」

「む。そうなのか」

「僕の地元だと百万倍で言うのが定番だったな。それで、高すぎるからまけてって言うと一万倍になる」

「何の意味があるのだそれは……」

「意味なんてないのがジョークじゃない？　とにかく食べようか」

　カイはフローラの手から自分の分を受け取る。そのまま歩き出す。

「歩きながら食べるのか？　というかこのままかぶりつくのか？」

　高貴な姫様にはお行儀が悪く思えるらしい。

「それがいいんじゃないか。マナーなんか無視して豪快にいくのが」

　カイは率先して焼き鳥を頰張った。たちまち肉の旨うま味みが口いっぱいに広がって、疲れた体に染しみ渡わたるようだ。

「ん～～」

　カイは感想も言えずに、ただただ幸せそうな顔をした。それを見てフローラも意を決したように焼き鳥にかじりつく。

「どう？」

　フローラはしばらくもぐもぐやっていたが、

「……なかなかだな」

「でしょう」

　なかなか、というのはフローラの評価としては最上級である。

　カイは自分が作ったわけでもないのに得意になった。

「この調子でどんどん行こう。次は……あ」

　面白い物を見つけた。早速買ってくる。

　カイが買ってきたものを見て、フローラは首を傾かしげた。

　船を模した容器の中に、大きめの団子のような物が並んでいる。黒っぽいソースと、何やら海の香りのする緑色の物が振りかけてある。

「……なんだこれは？」

「たこ焼きだよ。僕の故郷の食べ物」

「ほう。うまいのか？」

「もちろんだよ！　いやあ懐なつかしいなあ。まさかブラウファルトでたこ焼きが食べられるとは思わなかった。ほら、この楊よう枝じで刺して食べるんだ」

　カイが手本を見せる。フローラは少々苦戦しながらも、同じようにたこ焼きを持ち上げた。

「あっ！」

「うん？」

　フローラはたこ焼きを、そのままひょいっと口の中に入れてしまった。何の警戒もしないで思いっきり嚙かみ、

「……熱っ！　熱っ！　ぅ熱っ！」

　貴き人じんらしからぬ間の抜けた悲鳴が出た。

「だ、大丈夫？　熱いから気をつけて……」

「言うのが遅い！」

「って、言う前に食べちゃったからだろ！　僕のせいじゃない！　姫様が食い意地張ってるからいけないんだよ」

「何を言う！」

「……」

　二人は目を合わせて睨にらみ合い……どちらからともなく笑い出した。

「で、お味の方は？」

「こんなに熱くては味なんて分かるか」

　そう言いながらも、二つ目に手を伸ばすフローラであった。

　さらに屋台を梯子はしごする。カイの故郷の味の次は、地元の名産品、クズ芋の素揚げである。小さすぎて出荷できない規格外品を、皮つきのまま油に放り込んで豪快に揚げたものだ。小さな紙袋に詰めて塩を振れば、食べ歩きにちょうどいい一口サイズのおやつになる。手づかみにもすっかり慣れてしまったフローラは、カイに持たせた袋から、ぽんぽんつまんで次々口の中に放り込んでいく。

　その後も目についた物を次々買っては食べながら、大通りをぶらぶら進む。

　祭の楽しみは食べ物だけではない。通りには輪投げや射的、くじ引きの屋台もあった。小さなぬいぐるみを引き当ててフローラはご満悦。

　と、カイは面白いものを見つけた。

「次はあそこに入ってみよう」

「……あそこか？」

「うん、あそこ」

　と、カイが示したのは、華やかな祭の会場にあって全く異様な雰囲気を醸かもし出だす一軒の建物。壁は黒ずみ、窓はひび割れ、灯あかりもないのか中の様子はうかがえない。傾いた玄関の隙間からは、じめっとした冷たい空気が流れでている。入り口にはスコップを背負った墓守──の格好をした案内人。

　お化け屋や敷しきである。空き屋一軒を丸々使った、やたらと本格的な。

　手招きする案内人に二人分の料金を払い、ふと振り向くと、フローラは玄関の階段の陰に隠れるようにして小さくなっていた。

「……ど、どうしても入るのか？」

　上目遣いの問いかけ。

「……もしかして、怖いの？」

「こここ、怖いなどと言うことがあるか！　余を誰だと思っている！」

　強がり百二十パーセントな反応にカイは目を丸くした。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん自己中心傲ごう岸がん不ふ遜そんの権ごん化げのようなフローラに、怖いものがあるとは。

「まあ嫌なら無理にとは言わないけど」

　カイは本心からそう言った。日頃無理難題をふっかけてくるフローラに意い趣しゆ返がえしをしたい、という気持ちはないではなかった──正直に言えば多いにあった──が、フローラを泣かせたり怖がらせたりするつもりはカイにはなかった。だいいち、そんなことをしたらあとが怖い。フローラは間違いなく何か仕返しを企てるだろうし、リーリエに知られたら斬られる。

　だがしかし、フローラはやっぱりひねくれ者だった。

　カイの気遣いを挑発と受け取ったフローラは、持ち前の負けん気をむくむくと膨らませると、ずんずんと階段を登ってカイのところまでやってきた。

「いや、あの、無理しなくていいんだよ？」

「無理なものか。幽霊なんて実在しない。これはただの作り物だっ」

　力んで言う声も、おみ足も、細かくかくかく震えていた。

　そしてフローラはカイが止める間もなく、傾いた玄関をぶん殴るようにしてお化け屋や敷しきへと入っていき、

「んぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「姫様！　待って！」

　二秒も経たたずに飛び出して来て、階段を転げるように駆け下り雑踏へと突っ込むフローラを、カイは慌てて追いかける。通行人がなんだなんだと振り返る。混雑する街がさらに混雑する。

　通りの反対側まで走って行き、そこの屋台に突っ込みそうになっていたフローラを、カイはなんとかぎりぎりで摑つかまえた。

「やめろおおおはなせえええ！　余は食べてもおいしくないぞ！」

「落ち着いて、僕だよ！　カイだよ！」

　暴れるフローラを必死で押さえ込んで呼びかけるカイ。パニックに陥っていたフローラが、カイの声を聞いて我に返り、俯うつむいて肩で息をする。

「……だ、大丈夫？」

　声をかけると、フローラは顔を上げ、涙のにじんだ目でカイを睨にらんだ。

「…………今見たことは全て忘れろ。他人に話したら財務顧問の任を解いて芋と一緒に畑に埋めてやる。いいな？」

　やると言ったら絶対にやる、本気の目だった。

「……うん。ごめん」

　神妙な顔でうなずき、けれどカイはこんなことも思うのだ──フローラの意外な一面が見られてよかった、と。

　お化け屋や敷しきを出て官庁のある方へ進むと、交差点に臨時の舞台が作られていて、大道芸人たちがパフォーマンスを繰り広げていた。流しの楽団におひねりを投げつつ曲目を伝えると、即興で何でも弾いてくれる仕組みだ。カイたちが通りがかったときは、誰が頼んだのか甘いムードの曲が演奏されていた。

　フローラはソーダ水のカップを両手で包むように持って、音楽に合わせて鼻歌を歌い始めた。お化け屋や敷しきで損ねてしまった機嫌はすっかり直ったようだ。

　フローラが、長い髪をかき上げた。白いうなじが露あらわになる。

　カイはフローラの横顔を盗み見る。満ち足りた、そしてあどけない笑顔だった。そこにはいつもの傲ごう岸がん不ふ遜そんな、上から目線のブラック聖女はいなかった。

　ただ一人の少女である、フローラがいた。

「……」

　カイはフローラに寄り添い、同じように音楽に聞き入る。




　　　　†




　祭の当日は、午前中から議事堂の大広間で招待客を歓待するパーティが行われた。

　他国の王侯やその代理をもてなすのだから、本来は王宮に招待するのが筋なのだろうが、ブラウファルトの聖女の城館はそうした用途に使うには小さすぎた。

　分厚い絨じゆう毯たんが敷かれた大広間には大きなテーブルが運び込まれ、そこに贅ぜいを尽くした料理と酒が並べられている。

　カイは近この衛えの制服を着て、フローラからつかず離れずのところに控えている。

　フローラはこの国の女王、そして聖女としてきちんと盛装し、招待客らのあいさつを受けている。

「おお、フローラ様！　ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

「あら、大たい公こう閣かつ下か。ごきげんよう。おかげさまで何とかやっておりますわ」

　着飾ったフローラは女王らしく気品にあふれ、聖女らしく慈愛に満ちた笑みで招待客らをもてなしている。国の代表としてどこに出しても恥ずかしくない立派な姿だが、しかし、普段のフローラを知っているカイは、こみ上げる笑いをこらえるのが大変だった。

（……「よしなに」って、あの姫様が「よしなに」って……どこの女王様だよ……ってブラウファルトの女王様か……おっと）

　フローラに睨にらまれてカイは慌てて表情を引き締める。でも、

（……ダメだ。笑っちゃいけないと思うとますます笑いたくなる……）

　これ以上は無理と思って、カイは顔を背けた。と、

（あれは……）

　広間の隅の方にモモがいた。今日も彼女は色気のないかっちりスーツに身を包み、仕事モードの顔をしている。モモは官僚らしき男と招待客の一人の、三人で輪になって何か話している様子だ。招待客がにやりと笑う。パーティの裏方に過ぎない実行委員が何な故ぜ、招待客の相手などしているのだろう。それも初対面という様子ではない。三人の距離は、単なる歓談をしているにしては妙に近い。

（これは陰謀の臭い……なんてね）

　公の場で話しているのだ。特に後ろ暗いことではないだろう。

（でも何を話してるんだろう）

　気になったが、フローラが別の招待客のところへ移動したので、カイもついていくしかなく、モモたちの様子を観察し続けることはできなかった。

　宴えんもたけなわというところで、フローラは控え室に戻った。戻ってくるなりつま先でカイの脛すねをコツンと蹴けった。

「何か言うことがあるだろう」

「別人みたいに綺き麗れいだったよ」

「……っ！」

　不意打ちで褒められてフローラは赤くなり、カイの脛すねをもう一度蹴けった。

「痛っ。なんで蹴けるのさ」

　昨日は褒めなかったから怒られ、今日は褒めたら怒られた。どうしてそうなる。

「お世辞じゃないよ。本当に綺き麗れいだと思ったんだ」

「……こういう方が好みか？　いかにも聖女な格好をして、いかにも聖女な口を利きく方が」

　上うわ目め遣づかいで訊たずねる。

「え？　……うーん。どちらかといえば普段の方が」

　カイがそう答えると、フローラはほっと息をついて、

「で、あるか」

　満足そうに微ほほ笑えんだのだった。

「……ところでお前、高いところは平気か？」

「うーん。あんまり得意じゃないなあ」

「で、あるか」

　フローラはにんまり笑った。カイにとっては慣れ親しんだ、性格の悪そうな笑みであった。

「なんでそんなこと訊きくの？」

「日が暮れたら分かる」







「こういうことかああああ！」

　そんなわけで数時間後。西の空が残照だけになった頃。

　カイは高いところにいた。手すりに摑つかまって地上を見下ろしていた。

「この程度の高さでうろたえるな。うっとうしい」

「そ、そんなこと言ったってこれ……聞いてないよ！」

「言わなかったな。というかさっき思いついた」

　カイとフローラがいるのは、遥はるか昔、魔神族との決戦に向かう勇者に、当時の聖女が聖なる加護を授けたという歴史的な場所であるブラウファルト神殿の前……に設置された巨大人型灯とう籠ろう──ネヴトーの上である。村々や市内の商工ギルドなどに作らせた物とは他に、政府もネヴトーを一基、作っている。政府が作ったネヴトーは聖女──フローラではなく魔神族との戦いの当時の聖女、つまりフローラのひいおばあさん──をモデルにして作られている。胸の前に聖杯を捧ささげ持っているのだが、その聖杯の内側に人が乗れるようになっているのだった。

　本来はここに聖女役の女優が乗って、通りを練り歩いてくる勇者の一行のネヴトーを迎え、聖なる加護を授ける儀式を再現する段取りだった。フローラはそれを特別席で招待客と一緒に見物するはずだったのだが、突然「自分がやる」と言い出したのだ。「よいサプライズになるでしょう？」と。

　ネヴトーの全高は二階建ての建物の屋根の上に頭が突き出るくらい。聖杯を模した足場は胸の前にあるから、高さそのものはたいしたことはない。しかし木組みのネヴトーは不安定でぐらぐら揺れる。乗っている人の姿が地上からでもよく見えるように作られているので、手すりが低い。足下の頼りなさが半はん端ぱない。

「安心しろ。計算上は百人乗っても大丈夫になっているそうだ」

「絶対噓うそだ。だってこれ木組みのハリボテじゃん。その辺の物置の方がずっと丈夫だよ！」

　カイはへっぴり腰で、すがるように言った。

「……さっき笑ったのは謝るよ」

「何の話だ？」とフローラはすっとぼける。「余は祭を盛り上げるために自ら体を張っているだけであるぞ」

　ひっひっひと笑うフローラ。これが意趣返しであることは明白であった。

　おのれブラック聖女め。

（昨日はかわいかったのになあ……）

　いやしかし。フローラは他人に対してはこんないたずらを仕掛けたり無茶を言ったりはしないのだ。これは信頼の裏返し、自分に対してだけは本音を見せてくれるのだ……と思うのは、理不尽な労働環境に慣れきってしまったせいだろうかとカイは考えた。

「カイ殿、そう心配しなくても大丈夫じゃよ」

　ネヴトーの内側から声がした。狼おおかみ族ぞくの王室魔法使い、ネーベルである。ネヴトーは足こそ台座に固定されているが、頭や腕が動かせるようになっている。動力には魔法を使うので、ネーベルはそのために乗り込んでいるのだ。
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「このネヴトーは見た目よりもずっと丈夫じゃ。職人たちも安全にはことのほか気を遣ってくれたのでな。大船に乗ったつもりで構えていなされ」

「ネーベルさん」

　老魔法使いに言われて、カイは落ち着きを取り戻した。だが、

「ま、何事にも計算違いは付きものじゃが」

「ネーベルさん!?」

「おしゃべりはそこまでだ。来たようだぞ」

　フローラが言った。

　まだ昼の熱気が残る大気を震わせながら、勇ましい行進曲が近づいてくる。勇者一行のネヴトーにつき従う楽団が鳴らしているのだ。

　カイは深く深呼吸し、手すりから手を離すと気合いでまっすぐ立った。高いところは苦手といっても、足が竦すくんで動けなくなる程ではない。本当にダメなら、そもそもここまで登ってこなかった。

　行進曲が大きくなり、歓声も聞こえてきた。特別観覧席の招待客たちが背を伸ばして遠くを見やる。

　南の広場を出発したネヴトーの列は、途中で二手に分かれて市内を巡り、大通りで再度合流してから、この神殿前にやってくる。

　フローラはときどき左右を見回し、群衆に笑みを振りまいていた。祭のクライマックスを目前にして、神殿の前で待ち構えていた観客たちの盛り上がりも一ひと際きわ大きくなる。地上の熱が、ネヴトーの上まで届きそうだ。

　歓声が弾はじけた。大通りにネヴトーの集団が到着したのだ。

　古い歴史の街並みから、ぬうっと姿を現す巨大な人型灯とう籠ろう。

　夜を迎えて魔法の灯あかりを内部に宿したそれは神こう々ごうしく輝き、まさしく伝説の再現だった。

「……うん？」

　こちらへ近づいてくるネヴトーを見て、カイは眉根を寄せた。

「なんで横に並んでるんだ？」

　ネヴトーは一列になって行進してくる予定だった。ハリボテとはいえ巨大な物体である。上にも中にも多数の人が乗り込んでいる。万一倒れたりしたら大事故を引き起こす。安全のためにも、行進の手順は事細かく決めてあった。それなのに今、先頭には勇者ネヴトーと魔法剣士ネヴトーが並んで……というより先を争うようにしてこちらへ向かってくる。

　わっ！　と路上で声が上がった。

「あっ！」とカイは声を上げた。

　勇者ネヴトーが左腕を振り上げた拍子に、その手に持っていた盾が隣の魔法剣士ネヴトーを直撃したのだ。魔法剣士はぐらりとバランスを崩したが、どうにか持ちこたえた。

「危ないなあ。段取り忘れてるのかな……って、ええ!?」

　カイは目を見開いた。姿勢を直した魔法剣士が、剣を握った手で勇者を殴ったのだ。どう見ても今度は事故ではない。明らかに狙った一撃だった。

　勇者のネヴトーは肩に、魔法剣士のは背中に、人が乗れるようになっている。それぞれの乗員が身を乗り出して怒鳴り合っているのが見えた。

「何だ？　喧けん嘩かか？」

「……ツィーザ村とブライト村の連中じゃな」ネーベルが言った。「あの二村は昔から仲が悪い上にやたらと競せり合あっておりますからして」

「何を言ってるか分かります？」

「少々お待ちを」

　ネーベルは口の中で何か唱えた。キン、と耳鳴りのような音がして、耳元で知らない人の声が聞こえ始めた。

『ああ？　絶対わざとだろ？　聖女様の前で俺たちに恥をかかせようって算段だろ』

『ここまできてそんな真ま似ねするかよ。ネヴトーの出来じゃこっちが勝ってるんだ。魔法剣士なんか崇あがめてる陰険野郎に負けるかってんだ』

『言ったなテメエ。ま、勇者なんていつでもどこでも女連れのナンパ野郎を崇あがめてるのがお前らにはお似合いか。勇者様の御ご利り益やくで少しでもモテるようになるといいな』

『ああ？　喧けん嘩か売ってんのか？』

『ああん？　そっちが先に売ってきたんだろ？』

「……何だこれ」

　ネーベルの魔法であちらの声をここまで届かせている。それは分かる。分からないのは喧けん嘩かの内容である。

「この人たちは何を言い争ってるんです？」

「ツィーザ村には旅の途中で立ち寄った魔法剣士が、村の猫族の娘と一夜の儚はかない恋をしたという伝説が残っておりますのじゃ。ブライト村は勇者とその恋人が結ばれた泉があるとか……ま、どちらも捏ねつ造ぞうの可能性が極めて高いんじゃが」

「捏ねつ造ぞうかよ！」

「彼ら自身は捏ねつ造ぞうとは知らんのでしょうな。彼らにとっては『おじいちゃんから聞いた本当の話』で、村の唯一の自慢でもあるわけでして、彼らはそのことを誇りに思っているのじゃ」

「で、元々の対抗意識もあって、勇者と魔法剣士どっちが偉いか戦争か……」

　カイは頭を抱えたくなった。

「いい大人が何やってるんだ」

　二つの村の代表たちは、それぞれのネヴトーを操ってバコバコぼかぼか殴り合っている。壊れた部品が飛び散って、周囲に悲鳴と歓声が巻き起こる。

　怒鳴り合う声を聞くと、どうやらかなり酔っ払っているようであるが、いくら何でも場をわきまえなさすぎだ。そもそもネヴトー運行担当者は飲酒厳禁だったはずだが。

　とにかくあれを何とかしなくては。せっかくの祭が台無しになる。

「姫様、降ろしてください。仲裁してきます」

「……それには及ばぬ」

　ドスの利きいた声で、フローラは言った。

「聖女ネヴトー、全速前進！」

「はっ！」

　足あし下もとから声がした。主君の命令に忠実な兵士たちが、台座を押してカイたちの乗ったネヴトーを前進させる。ものすげえ勢いだった。

「え、あ、ちょっと！　まずいって止まって危な──」

「止まるな！　進め！　あの不ふ埒らち者ものどもは余が直じき々じきに成せい敗ばいする！」

「姫様！」

　カイは悲鳴を上げた。

　猛烈な勢いで突っ込んだ聖女ネヴトーは、まず勇者ネヴトーに強烈なぶちかましを食らわせた。

「なんだあっ！　え？　聖女様!?」

　不意を突かれた勇者ネヴトーの乗員が目をむく。隣の魔法剣士ネヴトーがひるむ。

「パンチだ、ネーベル！」

　フローラの号令。ネヴトー内側のネーベルが「ほほっ」とくぐもった声で返事をする。聖女ネヴトーが右手をまっすぐに突き出し、

「うわわわっ！」

　支えを半分失った聖杯の台座が大きく傾く。カイは必死で手すりにしがみついた。

「姫様！　姫様！」

　台座を見回しカイは焦あせった。フローラがいない。まさか今ので振り落とされたのか。と思ったら上から声が降ってきた。

「あなたたち、大切なお祭りの場で喧けん嘩かをするとは何事ですか！」

　凜りんとした声。フローラは聖女ネヴトーの肩に乗っていた。ネヴトーの耳に手を掛けて体を支え、喧けん嘩かを始めた二体のネヴトーの上に乗っている村人を睥へい睨げいしている。

「その姿、まさか陛下!?」

「どうしてこんなところに!?」

「今日はハレの日、特別な日、この日をみんな楽しみに待っていたのです。その大切な一時を、お酒を飲んで大暴れして台無しにしてしまうとは、恥を知りなさい！」

「ははーっ！」

　敬愛する聖女様に直じき々じきに叱しつ責せきされ、村人たちは各おの々おのその場で平ひれ伏ふした。

　フローラがカイを見下ろし、他の人には聞こえない声量で、

「迎えに来い。降りられなくなった……」

「猫じゃないんだから」

　苦笑しながらカイはフローラを助けにネヴトーの胸をよじ登る。

「まったく、姫様はめちゃくちゃだなあ」

　半ば感心しながら、言う。

　最初にカイが考えたように、普通に近づいて説得したのでは、喧けん嘩かはすぐには止められなかっただろう。それどころか激しくぶつかり合うネヴトーに近づくことすら困難だったはずだ。だからフローラはネヴトーを突っ込ませたのだ。物理的に一発ぶちかまして無理矢理こちらを向かせ、そこでぴしゃりと叱しかって喧けん嘩かを止めた。全く見事な判断力、行動力である。

「でもさ、やる前に一言教えてくれたらもっといいんだけど」

「何も言われなくても余のやることくらい察するのが臣下の務めだ」

「さようで」

　ともかくこれで一件落着、とカイはほっと胸をなで下ろした。

　のだが、

　平ひれ伏ふしていた村人たちがむっくり顔を上げた。

「ええい本物の聖女様がこんな乱暴なことをなさるはずがない！」

「そうだそうだ！　陛下の名をかたる偽にせ者ものめ！」

　村人たちは完全に酔っ払っていた。それぞれのネヴトーを再び動かし、あろうことかフローラのネヴトーに攻撃を仕掛けてくる。

「うわっ！」

　カイはフローラを抱えて急いで台座に戻り、手すりにしがみついて衝撃に耐えた。

　聖女のネヴトーは勇者と魔法剣士の攻撃に耐えた。

　けれどもフローラが耐えられなかった──堪かん忍にん袋ぶくろ的な意味で。

「もう頭来た！　本当に成敗してやるっ！　パンチだ、ネーベル！」

「はっ！」

　ネーベルの魔法で聖女ネヴトーがパンチを繰り出す。

　渾こん身しんの一発が魔法剣士を突き倒した。上がる悲鳴。走る群衆。倒れたネヴトーが後方のネヴトー数基を巻き込んでドミノ倒し。雑踏の警備に当たっていた兵士たちが、倒れてくるネヴトーを身を挺ていして支え、周囲の見物客を避難させる。

　それを見ていた他のネヴトーの乗員たちは──

「何だ何だ!?　戦ってるぞ！」

「聖女型のネヴトーが神殿に入るのを阻止しているようだが……？」

「もしかして、勝った奴やつしか陛下には拝はい謁えつできないのか!?」

「それだ！　こうしちゃいられない俺たちも突っ込め！　他の村に先を越されるな！」

「おおーっ！　優勝特典は俺たちのものだ！」

　祭なのである。

　フローラが言ったとおり、今日は特別な日である。

　こんな日に酒を飲むなと言う方が無理なのである。

　おまけにネヴトーの乗組員たちは、朝からずっと待機させられていた。

　祭の日にくそ真面目に素面しらふで待機なんてできるわけがない。当然吞のむ。吞のみながら出番を待つ。で、行進が始まるころには一人残らずできあがっていた。どいつもこいつもべろんべろんである。まともな判断力なんて地下室に転がっている芋の芽ほどにも残っていなかった。

　かくしてとんでもない勢いで、とんでもない誤解が広まって、神殿に通じる通りは唐とう突とつに戦場と化した。

　戦うのは勇者と魔法剣士と聖女と戦士と魔法使いとその他誰だか分からないもの複数──『勇者伝説に関係する人物』という縛りだったのに、無視して地元の偉人のネヴトーを作ってきた村がいくつもあったのだ。

　巨大なネヴトー同士があちこちでぶつかり合う。破れた穴から魔法の光をまき散らして、勇者が、魔法剣士が、それからよく分からない連中が、くんずほぐれつの大乱闘である。

「怯ひるむな！　突っ込め！　まだいける！　避けろ！　やったなあ……反撃っ！」

　フローラが身を乗り出し、拳こぶしを振り上げて指示を飛ばす。

「あの小娘強つええぞ！」

「よし、ここは共闘してあれを潰そう」

「おう！」

　首無しになった魔法使いネヴトーと、もはや木枠だけになった謎のネヴトーがタッグを組んで突っ込んできた。

「姫様！」

「心配するな！　余は必ず勝つ！」

「そうじゃなくって！」

　片手はフローラの腰を支えて、もう片手は手すりに必死に摑つかまりながらカイは悲鳴を上げる。もはやこちらも満まん身しん創そう痍いだ。手すりだっていつまで保もつか分かりはしない、と、

「あ」

　折れた。

「今回は危ないことはないと思ってたのに─────────っ！」
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　一夜明けたブラウファルト市街は、全くもってひでえ有あり様さまであった。

　祭の後はどこでも見物客が出したゴミでいっぱいになるものだが、そこにネヴトーの残ざん骸がいやら乱闘で割れた窓ガラスやらが散乱して、街は暴動でもあったかのような散らかりようだった。

　祭の参加者と実行委員だけでは足りなくて、近隣住民や役場の職員、兵士まで総出で朝から片づけをしているのだが、夕方になっても半分も終わっていない。

　けれど、ゴミを拾い集める人々の顔は明るい。

「めちゃくちゃだったけど面白かったな」

「ああ。こんなにスカッとすること、ここ数年なかったもんなあ」

「一回だけだともったいないな。来年もやりたいねえ」

「いいねえ。次はもっと強くて格好いい奴やつ、作らないと」

　まるで十年来の親友同士のように仲良く言葉を交わしているのは、昨日の大乱闘のきっかけを作った、二つの村の若者たちだ。

　大暴れして日頃の鬱うつ憤ぷんが晴れたのか、皆、爽やかに笑いながら片づけをしている。

　その市街から少し離れた聖女の城館では、カイが床に正座をさせられていた。

「あなたがついていながら何ということですか」

「……すみません」

　帯剣メイドリーリエに見下ろされて、カイは小さくなるしかなかった。返す言葉もない。

「よいではないか。余にもカイにも怪け我がはなかったのだし」

　珍しくもフローラが擁護してくれた。

　昨夜、ネヴトーに乗っていたのはフローラではない、ということになっている。

　あの場にいたのは姫を演じた女優であり、本物の姫様はあの場にはいなかった。お優しく奥ゆかしい聖女様が、乱闘になんか加わるわけがないじゃないか。見たって言った奴やつは酔っ払ってたんだよ……。

　まあバレバレなのだが、対外的にはそういうことで決着している。それで片づいたのは、見物客に死者も重傷者も出なかったからだ。フローラが執しつ拗ようなほどに徹底させた安全対策のたまものである──本当は安全対策の出番もなく終わるのが一番いいのだが──軽傷者は大勢いたが、大半は自分から乱闘に加わった連中なので自じ業ごう自じ得とくのようなものだし。病院からの報告では「みんなー、怪け我が人にんとは思えないほど元気でー、というかー、うるさくてぶっちゃけ迷惑ー？」だったそうな。

「で、肝心の収支はどうなっている？」

「あ、うん。とんとん、ってところじゃないかって」

　昨日の今日できちんとした決算ができるはずもないから、あくまでも予想値であるが。

「とんとんか」

「壊れた建物の補償とか入れたら赤字になるかも、だって」

「……むう」フローラは唸うなった。「金を稼ぐのは難しいな」

「だからさ、前も言ったけど、一いつ攫かく千せん金きんを狙うのはやめて、もっと地道にやろうよ」

　地道というよりも、「身の危険のない方法で」やって欲しい。切実にそう思う。

　けれどフローラは、

「方向性は悪くなかったはずなのだ。ちょっとばかり採算性が悪かっただけで。実際、見物客には大受けだったのだし」

　そうなのだ。招待席の王侯たちは啞あ然ぜんとしていたが、庶民は大盛り上がりでネヴトー同士の戦いを見物していた。その場で賭かけが始まったり、勢い余って参加する人もいたほどだ。

「そうだ！　来年は最初からバトル形式でやるぞ！　それで見物料を取れば黒字になる！」

　全く懲こりていないフローラは、興奮した面おも持もちで語った。

「……僕は参加しないよ。うん、絶対にしないからね」

　そうは言っても押し切られることになるのだろうなあ──今からため息をつくしかないカイであった。













　　　　第三章　観光地を作ろう？







「……温泉？」

　祭の後片づけもすっかり終わった。残暑と共にしばらく続いていた蒸し暑い夜が終わり、街に長袖姿が見え始めた頃、カイはその話を聞いた。

「そう。でたんですってー。温泉がー」

　まるでお化けか幽霊が出たかのように言ったのは、ブラウファルト国立病院の医師である。

　春先に重傷を負った後、カイはしばらくこの先生のところに通っていた。再生魔法によって修復された肉体の予後を観察する必要があったからである。結局なんの問題も出なかったので通院は終わったのだが、カイの主あるじであるフローラが福利厚生に熱心で、経営難で存続の危機にあるこの病院を維持しようとがんばっている関係で、カイはしばしば病院の様子を見に行かされている。今日もそれでやってきて、休憩中の医師を摑つかまえて病院の近況について、とりとめのない話をしていたら、医師がふと思いだしたように、温泉が湧いたらしい、と言ったのだ。

「いいよねー、おんせんー。大自然の中でー、温かいお湯に浸つかってー、きゅーっと一杯。うあー、たまらんですー」

　もう温泉に入っているかのような、ふにゃけた顔でふにゃけた声を出す医師。

「温泉か……」

　いいかも、とカイは思った。

　ネヴトー祭が終わってそろそろ半月が経たつ。

　しばらくは祭の余韻に浸っておとなしかったフローラも、最近はカイに「新しい企画を出せ」とせっつくようになっていた。そこでカイは考えた。

　祭をやったことで分かったが、理由があれば人は来てくれるのだ。観光の振興には未来がある。王家の経営する観光施設を作ることができれば、フローラは喜ぶだろう。で、国内の観光地にできそうなところをピックアップしていたのだが、これが見事に壊滅的だった。

　ブラウファルト聖王国の一番の名所は、首都ブラウファルト市にある大神殿である。かつて聖女が勇者に秘跡を授けた歴史的な場所。大神殿は歴史ある立派な建物だが、しかし、これ一つを見るためだけに、わざわざ北の果てまで来るのは、よほどのマニアだけだろう。では大神殿にプラスする、セットで楽しめるものが何かあるかというと──

（ないんだな、これが）

　精せい々ぜい、勇者一行と冒険者たちが〝未踏の地〟へと渡る船を出した波止場くらいだが、ここは今はただの漁村で、波止場には石碑がぽつんと残っているだけ。海岸から未踏の地が見えるわけでもなく、行って三秒でやることがなくなる。噂うわさでは、ゾーネ列島がっかり観光地ワースト３に堂々のランクインをしているとか。

　他に見所になりそうなものとしては、遥はるか昔に異世界へつながるゲートが開いたとされる遺跡がいくつかあるが、同様のものは列島各地にあるので珍しくも何ともない。

（簡単に旅行企画が作れるくらいなら、とっくの昔に誰かがやってるよなあ……）

　そんなふうにため息をついていたところへの、「出たんですよ、温泉が」である。

　温泉は人気スポットだ。旅行と言えば温泉。温泉と言えば旅行である。ブラウファルトの田舎っぷり……ひなびた風ふ情ぜいも、街の暮らしに疲れた人たちには受けるかもしれない。

「先生、どこなんです？　その、最近湧いた温泉って」

「おやー。カイ君も温泉に興味がー？」

「はいっ！　詳しく場所を聞かせて下さい！」

　医者から詳しい話を聞くと、カイは聖女の城館に戻り、温泉のことに自分の考えを交えてフローラに伝えた。

「単純に温泉宿にしてもいいし、湯とう治じ場ばにして長なが逗とう留りゆうしてもらうのもいい。どう？」

　結果、

「ふむ。温泉か」

「いいですね、温泉」とリーリエもうなずく。「温泉が嫌いな人はおりません」

　そうなのだ。ゾーネ列島は火山が多い関係で、至る所で温泉が湧く。温泉という文化は国の垣根を超えて、列島全域に根づいている。各地を旅して温泉を入り比べる人も少なくない。

「悪くない。しかし、まずは実際に確かめてみないとな。リーリエ」

「旅支度でございますね。出発はいつになさいますか？」

「明日だ」

　思い立ったらすぐ決行。フローラは即座にそう答えた。

　ミッション３、「観光地を作ろう」スタート。
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　翌日。

　カイたちはまだ夜も明けきらないうちに馬車で聖女の城館を出発した。目指すロックマウンテンまではほんの数時間の道のり。三合目まで馬車で上り、そこからは徒歩で登山道を進む。目指す温泉は五合目、登山道から外れてちょっと下った渓流にあるらしい。地図で見れば目と鼻の先だった。昼前には到着して現地調査も終わるだろう。その後はのんびりゆっくり休暇気分で過ごせばいい。フローラですら、そう軽く見ていた。

　だが……。

「ねえ、姫様……」

「……なんだ？」

「……これ、無理、じゃ、ないかな？」

　カイはここまで進んできた道を振り返る。

「これのっ、どこが、登山道……だっ！」

　一歩一歩踏みしめながら、カイは恨むような声を上げた。

　ロックマウンテンはその名のとおり、ごつごつした岩山である。火山活動によってできた山で、だから温泉なども湧くのだろうけれど、とにかく険しい。急きゆう勾こう配ばいが延々と続く。地図の上ではほんの百メートル。ただし斜度は三十度。

　歩き始めたときは上機嫌だった。美人の湯と銘打とう、いやいや子宝の湯の方が受ける、と架空の御ご利り益やくをでっち上げて千客万来ボロ儲もうけの夢を描いて、和わ気き藹あい々あいと進んでいたのだ。

　それが道が険しくなるにつれて口数が少なくなり、つい三十分ほど前、突然道がなくなってしまったときには三人とも言葉を失ってしまった。

　もしや道を間違えたのかと思って地図を確かめていると、そこに後ろから猟師がやってきた。地獄に神を見たかのように、カイは山慣れた様子の猟師にすがった。

「すみません、この先にはどうやって行けばいいんでしょう？」

　猟師は女子供ばかりのカイたちを見て不審そうな顔をしてから、

「あれだよ」と近くの崖がけを指差した。

「あれ？」

　見ると、錆さびた鎖が下がっている。

「あれを登っていく」

　猟師はこともなげに言った。

「……で、あるか……」

　フローラがうめき声を上げた。

　猟師は自分で言ったとおり、鎖を摑つかんで崖を登っていく。途中で一度止まって、

「死にたくないなら帰りな。ここは初心者向きの山じゃねえ。あんたらじゃ遭難するだけだ」

　言い方はきついが、それは親切な忠告だったのだろう。けれどもやはり、言い方は悪かった。負けん気の強いフローラはこれで俄が然ぜんやる気を出してしまったのだ。

「……あそこで素直に引き返しておくべきだった……」

　崖は何とか登り切ることができた。けれどもその先の道はますます険しくなり、移動にさらに時間がかかるようになってしまった。

　猟師の言葉は大げさで、実際には死ぬほど危険な道ではなかった。けれど、山に不慣れとはいえ、若くて体力のある三人が息も絶え絶えになるようなハードな道だ。年寄りや子供では温泉にたどり着くのは無理だろう。

「温泉に癒やされに行くのに、こんなにへとへとになってしまっては、本末転倒と言わざるを得ませんね」

「温泉で汗を流せても、帰り道でまた汗だくであるな」

「ここに馬車が通れるような道を作るのは……」

「不可能だな。少なくとも現在の我が国の土木技術では」

　フローラは即座に断言した。

　これでは、とてもではないが観光客を呼び込むことはできない。

　ミッション３、「観光地を作ろう」終了。

「どうしましょう？　帰りますか？」

　目的が失われたことで、リーリエがそう提案した。

　フローラはちょっと考えて、

「ここまで来て引き返すのも負けたみたいで面白くない。せめて件くだんの温泉を一目でも見てやろうではないか」

　そんなわけでさらに進む。やがて一行の耳に、ザアザアという水の音が聞こえてきた。

　大きな石がごろごろしている斜面を下って行き、崖を回り込むと、そこに、もうもうと湯気の立つ渓流があった。河原に降りて水面に手を差し入れると熱い。

「お湯の川……温泉が流れ込んでるのか」

　フローラもカイの隣に降りてきて、同じように水面に手を入れる。

「おお、これはなかなか心地よいな。ふふ」

　うっとりと目を細めるフローラの横顔に、カイは見入ってしまった。女王でも聖女でもない、素顔のフローラ。これが見られただけでもここまで来た甲か斐いはあったかも。

　そのフローラは子供のように水面をかき回しながら、

「しかし温泉というのはもっと臭いものだと思っていたが」

「それは泉質によりけりです」

　とリーリエ。水の音に負けないように、いつもより大きな声で言う。

「入れるのか？」

「それは大丈夫だと思う。手を入れてても刺激とかないし、実際入った人がいるから、噂うわさになったんだろうし」

「で、あるか」

　カイの言葉を聞くと、フローラはその場にすっくと立ち上がり、いきなり服を脱ぎ始めた。目の前に突然、姫様の白いお腹なかと引き締まったウエストが現れたものだから、カイは足を滑らせ渓流に落ちそうになるほど驚いた。

「わっ、ひ、姫様！　何を！」

「何って、温泉に入るのだ。まさか服を着たまま入るわけにはいかないだろう」

「そうですけど、その……」

　カイは赤くなって顔を背ける。フローラは半脱ぎのままきょとんとしていた。
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　世の王族たちは、身の回りのことは全て使用人にやらせている。服を着るのも風ふ呂ろで体を洗うのも他ひ人と任まかせだから、裸を見せることに対する羞しゆう恥ち心しんが薄い、というか、ない。見られて当たり前だし見られても気にしない。フローラは王族としては先進的な考え方の持ち主であり、財政的な理由でリーリエ以外の使用人を解雇してしまったこともあって、今では自分の身の回りのことは自分でやっている。けれども幼い頃に身についた感覚というのは変わらないものだ。

「姫様、こちらへ。お風ふ呂ろセットをご用意してあります」

　察したリーリエがフローラを呼び寄せる。

「おお、気が利きくな」

　フローラがとてとてと歩き去り、岩の陰へと入る。カイはほっと息をつき、

（でもちょっともったいなかったかも）

　なんて思って、フローラがいるであろう岩の方を見ると、リーリエがものすごい形相でこちらを睨にらんでいたので、カイは慌てて後ろを向いた。

　と、川下に何かの影が動いたのが見えた。

「あれ？」

「どうしました？」

「今、何かいたような気が……」

　リーリエに返事をしながらカイは目を凝こらす。湯気がもうもうと上がっているのではっきりしないが、何か動くものの気配がある。

　猿や鹿程度なら問題はないが、これが熊だったり、あるいは春先のように魔物の類たぐいだったりした場合大変なことになる。確かめておいて損はない。

「ちょっと見てきます」

　言って、カイは岩を伝って移動を始めた。剣を持ってくるんだったなあ、と少し後悔。こんな足場ではまともに剣を振れないだろうけれど、あるとないとでは心強さが違う。

　急斜面。川岸に積み上がった石の上を歩いて行く。

「……あっ」

　川の中で何かが動いた。大きい。熊だろうか。

　カイは足下から大きめの石を一つ二つ拾った。万一の際には投げつけるか、殴りかかるか。そんなことをする必要のないことを祈りながら近づく。

（見えない……もうちょっと角度を変えて……）

「わっ！」

　足下の石が崩れ、カイは大きな声を上げた。川の中の影が振り返る。

　ちょうどそのとき、渓流に風が吹いた。立ちこめていた湯気がさあっと払われると、

「………………は？」

　全裸の若い女が立っていた。頭には兎うさぎの耳。耳の間に畳んだタオルが乗っている。渓流の岩に手をついて体を支え、眉間に皺しわを寄せてこちらを睨にらんでいる。それが怒りによるものではなく、よく見えていないからだとカイは気づいた。

「……もしかして……モモさん？」

　眼鏡がないのですぐには分からなかったが、若い女は経済振興局の職員、ネヴトー祭では実行委員として一緒に働いた、モモ・レールリングその人だった。

　意外な場所での意外な人物との遭遇に、カイは驚いて間抜けのように突っ立っている。モモの方も似たようなもので、体を隠すことも忘れて目を凝こらしている。

「なんでこんな所に……」

「……カイ？……」モモがそう尋ねてくる。それから思い出したように、「キャーッ！」

　と悲鳴を上げてしゃがみ込んだ。

「すっ、すみませんっ！」

　全裸をまじまじ見てしまっていたことに気づいて、カイは慌てて目をそらす。と、

「あっ！」驚く声。それから激しい水音と鈍い打撃音がして、「うっ！」とモモがうめいた。

「モモさん？　モモさん？　どうしました？」

　呼びかけ、返事がないのでカイは、

「見ちゃったらすみませんっ！」

　と謝りながら振り返った。すると、全裸のモモが渓流をどんぶらこしていた。

「ああっ！　モモさん！　モモさん！」

　返事がない。足を滑らせたときに頭を打ち、気を失ってしまったらしい。

「どうした？　なんだった？」

　背後から声。振り返るとフローラが川伝いにこちらに近づいてきている。

　フローラは川を流れていくモモを見つけると、

「大変だ！　早く助けなければ！」

　カイは着衣のまま川に飛び込んだ。幸いにして深さは腰までもない。暖かいお湯をかき分わけモモに追いつくと、腕を摑つかんで引っ張り上げる。

　意識のないモモを背負って川べりまで戻ってくると、

「まさか、モモか？」

「そうみたいです。なんでこんなところにいるんだか分からないけど」

　カイは背負ってきたモモを川べりの岩の上に下ろす。それから自分も川から上がろうとして、足を滑らせ仰あお向むけにひっくり返りそうになる。

「あっ」

　それを見ていたフローラがとっさに手を伸ばし、カイの腕を摑つかむ。けれどもフローラの腕力で、カイの体重を支えきれるはずもなく。

「あーっ！」

　渓流に盛大な水音が響き渡ることになった。







（なんだか妙な展開になってきたぞ……）

　渓流だか温泉だか、とにかくお湯にあごまで浸つかって、カイはそんなことを思った。

　耳を澄ませば水の音に混じって、パチパチと焚たき火びの爆はぜる音が聞こえてくる。

　幸いにして、カイもフローラも岩に頭を打つようなことはなかった。リーリエの手を借りて川から上がり、モモを運んで平らな地面の上に寝かせた。

　モモの方も怪け我がらしい怪け我がはしていなかった。ちょっとたんこぶができるかも、というくらいだ。今はまだ気を失っているが、すぐに目覚めるだろうとリーリエの見立てだ。

　びしょ濡ぬれになってしまった服は、リーリエが焚たき火びをおこして乾かしてくれている。

　服が乾くまでの間、裸で座っていると風邪を引くというので、カイはお湯に浸つかっている。その背中は温かなお湯の中にあるのに、かちんこちんに緊張して固まっている。

　無理もない。

　カイの背後、二メートルと離れていないところに、フローラがいるのだ。カイと同じように全裸で、お湯に浸つかっている。

「……本当なら私が姫様と一緒に温泉に入るのだったのに……何な故ぜ私が火の番でカイが姫様と混浴を……」

　リーリエの恨みがましい声が聞こえた。お湯の中にいても背筋が凍る。

「不可抗力だ。許してやれ」

「姫様……しかし……」

　フローラにたしなめられても、リーリエは憤ふん懣まんやるかたない様子。

「すみません」

　と小さくなるしかないカイとは対照的に、フローラは温泉を満喫していた。バチャバチャとお湯を蹴ける音や、楽しげな鼻歌が聞こえてくる。

「そうだ。背中でも流してやろうか？」

　フローラが笑いながら言う。たちまち、カイはその状況を想像してしまった。フローラの細くてしなやか指が自分の背中を這はい回まわる。指どころか違うところまで触れてしまって。ほとんど密着状態だから、甘い匂いがして、吐息が首筋にかかったりして。やばい。

「まままままま間に合ってます！」

　カイはのぼせそうになりながら、そう答えた。

「せっかくの温泉だぞ、もっとリラックスしたらどうだ？」

「無茶言わないでよ」

「家でも同じ風ふ呂ろに入っているではないか」

「同じ湯船ってだけで一緒には入ってないだろ！」

　振り向けば裸のフローラがそこにいる。これ以上ない無防備な姿で。ほんの数歩で手が届く距離にいる。そう思うだけでカイは心臓が木こっ端ぱ微み塵じんに爆発しそうになる。お湯はたいして熱くないのに、カイはのぼせそうになってきた。けれどお湯から出ることもできない。岸に戻るためには、振り返ってフローラの前を通らなくてはいけないから。この状況を作ってくれたモモが恨めしいと思った。のんきに気絶なんてしれくれて。

　と。

「ん……」

　艶なまめかしいうめき声を上げて、モモが目を覚ました。

「ようやくのお目覚めか」とフローラ。

「あたし……？」

　目を覚ましたモモは眉み間けんに皺しわを寄せて周囲を見回す。察したリーリエがモモに眼鏡を渡した。モモの荷物は、モモが気絶している間に探して回収しておいたのだ。

「……フローラ？」

「久しいな、モモ。我々がここに居合わせたことに感謝するのだぞ。でなければ足を滑らせたお前は気を失ったまま溺おぼれ死んでいたかもしれないのだから」

「そもそもの話として、あなたたちが驚かさなければ、あたしが足を滑らせることもなかったと思うのだけれど？」

「その言い方、変わらないな」

　馬鹿にされたと思ったのか、モモは「ふん」と鼻を鳴らした。

「聖女様がなんでこんな所にいるのよ」

「温泉が湧いたと聞いたので、一つ商売ができるかと思ってな」

「まだそんなことを……」

　モモが顔をしかめた。

「そっちこそ、こんな山奥の秘湯に一人で来るほどの温泉好きだったとは驚きだ」

　フローラの言葉に、モモはちょっと首を傾かしげて、

「あなたたち、どこから来たの？」

「どこからって、もちろん首都からだ」

「そうじゃなくて、経路。もしかして西の登山道から上がってきたの？」

「他に道があるのか？」

「ええ」とモモ。「ここね、私たちの村のすぐそばなのよ。ここから川をちょっと下ったところまで、山道があるの。乗り物は入れないけど、誰でも歩くのに苦労しないような道。村までは私の足でも一時間というところかしら」

「本当に!?」

　カイが口を挟んだ。

「じゃあ、あんな地獄のような登山道を登ってくることなかったのか……」

「無駄な苦労をしましたね」とリーリエ。「ですが、楽な道があるなら温泉観光の可能性も蘇よみがえりますね」

「それはどうかしらね。首都方面から私たちの村に来るには、南北に長いロックマウンテンを大きく迂う回かいしないといけない。馬車でも二日はかかるわよ」

「片道二日……。そんなにかかるんじゃ、やっぱり無理だな」

　カイはがっかりした。まあそんなうまい話はないか、とも思った。

　モモが着衣を直して立ち上がる。

「帰るのか？」

「ええ。もう休暇は終わり。私の村の方に降りるなら、そこまでは案内してもいいけど？」

「あいにくこちらは日帰りの予定で来ている。勝手に二泊も伸ばしたら官邸が大騒ぎになる。地獄のような登山道を通って帰る」

「そう」

　素っ気なく言って、モモはバックパックを背負った。

　そのまま帰るのかと思いきや、ふと振り返って、

「フローラ」

「何だ？」

「私の気持ちは前と変わっていないわ。王制なんて時代遅れなもの、私が必ず廃止させてみせる」

　突然の宣言にカイはぎょっとした。思わず振り返りそうになり、けれど振り返ったら全裸のフローラを見てしまうことになり、そんなことをしてしまったらリーリエに殺されるのでかろうじて思いとどまった。

　だからカイにはこのとき、フローラとモモがどんな顔をしていたのかは分からない。

　フローラは、

「で、あるか」

　とだけ言った。

　今度こそモモは山を下りていく。その背中をカイはじっと見つめた。

　王制の廃止──それはつまり、フローラをこの国の玉ぎよく座ざから降ろすということだ。













　　　　第四章　イノベーションを起こそう！







　秋が近づくブラウファルト。

　聖女の城館の庭で、カイはリーリエと対たい峙じしていた。

　カイは竹刀を両手で持ち、久しぶりに引っ張り出した革かわ鎧よろいを身につけている。

　向かい合うリーリエはいつも通りのメイド姿。手にはハタキ。一応分厚い手袋をしているが、これは園芸作業用で、きちんとした防具は身につけていない。

「では、どこからでもどうぞ」

　リーリエは構えもせずにそう言った。

「……っ」

　ハタキを無造作にぶら下げているだけのリーリエに、しかしカイは切り込めない。

（くっ、隙すきが全然ない……）

　先日の温泉探索の後、戻ってきたカイは予想どおりの筋肉痛に苦しめられた。温泉に浸つかってきたのに癒いやされるどころか一人でトイレに行くのも苦労するような筋肉痛になっていたのでは笑い話にもならない。

（そう言えばこっちに来てから訓練サボってたなあ……）

　体力不足を痛感したカイは、空いている時間を使って自分を鍛え直すことにした。朝のランニングに型かた稽げい古こ、しばらくは一人でやっていたのだが、きちんとした師匠が欲しくなってきた。で、身近にリーリエという達人がいることを思い出し、稽古をつけてくれるように頼んだ。リーリエはこれを快諾し、こうして相手をしてくれている。

　模擬戦形式で小一時間ほど打ち合って、カイは一本も取れていなかった。どこからどう打ち込んでも、リーリエは魔法のような剣けん捌さばき……ではなくてハタキ捌さばきで、カイの攻撃をいなしてしまうのだ。

　カイには自分のどこが悪いのかすら分からない。ただのハタキが伝説の武器か、さもなくば呪いの武器のようにに見える。

「こうして突っ立っていても修行にはなりませんよ？」

　言われなくても分かっている。

「……たあああああっ！」

　意を決してカイは突っ込んだ。

　竹刀を振り上げリーリエの右肩付近を狙った。リーリエが軽く腰を落としたところまでは見えていた。次の瞬間、メイドの姿がかき消えた。視界が曇天になる。どうっ、とカイは背中から地面に落とされた。何かの体術で投げられたのは分かる。だがやっぱり、具体的に何をされたのかは分からない。

「うっ、く……っくしょん！」

　うめく鼻先をハタキでくすられ、カイは大きなくしゃみをした。

「今日はここまでにしておきましょう」

　カイは大の字に伸びたまま、その言葉を聞いた。

「約束通り、草むしりと二階の窓の掃除はあなたがやってくださいね」

「……洗濯はいいんですか？」

「よく考えたら、姫様の下着を洗わせるのはよくないと思いまして」

　確かに。

「それにしてもリーリエさんは、なんでそんなに強いんです？」

「あなたも筋は悪くないと思いますよ」

　慰めならいらないよ──カイはそう言い返そうかと思った。余計情けなくなるのでやめた。

「お世辞ではありません」とリーリエ。「基本はしっかりできています。仕掛けが素直すぎるのは経験の不足でしょう。場数をこなせば解決します。ただ……」

「ただ？」

「問題はあなたの精神面にあるのではないかと」

　カイは起き上がった。リーリエはカイが握る竹刀の先端を見ながら、

「闘争心がないのです。相手を斬ってやろうという気迫がない。だから打ち込みに勢いが足りない。それでは棒きれがただ飛んでくるのと同じです」

「闘争心……」

　カイは黙り込んだ。ずっと昔、剣術道場で師範に似たようなことを言われたことを、思い出したのだ。

『お前には戦う理由がない。だから強くならないんだ』

　そのときカイは否定した。

『そんなことはありません。僕は立派な騎士になって人々を守り……』

『そういうことじゃねえんだよ。剣を握る理由ってのは、もっと単純で具体的なことさ』

「……たとえば？　師範は何のために剣を握ったんですか？」

『聞いてどうする？　俺の戦う理由は俺の理由だ。お前の戦う理由にゃなんねえよ』

　伝でん法ぽうな口調で言って、師範はガリガリと頭をかいた。

『ただまあ、少なくとも俺は、「市民」なんてあやふやなもののためには戦えねえ。きっとお前もそうだ。誰だってそうだ』

　カイには師範の言葉の意味がよく分からなかった。ただ、自分には剣士に必要な何かが欠けているのだと、漠然と感じただけだった。

　見込みがない、才能がない、そう言われた気がして、そんなことはないのだと証明したくて、それからもカイはがむしゃらに修行に励んだ。

　けれども結局騎士にはなれなかったし、今もこうしてリーリエにこてんぱんに負かされている。へこまずにはいられない。







　己の剣士としてのあり方とは別に、近頃のカイにはもうひとつ、頭を悩ませる問題があった。

　モモのことである。

　正確には、モモとフローラの関係である。

　──王制なんて時代遅れなもの、私が必ず廃止させてみせる。

　あの日、モモは確かにそう言った。

　王制が廃止されれば、フローラは女王ではなくなる。今の地位から追い落とされてしまう。

　どうしてモモはそんなことを考えているのだろう。

　フローラからモモの話を聞いたときには、二人の間に確かく執しつなどがあるようには感じなかったのだが。それともカイの考え違いだったのだろうか。

　フローラは聖女と呼ばれるにふさわしい、心優しい少女だ。けれど普段の態度はあまりよくない。カイも最初はフローラのことを、わがままで自分勝手な姫だと思っていた。

（誤解なら解いてあげたい）

　そう、思う。フローラが他人に嫌われている、敵意を向けられている──そう思うだけで、カイは胸が潰れそうになる。

「モモさんと話を……」

　考え、いや、と否定する。カイがいきなり押しかけてフローラと仲良くしてくれと訴えたところで、モモの心には届かないだろう。モモからすればカイはフローラの身内だ。敵が懐柔策を仕掛けてきているとしか思われないはずだ。というか、それ以前に何を話せばいいのかも分からない。カイはモモのことをよく知らない。モモとフローラの過去を知らない。

　二人のことを知ること。まずはそこからだった。

　といってもまさか直接聞くわけにはいかない。ことは極めてデリケートだ。

　しばらく考え、カイは二人の過去を知るのにうってつけの人物がいることに気づいた。

　王室魔法使いのネーベルである。

　フローラの家庭教師をしていたネーベルのところに、モモは一時期魔法使いとして弟子入りをしていた、という話を思い出したのだ。

　カイは早速、ネーベルの職場であるブラウファルト大神殿を訪ねることにした。







「ほう、姫様とモモ殿の、のう……」

「はい。関係を修復したいんです」

　カイが訪ねたとき、ネーベルは大神殿の庭を箒ほうきで掃いていた。王室魔法使いともあろう人が掃除なんてしなくても弟子にやらせればいいのに、と思ったのだが、現在ネーベルは半引退状態で、直接の弟子はもう取っていないのだそうだ。ついでに暇だし、とのこと。

　暇にあかしたネーベルは、突然やってきたカイの話をきちんと聞いてくれた。

「それで、何があったのか知りたいと思って。できれば姫様には内密に」

「それはかまわんのじゃが……」

　ネーベルは耳をぴくぴく動かしながら唸うなった。

「……確かく執しつなんてあったかのう？」

「二人の子供の頃は、どんな感じだったんですか？」

「ふうむ」

　ふと、ネーベルが横を向いた。釣られてそちらを向くと、神殿から何人かの子供たちが抜きつ抜かれつしながら走り出してきた。

「あ、爺じじ先生」

「先生さようならー」

「気をつけて帰るんじゃぞ」

　あいさつしながら駆け抜けていく子供たちを、ネーベルはにこやかに見送る。

「ちょうどあのくらいの年頃じゃったな。モモ殿が首都に連れてこられたのは……」

　老魔法使いはそう言って、語り始めた。

　フローラは子供の頃、母マリアの意向により街の学校に通っていた。

　マリアは聖女の血筋ではない。先代の聖女はフローラの祖母になるが、彼女には男子しか子供がいなかった。先代聖女の一人息子であるゲオルグは、若い頃に一度結婚したが、子供ができないうちに妻は事故死、その後ずっと独り身を貫いていた。ところが五十を過ぎて国内視察に出かけた先で、村の娘と恋に落ちた。その相手がマリアだ。

　王と庶民の結婚については当時反対する声もあったが、このまま独身を貫かれて聖女の血筋が絶えることの方が問題であるとして、最終的には容認された。初老の王と若い妻の間には珠たまのような女の子が生まれ、フローラと名づけられた。待望の、次代の聖女の誕生である。

「じゃが、マリア様は体があまり丈夫ではなかったのじゃ。結婚に反対する意見があったのも、本当に世継ぎを産めるか心配されたからでもある」

　幸いにして後継者は生まれた。けれどもフローラを産んでから、マリアは床とこに伏せることが多くなった。フローラは乳母たちの手で育てられることになる。公務で忙しいゲオルグは、あまり娘の顔を見てやれない。フローラの幼少期は寂しさの中にあった。

「マリア様が姫様を街の学校に行かせたのは、見聞を広くして欲しいと思ったのと、友達ができれば寂しさも紛らわされるだろうと慮おもんぱかってのことじゃ。しかし、何と言っても姫様は聖女じゃ。街の人々は姫様を崇拝こそしても、自分たちと同じ人間だとは見てくれない。いやもちろん、敬意をもって接してはいるんじゃが」

「でも、そこには身分の壁がある」

　大勢の子供たちに囲まれて、しかしフローラは、余計に寂しさを覚えていたのではないだろうか、とカイは思った。

「さよう。そこに現れたのがモモ殿じゃ。モモ殿の村はロックマウンテンの裏にあり、交通の便が極めて悪いために、他の村々とは隔絶されておる。外界との交流がほとんどない村で育ったモモ殿は、姫様とは別の意味で世間知らずの見本のような娘じゃった。身分だの立場だのは全く考えない。そういうものが存在するということすら、もしかしたら理解してなかったのやもしれん。皆が姫様を『聖女様』、『高貴なお方』として扱っていたのに、モモ殿はただの年下の子として接した」

　──あなた、どうして一人なの？

　──あの、その……。

　──あたしモモって言うの。あなたは？

　──…………フローラ。

　──素敵な名前。ねえ、一緒に遊ばない？　あたしも一人なの。こっちには知ってる人が全然いなくて。

「幼い頃の姫様はとても内気でな」

「噓うそだ！　あの姫様が内気だなんて！」

「噓うそなものか。わしは姫様がおしめをしていた頃から知っているのじゃぞ。まあ近頃歳としのせいか記憶がだいぶあいまいじゃが……」

「そういえばネーベルさんって何歳なんです？」

「さて、数えなくなって久しいからのう……」

　ネーベルがふと遠い目をする。カイは急せかさず待った。

「失礼。姫様とモモ殿の話じゃったな。……モモ殿が来た頃、姫様は特に沈んでおった。ずっと病床にあったマリア様の具合が、いよいよ悪くなっていたのじゃ。母親に甘えたくても甘えられない。そんな姫様に、モモ殿は年長者として優しく接した。姫様もモモ殿に懐なつき、実の姉のように慕っておったよ。モモ殿が帰る時間になるとわがままを言って引き留めたり、靴を隠して帰れないようにしたり……モモ殿も困った顔をしながらも、まんざらではない様子だった。マリア様が亡なくなったときにも、姫様は城館を抜け出してモモ殿のところで泣いていた」

「……」

　母親の死に際して、フローラは父ではなく、家人でもなく、モモにすがった──本当に、心の底から信頼し、慕っていたのだろう。

　そのモモが、どうしてフローラを追い落とそうとするのだろう。訊たずねると、ネーベルは首を横に振った。

「全く心当たりがない。カイ殿がわしをかつごうしているという方がまだ信じられる」

「命の恩人相手にそんなことしませんよ」

　では何なのだろう。

「……留学先で何かあった、とか？　変な人にあれこれ吹き込まれたとか」

　悪い奴やつに脅されてるとか。いや、それはないか。何かしらの野心や陰謀があるなら、それを公言したりはしないはずだ。警戒されたらやりにくくなるだけだ。それにモモはこうも言っていた──「あたしの気持ちは変わってない」と。モモは留学前から王制の廃止について考えていたのだ。でなければあの発言にはつながらない。

「姫様はモモさんの考えを知ってるんだよな。でも放置してる。危険視も問題視もしてないみたいだった。それもなんでだろう……うーん。さっぱり分からない」

「カイ殿」とネーベルが真面目な顔──狼おおかみ族ぞくの表情は分かりにくいが──で言った。「この話は他所ではなさいませぬように。モモ殿の真意は分かりませぬが、王制の廃止を目もく論ろむなど、下手をしたら国家への反逆に当たる行為じゃ。噂うわさになることすらよろしくない。……わかりますな？」

「……ええ」

　カイはごくりと唾を飲み込んだ。

　言いふらすつもりは元々なかった。

　フローラとモモの人間関係の問題……とカイは思っていたけれど、ことはそれだけでは済まない可能性があると理解したのだ。

「……うっかり漏らさないように気をつけます」

「頼みますぞ。モモ殿についてはこちらでも注意をしておきます故ゆえ……」

　長話が終わり、カイは空を見上げる。彼方かなたの山に暗雲が立ちこめていた。







　それから数日は、何事もなく過ぎた。

　カイはリーリエにこてんぱんにされながら剣の修行をし、フローラに「次の儲もうけ話を早く考えろ」と急せかされながら雑務をこなした。

　フローラは全くもっていつも通りだった。

　考えてみれば、モモが留学を切り上げて戻ってきたのは一年以上前のことで、カイがブラウファルトにやってくるよりずっと早い。カイがフローラと出会ったときには、フローラはモモが帰国していることを把握していた。カイの目には全てがこの夏以降に急展開したように見えるけれど、実際はそうではないのだ。何年も前から続いている状態を、カイが最近知った、ただそれだけのことなのだった。

　そしてこれはきっと、明日にも事件が起きるような差し迫った問題ではない。

　ブラウファルト一の秀才、末は大臣か大魔法使いかと期待されるモモも、今はただの小役人でしかない。そのモモが今すぐ国の仕組みを変えることなどできない。

（当面は注意深く見守っていく……でいいんだろう）

　問題の先送りに近いが、現状はこれがベストだ。

　と、とりあえずの片をつけて、ふとカイは思った。

　いずれ何か問題が起きるのか、それとも起きないのか。分からないけれど。

　そのとき、自分はここにいるのだろうか？

　自分はいつまでこの国にいるのだろうか？

　騎士になれると勘違いしてこの国にやってきて、半ば脅されて別の仕事をやらされて、けれどカイは、フローラの優しさと気高さに心を打たれて、彼女に仕えることを選んだ。

　この国を豊かにすること──その前段階として、王家に独自の財源を持たせること。王室特別財務顧問であるカイの仕事はそれだ。

　その仕事が終わったら？

　フローラはカイを騎士にしてくれると言った。聖女の推薦があれば、どこの国でも採用してもらえる。オストラントで勇者の末まつ裔えいに仕えることすら可能だと保証してくれた。

　だがフローラは、ブラウファルトで騎士待遇で召し抱えるとは言ってくれなかった。

「今の仕事が終わったら、この国とはお別れってことだよな……」

　無事に仕事が終われば、カイは念願叶かなって騎士になれる。

　けれどそのことを、あまり嬉うれしいとは思っていない自分がいる。

「……ま、それこそ今考えることじゃないか」
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「経済振興局が魔法実験をする？」

　その知らせは、唐突に届いた。

　もたらしたのはフローラだ。いつも議会に出席した後は渋い顔をしているが、今日はますます酷ひどく、不機嫌を隠そうともせずに行儀悪く椅い子すに座り、机の脚を無意味に蹴けっ飛とばしている。

「何の実験？　っていうか、そういうことって魔法庁がやるんじゃないの？」

　経済振興局は、その名の通り産業を発展させて経済を振興するための組織である。それがどうして魔法実験などするのか。モモが振興局の一員だったな、と思い出しながらカイは訊たずねた。

　フローラはフンと鼻を鳴らして、

「魔法庁もグルだ。グルという言い方が悪ければ共同企画だ。人為的に異世界ゲートを開くと言っている」

「異世界ゲート」

　カイはオウム返しにした。

　異世界ゲート。その名のとおり、異世界に通じる門……空間に生じる穴である。

　ゾーネ列島では昔から異世界ゲートが何度も発生してきた。小さなものは誰の目にも触れずに消えるが、ごくまれに大きなゲートが開いて、異世界の道具や生き物──滅めつ多たにないが人間までもが、この世界に流れ着くことがある。

「本来、偶然にしか発生しない異世界ゲートを人為的に開いて、異世界の道具や技術を手に入れようと、そういうことらしい」

　なるほど、とカイはうなずいた。そうしたことには実例がある。

　勇者の末まつ裔えいが治める大国オストラントの隣に、ドーンという国がある。ドーンは領土も狭く、たいした産業もない貧しい国だったのだが、あるとき領内に異世界ゲートが開き、進んだ製紙技術を入手したことによって一変した。製紙技術を独占したドーンはそれによって莫ばく大だいな利益を得て、列島でも有数の豊かな国となったのだ。列島各地で同等品質の紙が作れるようになった今も、ドーンと言えば高級紙の代名詞となっている。

「〝ドーンの奇跡〟をブラウファルトで再現しようというのですね」

　リーリエが端たん的てきにまとめてくれた。

「そういうことだ。で、その実験に余を招待すると、連中は言っている。『女王陛下に素敵な贈り物ができることでしょう』だと」

　フローラは渋い顔。カイはちょっと意外に思った。

「姫様はこういうの好きそうだと思ってたけど。一いつ攫かく千せん金きん。その様子だと反対なの？」

「一緒にするな。こんなものは一いつ攫かく千せん金きんでもない。まったく、モモの奴やつめ。何か企たくらんでいると思ったら……」

「モモさんの計画？」

「いや、責任者は振興局長のインゲマンだ。いくらモモが優秀でも、入局一年かそこらの新人に任せるほど、経済振興局も魔法庁も阿あ呆ほうではない。とはいえモモも中核メンバーの一人ではある。人為的にゲートを開く術式はモモが考案したらしい」

　フローラは舌打ちをして、机の脚を蹴けっ飛とばす。

「異世界ゲートを人為的に開くなんてできるものか。あれは人の理解を超えるものだ。まったく、こんな下らない計画に無駄金を使ってどうするのだ」

　フローラはこの計画に乗り気ではない、むしろ反対であることが、言葉と態度の両方で伝わってくる。

「今からでも止められないの？」

「できたらとっくに止めている」

　また舌打ち。

　フローラは聖女であり、この国の女王である。形の上では最高権力者で、民からの人気も高い。しかし何事も勝手にできるわけではない。ブラウファルトでは、聖女は俗事、つまり政治に関わるべきではないとされている。雑事は下々にお任せ下さいませ……ということなのだが、王家と政府という二つの権威による主導権争いの面も否定はできない。

「それで、実験はいつなのでございますか？」

「週末だ。場所はクレイス遺跡。遠い昔──ブラウファルト建国よりもずっと前に、大きな異世界ゲートが開き、複数の異世界人が流れ着いたという言い伝えがある。その異世界人たちがこの地に芋をもたらしたらしい」

　後半の説明は、外国人でこの国の地理に疎うといカイのためにしてくれたのだろう。

「行くの？」

「無視するわけにもいかないだろう。リーリエ、旅支度を頼む」

　フローラは苦々しい顔そうで言った。
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　そして週末。

　カイはフローラ、リーリエ、そしてネーベルと共に、馬車でクレイス遺跡に向かった。

　ネーベルの同行はカイの提案によるものだ。カイたちは誰も魔法が使えない──フローラには聖女としての特別な力──他人の魔法力を極限まで高める──があるが、これは魔法とはまた別のものである。行き先で待っているのが魔法がらみの問題なら、魔法に詳しい人間がいた方がいいだろうとカイは思ったのだ。

「頼まれなければわしの方から同行を願い出ておったよ」

　と、ネーベルは快諾してくれた。件くだんの実験にはネーベルも興味を持っていたらしい。

　遺跡までは半日ほどの道のり。前日に最寄りの村で一泊し、翌日、早朝から行われる実験に立ち会うという日程だ。

　道中は特に何の問題もなかった。到着した村は実験関係者の宿泊地にもなっているようで、大勢の魔法使いや役人たちがいた。

「おお、おお、まさか聖女様にご来らい駕がいただけるとは！　精一杯のおもてなしをさせていただきますが、ごらんのように何もない村でございますので、ご不便などありましたら、平ひらにご容赦をいただきたく……」

　と、ぺこぺこ頭を下げるのは、この村の村長だろう。

「小さいながらも美しい村ですね」

「なんと、このようなありがたいお言葉をいただけるとは……」

　フローラがよそ行きの態度で応じると、村長はその場に平ひれ伏ふし涙を流しそうなほどに感動していた。

　案内された寝所は村長の家だった。旅人のための宿もない、小さな村であった。

　屋内に入ると、そこにモモと、何となく見覚えのある中年の男がいた。

「陛下！」

　フローラの到着に気づいた中年男が声を上げた。

「ようこそおいで下さいました。私、経済振興局長のインゲマンでございます」

　立ち上がった中年男はそう名乗ってから、傍かたわらのモモを示し、

「こちらは部下のモモ・レールリングです」

「知っています。一時、机を並べておりましたから」

「ああ、そうでございましたね。……ほら、お前もあいさつを」

「……ご無ぶ沙さ汰たしておりました、陛下」

　インゲマンに促されて、モモが小さな声であいさつをする。

「ごきげんよう」

　フローラが微ほほ笑えみかける。モモは返事をしなかった。

「申し訳ありません。陛下を間近にして緊張しているようです。実は私もです。はっはっは」

「まあ」フローラは微ほほ笑えんで、「……それで、実験というのはうまくいくのでしょうか」

「どうでしょうかねえ。もちろん勝算がないわけではありません。魔法庁の魔法使いたちも全力を尽くしてくれています。けれど、なにぶん前ぜん代だい未み聞もんのことですから」

　インゲマンは首を傾かしげ、予防線を張るようにそう言った。そこにモモがきっと顔を上げて、

「うまくいきます」

「こ、こら、そのように断言するものでは……」

　インゲマンが慌てるが、モモは全く臆さない。

「絶対にうまくいきます。あたしはこの実験を成功させて、異世界の技術を手に入れ、この国に百年の繁栄をもたらすことができると確信しております。だから、」

　モモはフローラをまっすぐに見据えてこう言った。

「だからもう、フローラは余計なことをしなくていいのよ」

「お前！　陛下に向かってなんて口を！　申し訳ありません陛下。あっ、おい！　待て、レールリング！」

　言うだけ言ったモモが早足で歩きだす。すれ違いざま、カイをキッと睨にらんでから、村長の家を出て行く。インゲマンが慌てて追いかける。

　フローラはモモが出て行った戸口をしばらく見つめていたが、

「少々疲れました。部屋まで案内して下さい」

「は、はい。ただいま！　こちらでございます」

　村長が慌てて家の奥へと誘導する。客室は二つ用意されていた。

「今日はもう誰も取り次がないように」

　そう言うと、フローラは客室に入っていった。後に続いたリーリエがドアを閉める。

　カイとネーベルは隣の部屋だった。

　荷物を降ろすと、ネーベルが「ふいぃ」と息をついた。

「年寄りには馬車の旅は堪こたえるのう……」

「ネーベルさんは、どう思います？」

「うむ？」

「明日やる実験のことです」

「ふうむ」ネーベルは唸うなって、「姫様は『どうせ失敗するのだから無駄』じゃと言っておりましたな」

「はい。……ネーベルさんは成功すると？」

「どうじゃろうなあ。悪く見ても五分五分……よりは高いのではないかと思っておる」

「半分以上？　姫様は絶対無理だって言ってましたけど。……というか、見ないで分かるんですか？　大魔法使いは違うなあ」

　とカイが感心していると、

「さすがにわしでも、ものを見ないで言い当てるのは無理じゃ。じゃが、連中はわざわざ姫様に見せようとしているわけじゃろ。よほどの自信がなければそんなことはせぬ」

「言われてみれば確かに」

　女王陛下をこんなところに呼びつけておいて「ごめんごめん失敗しちゃったてへへ」で済むわけがない。

「姫様はほれ、聖女じゃからな。勇者と同じく、異世界より来たりし厄やく災さいと戦う運命の血筋じゃ。異世界には触れるべきではないし、そもそも、そこは人間の領分ではないと教えられてきた。……けれども人は日々学び、前に進んでいく生き物じゃ。昨日は想像もしなかったことが、今日は考えられるようになる。今日できなかったことが、明日はできるようになる。日進月歩。魔法技術も同様。大昔の人々が船を作って海を越えたように、未来の人々が何らかの方法で異世界へと漕こぎ出す日がいつか来るのかも知れぬ。わしらは今、その途上にあるのかも、と」

　なんだか不思議な思いがした。

　若い世代の、普段は革新的な考え方をするフローラがこの問題については保守的で、高齢でどちらかといえば保守的であろうネーベルが、未知の可能性について肯定的に考えている。

　カイがそのことを言うと、ネーベルは表情の分かりにくい狼おおかみ顔がおを、確かに微ほほ笑えませた。

「年寄りとは、自分が死んだ先のことを考える生き物じゃ。わしもそろそろお迎えも近くなってきた。……カイ殿、わしに何かあったら、姫様のことは頼みますぞ」

「やめてくださいよ、縁起でもない」

「冗談じゃ。わしはひ孫を抱くまで死なぬよ。まだ孫もおらぬがな！」

　そういってネーベルは快活に笑う。カイを和ませようとしてくれたのだろう。

　あるいは、老いた大魔法使いには、何かの予感があったのかもしれない。
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　一夜明けて、朝。快晴だった。秋の近づく空は日に日に高くなっていく。

　村長の家で朝食をいただいてから、カイたちはクレイス遺跡へ向かった。

　遺跡までは歩いてもほんの三十分。当然、馬車ならもっと早い。

　一行が到着したときには、もう大勢の魔法使いと経済振興局の職員が立ち働いていた。その中にはモモも含まれている。モモはフローラが現れたことには気づいたようだが、そのまま作業を続けている。

　遺跡から十数メートルのところに場違いな天幕と豪ごう奢しやな椅い子すが用意してあった。フローラのための観覧席だ。

　フローラが天幕の下に入ると、早速、昨日も会ったインゲマンが数人の魔法使いを連れてあいさつにやってきた。魔法使いたちは魔法庁の職員である。

「おはようございます、陛下。本日もご機嫌麗うるわしゅう」

「陛下。お目にかかれて光栄でございます」

　インゲマンに続いてあいさつをした魔法使いの代表が、ネーベルを見て小さく会え釈しやくをする。どうやら知り合いらしい。

「よい朝ですね」

　フローラはよそ行きの微ほほ笑えみを浮かべた。

「ええ。本日は太陽と月、そして星々の位置が整う、百年に一度の好こう日じつでございます。実験はきっと成功することでしょう」

　あいさつを済ませた魔法使いたちが作業に戻る。インゲマンはそのまま天幕の側に控えた。

　フローラが椅い子すに座り、カイたち三人はその左右に立って、遺跡とそこで動き回る人々を眺める。

　クレイス遺跡は環状列石だ。短い草の生える草原の中央に大きな鋭い岩が立ち、その周囲に直径十メートルほどの円を描いて、十二個の小さな岩が並んでいる。小さな岩と岩の間には、大きな紫水晶や翡ひ翠すい、ダイヤやルビー等の原石を含んだ岩がん塊かい、何かの液体の入った瓶びん、巨獣の化石といったものが等間隔に並べられていた。カイにはさっぱり分からないが、魔術的な意味があるのだろう。

「ご存じのとおり」とインゲマンが実験の解説を始めた。「このクレイス遺跡には、かつて異世界ゲートが開いたとの言い伝えが残っております。なにぶん昔のことですので詳細は不明ですが、複数の異世界人が我々の世界に降り立ったと。人間が通るような大きく、安定したゲートが開いた実績があるのです。この地は異世界との親和性が非常に高いと考えられます。そしてあのストーンサークルは古いにしえの魔法使いが残したもの。長い時を経ても、まだ強い魔力を帯びているのです」

　遺跡の中央ではモモが鋭い岩の前に、数冊の本とヒビの入った瓶びん、靴、それから鉄片の入った箱を置いた。

「あれは何をしているの？」

「あれは触媒でございます。一口に『異世界』と言っておりますが、その総数は三千とも三億とも、数え切れないとも言われております。無数にある異世界の大半は、人の住めるようなところではないと考えられ、そうしたところにゲートを繫つないでも得るものはありません。我々の目的は、異世界の役立つ物品や技術を入手することですので。我々と同じような『人間』の住む世界につながるゲートを開く必要があります。そこで触媒を配置するのです。異世界より来たりしものには、元の世界との〝縁〟が残っているとされております。そうした道具を配置することにより、ある程度、狙った世界との接続が可能になる、というわけです」

　フローラは無言でうなずく。インゲマンはそれを了承と受け取ったようだが、フローラが懐疑的に見ていることが、カイには分かった。

　経済振興局の職員が天幕に駆け寄ってきた。

「失礼します。インゲマン局長」

「何だ？　陛下、中座の失礼をお許しください」

　職員に呼ばれてインゲマンが天幕から離れた。

　カイはフローラに体を寄せて、

「考えられます、言われております、って、ずいぶんあやふやな話だね。大丈夫なのかな」

「失敗して、何も起こらず終わるならそれが一番いいのだが……」

　フローラは遺跡を見ながらそう答えた。

　ちょっと雑談のつもりだったのに、意味深な呟つぶやきが返ってきたのでカイは戸惑った。

「え？　それってどういう……」

　けれど詳しい話を聞く前に、インゲマンが戻ってきてしまった。

「お待たせいたしました。間もなく、予定どおり実験を開始します」







　尖とがった岩を囲む十二の岩の前に、十二人の魔法使いが並んだ。それぞれ手には杖つえや古い本を持っている。魔法を使うのに杖つえは必須ではないが、何か集中するための道具があった方が魔法は使いやすい。それで多くの魔法使いは、手に馴な染じんだ道具を用いる。

　環状列石の一番北になる位置にモモがいた。手には何も持っていない。ガイドとなる道具なしに集中できるのは、優秀な魔法使いである証あかしだ。モモは眼鏡の奥の目を閉じ、口を大きく開けて呪文を詠唱している。十二人の魔法使いたちが唱える呪文はそれぞれ違うようで、重ね合わされた言葉は個別の言葉としては聞き取ることができず、何か大きな波、うねりのように感じられた。

　延々と終わりのない詠唱が草原を流れる。それがしばらく……三十分ほどは続いただろうか。

「あっ！」

　カイは声を上げた。フローラも肘ひじ掛かけに手をついて身を乗り出している。

　環かん状じよう列れつ石せきの中央で、尖とがった岩が鈍く輝きだしたのだ。岩の表面に不規則な、水中から見た水面のような、蒼あおい光が流れ始める。それが一ひと際きわ強くなったかと思うと、岩全体が蒼あおに染まった。光り輝くその表面から、ぬるり、ぽとん、と鶏が卵を産むような感じで、何か小さなものが転がり出てきた。

　詠唱が止やむ。蒼あおい光が収まり、遺跡は元の様子を取り戻す。

「成功……したのか？」

「そのようでございますな」

　フローラの呟つぶやきに、ネーベルが答えた。

　フローラは立ち上がった。歩いて天幕から出て、遺跡へと近づく。

　詠唱に加わらず、傍かたわらで見守っていた魔法使いの一人が遺跡に踏み込み、尖とがった岩から出てきたものを、恐る恐る拾い上げ、布に包んでいる。

「陛下、ここでお待ちを」

　ついてきたインゲマンが、フローラが遺跡に立ち入るのを止めた。

「何か危険が？」

「滅めつ相そうもない！　けれど、この先は魔法使いの領域ですので」

　その言葉通り、インゲマンも遺跡に入ろうとはしない。代わりに手を振り、声を掛けて魔法使いを呼びつける。

「実験は成功だな？」

「はい」

「何が出てきた？　陛下のご覧に入れるんだ」

「これです」

　魔法使いは両手で抱えていた布の包みを開いた。出てきたのは、手に乗るサイズの四角いガラスブロックだった。その内部には煉れん瓦が造りの山小屋が彫刻されている。

「ほお……ではなくて、なんて綺き麗れいなんでしょう」

　フローラがつい素になって感嘆してしまうほど、それは見事な細工だった。山小屋の屋根につもった雪や、煙突から流れる煙までもが、絵本の挿絵のようなデフォルメを加えて表現されている。不思議なことに、外側のガラス部分には貼り合わせたような様子が全くない。ガラス自体はこの世界にも普及している。けれど、これほどに精せい緻ちな加工を施ほどこすことは、魔法であっても不可能──これは、この世界の技術水準では絶対に作ることのできない、紛れもない異世界の品物だった。

「恐らく、文ぶん鎮ちんの類たぐいではないかと思われます。記念として陛下に献けん上じようしたく思います」

「まあ、ありがとう」

　フローラは微ほほ笑えみ、ガラスの置物を受け取った。しげしげと眺める。カイには値踏みをしているのだと分かった。後でこっそり売り払うつもりだろう。そして赤字経営の病院にまた匿名の寄付が届く。

「後でお礼をしないといけませんね」

「そのお言葉だけで結構でございます。が、今のはほんの小手調べ。異世界ゲートが理論通りに制御できるかを試しただけでございます」

「本番はこれから、と？」

「さようでございます。我らが目的は異世界の優れた、そして役に立つ技術を手に入れること。この国を少しでも豊かにしたい、その一心でございます」

「よしなに」

　フローラは微ほほ笑えみ、天幕へと戻った。カイたちもそれに倣ならう。

　少しの休憩を挟んで、二度目の実験が行われた。

　今度出てきたのは、管楽器の一種だった。壊れているのか音が出ない。

　続けてもう一度。今度は古びたペンが出てきた。その次は……皿とリンゴ。

　異世界から品物を取り寄せるという実験自体はうまくいっているのだが、

（……祭の露店のくじ引きでももうちょっといいものが出るんじゃないか？）

　カイはそう思ってしまった。

　四度目の実験を終えると、正午を過ぎていた。

　ここで昼休みとなり、カイたちは一いつ旦たん村に戻って昼食を摂とることにした。
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「うあー、疲れた」

　村長の家に戻って周囲の目がなくなると、フローラはいきなりいつもの調子に戻った。

「ああいうのは肩が凝こっていかん。リーリエ、頼む」

「はい喜んでっ」

　フローラに言われて、リーリエが嬉うれしそうに──本当に心の底からうれしそうに、フローラの肩を揉もみ始める。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ」

　ぐいぐい揉もまれながら妙な声を出すフローラ。

「あ、あ、……あうんっ。こら、どこを揉もんでいる。肩だ肩」

「すみません手が滑りました」

　わざとだろ、と思ったがカイは言わなかった。代わりに、

「実験、うまくいってたね。出てきたものは微妙だったけど」

「で、あ、る、な」妙な声で返事をして、「リーリエ、もういい。ありがとう」

　乱れた着衣を整えつつ、フローラは椅い子すに座り直す。

「まさか本当に異世界ゲートを開くとはな。余は魔法庁とモモを見くびっていたようだ。今回は特に役に立たないガラクタばかりだったが、いずれ本当に、我が国に……いや、この世界に革新を起こすような新しい技術を導入できるかもしれん」

　そうなったらすごいことだ。カイは素直にそう思ったのだが、

「やはり、何とかして計画を中止させる方法を考えないといかんだろうな」

「なんでさ？　ブラウファルトが大国の仲間入りをするかもしれない。その第一歩じゃないの？　これが」

　国が豊かになれば医療も福祉も充実する。フローラの母のように病やまいに倒れる人もいなくなる。それはフローラがずっと目指してきたことではなかったのか。

「異世界から技術を手に入れる、とは具体的にどういうことだか考えたことがあるか？」

「え？　……それは……何かすごい機械とか、論文とか、そういうものがあの岩から出てきて、それをこっちの偉い学者が調べて、利用法を見つけて……そんな感じで……」

「間違いではないが、もっと手っ取り早い手順がある。〝人〟だ」

「人」

「うむ。異世界の書物など手に入っても、まず内容は分からない。……一部の異世界の一部の言語……のまた一部は解読ができているが、専門的な技術書など、解読に何十年かかるか分からん。理論も分からずに機械だけ手に入れた場合はもっと大変だ。出てきた機械の安全性も分かってないのに弄いじって、爆発でもしたらどうする。それに対して、人間なら話は早い。何と言っても意思の疎通ができるわけだからな。経済振興局は最終的には異世界から人間を召喚するつもりなのだよ」

「ですが姫様。そうそう都合よく、こちらの欲しい知識を持っている人間を呼び出すことができるのでしょうか？」

　リーリエが疑問を呈する。同じことをカイも思った。その辺の村人なんか召喚しても、国を豊かにするようなイノベーションなんて起こせるわけがない。

「それがそうでもないのじゃ」と割り込んだのはネーベルだ。「皆は、我が国の識しき字じ率りつをご存じかな？」

「さあ……」

「二十五パーセント程ほどではなかったか？」

　カイは分からなかったが、さすがにフローラはすぐに答えた。

「だいたいそのくらいですな」

　ネーベルがうなずく。

　この数字は別に低いものではない。ゾーネ列島全域でも、同じくらいの識しき字じ率りつになる。これは身分の上下ともあまり関係がない。たとえば騎士階級でも、「読み書きなど軟弱者のすること」として、ろくに学びもしない人々は少なくない。学問では腹は膨れない。食っていくためには体を動かすことだ。そんな考え方が一般的なのである。例外なのは魔法使いで、これは読み書きができなければ話にならない。魔法使いには獣じゆう人じんが多く、だから各地の学校や研究機関には獣じゆう人じんが多い。

「異世界のとある国では、識字率がほぼ百パーセントだそうじゃ」

「ひゃ、百パーセント!?　誰でも読み書きができるってこと？」

「それどころか、極めて高度な数学を、国民のほとんどが十代のうちに学ばされるそうじゃ」

　ネーベルはちらりと、テーブルの端を見た。インゲマンがフローラに献上したガラスの置物が、きらりと光を反射している。

「国民のほぼ全てが、この世界のエリート知識層と同レベルだって……」

　カイは呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。信じられない話だが、しかし、異世界にそうした国が実在し、異世界ゲートを任意につなげることができるのなら、人間を召喚してその知識を教えてもらおうという計画も、勝算はあるのだろう。

「それで話を戻すけど、どうして姫様は反対なの？」

「馬鹿者」

　フローラは心底呆あきれた様子でいった。

「相手の立場になって考えてみろ」

「相手の？」

　高度な教育を受けた異世界人を召喚して、その知識でこちらは大いに潤う。

　けれど逆から見たらどうか。

　その異世界人はある日突然、何の前触れもなしにこちら側──見知らぬ世界に引きずり込まれるのだ。

　最初は言葉も通じない。文化も違えば習慣も違う。全く違うわけではない──この世界はすでに無数の異世界の影響を受けている──けれど相手にしてみれば全くの未知の世界だ。

　頼れる知り合いもいない未知の世界に問答無用で呼び出され、「役に立つことを教えろ」と要求される。逆らったら元の世界に戻れなくなるかもしれない。あるいは一方通行なのか？　いずれにしてもたまったものではないだろう。召喚された当人もそうだし、その人の向こうの世界での親や友人、恋人なども、大切な人を突然失って嘆き悲しむだろう。

「……ごめん。僕が軽率だった」

　カイがそう言うと、隣でネーベルもうなだれていた。

「わしもお詫わびします、姫様。魔法使いはどうしても頭でっかちでございますな。『理論上可能だ』と思ってしまうと、後先考えずにそれを実現したくなってしまう。理屈ばかりで『人』のことがすっぽり抜け落ちてしまう……」

「そう自分を責めるな。余はこの国が豊かになることを願っている。しかし、そのために何の罪もない異世界の民を生いけ贄にえにするようなことは、してはいけないと思っている」

「姫様……」

　リーリエはいつものように褒ほめ称たたえなかった。フローラが怒っていることが伝わったからだ。

「そうか、『失敗すればいい』って言ってたのは、こういうことだったのか……」

　実験に失敗し、異世界ゲートが開けなければそこで終わりだった。

　けれども実験は成功してしまった。このまま進めば、やがて誰かが人生を狂わされることになる。

「やめさせるのは……」

「難しいな。今のところ何の問題も起きていない。やめさせる口実がない」

「でも姫様が今言ったようなことを伝えれば」

「それでもやるだろう。魔法庁としては異世界ゲートの制御技術が欲しい。あれば自然発生するゲートの処理に役立つからだ。経済振興局には国を潤すという大義があり、議会はそれを肯定する。ブラウファルト聖王国の発展のためなら、異世界人一人の運命など小さなことだ。殺すわけでもないし、国こく賓ひんのように厚遇するとしておけば、言い訳は立つ」

「しかし、それで諦あきらめる姫様でもないのでございましょう？」

　ネーベルの問いに、フローラは小さくうなずいた。

「午後からの実験を、我々の手で失敗させるのだ」

「どうやって」

「それはこれから考える。が、その前に飯だ。余は腹が減ったぞ」




　　　　†




　フローラたちが昼食を摂とりながら作戦会議をしていたその頃──。

「無理ですよ」

「無理なものか。予定よりもずっとうまくいっていると言ったのはレールリング、君だろう」

「それはそうですけど……」

　遺跡では、魔法使いたちが午後の実験の用意をしている傍かたわらで、モモとインゲマンが話し合っていた。

　──もっと大きなゲートを開けないか。

　先ほど、モモはインゲマンにそう相談された。いや、相談ではなく、ほとんど命令のようなものだった。

　実験は予定よりもうまくいっている。それは間違いない。異世界ゲートを開く理論にモモは自信があったが、それでも実際にゲートを開くとなると細かな問題が出てきて、何度かの失敗と微調整を余儀なくされると思っていた。ところが実験は一回目から成功し、異世界の道具を取り寄せることに成功した。続いての実験も成功。ゲートの制御にも不安定なところはない。期待を遥はるかに超える大成果だと、モモと魔法庁の職員は喜んだものだ。

　だがインゲマンはそれでは不満らしい。もっと大きな成果を欲ほつして、実験規模の拡大を命令してきた。

　インゲマンは厳しい顔でモモに詰め寄っている。モモは困った顔で遺跡を見回し、それから上司の顔を見た。

　インゲマンはブラウファルトでは老舗に当たる商家の出身だ。勇者による魔神族討伐の際には、戦いに必要な物資の手配によって利益を上げ、国内有数の財力を誇っていた。だが戦いが終わり、ブラウファルトから各国の軍や冒険者たちが去って行くと、商会は徐々に衰退していった。

　インゲマンは野心家だ。この実験によって異世界の技術を手に入れようとしているのは、国益のためだけではない。ブラウファルトが革新的な技術を手にすれば、それによって新たな事業が──国策事業が──開始されるだろう。インゲマンがそこに自分の商会を絡からませることで、莫ばく大だいな利益を手にし、最終的にはその財力で政界に進出しようと目もく論ろんでいることは、この実験に関わる誰もが知っていることだった。

　フローラを呼んだのも、インゲマンの出世計画の一部である。フローラの目の前で歴史的な実験を成功させ、『女王陛下の覚えもめでたい有能な官僚』という肩書きを手に入れるため、インゲマンはフローラを呼び寄せたのだ。他の職員や魔法庁にはろくに相談もせずに。

　それでも別に構わない。とモモは思っていた。最終的に国益になり、自分の目的に近づけるのなら、その途中で誰が小銭を稼ごうがどうでもいい。使えるものは何でも使えばいいのだと。

「局長。今日は確かに実験に最適な日です。けれど、今日を逃したら次がないわけではありません。異世界ゲートについてはまだ未知の部分が多いんです。もっと長期的な視野で……」

「そんはことは聞いていない」

　モモの言葉をうるさそうにさえぎり、インゲマンはモモを見据えた。

「私はやれと言っているのだ。おもちゃをいくつか出した程度では、実験費用すら賄えない。こんなものが成功と言えるか」

「それは……」

「責任者は私だ。何かあったら私が責任を取る」

　──百年に一度の神童だかなんだか知らんが、入局二年目の小娘が調子に乗るなよ。お前の上司は俺だ。

　そう、鋭い目が言っていた。

　モモはため息をついた。モモはフローラの口添えで国費留学を果たした才さい媛えんではあるが、しょせんは山奥の林りん檎ご農家の娘。首都に知り合いはほとんどなく、官庁にも人脈と呼べるようなものはない。ここでインゲマンに逆らったら、立場を失ってしまう。

「……分かりました」

　最初から選択肢などなかったのだ。

　モモはため息を吞のみ込こんでインゲマンから離れ、実験内容の調整のために、魔法使いたちを呼び集めた。




　　　　†




　昼食を終えたカイたちは、再び馬車に乗って遺跡へと戻ってきた。

「おさらいしておくぞ。余が適当な話を振ってインゲマンを引きつけている間に、ネーベルが遺跡に細工をする。もしもモモや魔法使いたちがネーベルの細工に気づきそうになったら、お前が何かやって注意をそらせ」

「ん」

　カイは重々しくうなずいた。

　あれこれ話しあった結果、妨害工作は単純なものになった。

　ネーベルがうまくやればカイは見てるだけでいいので、与えられた役目は小さい。けれどもアドリブが要求されるので、あまり機転の利きかないカイは不安だった。

　一番難しいのはネーベルの役割だ。実験には失敗してもらわないといけない。けれどそれによって被害を出すわけにはいかない。極めてデリケートな魔法の儀式に干渉するわけで、絶妙なさじ加減が必要になる。

「結果的にはたいしたことなく済むが、ひやっとする事態、がベストだ。そういう事態が起きてくれれば、首都に帰ってから余がものすごく怖い思いをしたと針小棒大に語って議会を煽あおる。野心家のインゲマンは敵も多いから、後は放ほうって置おいても政争になって奴やつは失脚し、今後の実験も凍結されるだろう」

　言いながら、フローラは渋い顔をした。こうした謀略が好きではないのだ。必要なこととはいえ、他人を罠わなに嵌はめて追い落とすことが。

「姫様」

　カイは大丈夫だと言うように、フローラに向かってうなずいて見せた。フローラが驚きの表情を浮かべ、それからわずかに頰を赤くしてそっぽを向く。リーリエがクスッと笑った。

「では行くぞ」

　フローラの号令一いつ下か、カイたちは馬車から降りた。

　午前と同じ天幕に移動し、最初に異変に気づいたのはネーベルだった。

「はて。先ほどとは少し様子が違うようですな」

　言われてカイも遺跡を見回す。配置されている道具が、いくつか変わっている。地面に描かれた模様も変わっているような気がするが、午前中もじっくり見ていたわけではないので、少し自信がない。明らかに違っているところとしては、中央の触媒が増えていた。

「陛下！」

　インゲマンが呼びかけながら走ってきた。たった今フローラたちの到着に気づいたような顔をしているが、タイミングを窺うかがっていたのは明らかだった。

「ちょうどこれから、午後の実験を始めるところでした」

　カイはちらりとフローラを見た。フローラは首を横に振った。いきなり邪魔はしない。まずは様子を見る。アイコンタクトで方針を決める。

「インゲマン殿。午前中とは儀式の様相が違うようじゃが……」

　ネーベルが問とい質ただす。インゲマンは割り込まれて不快そうな顔を一瞬したが、すぐに笑顔を作ってフローラに言った。

「実験が思ったよりも順調だったので、次の段階に進んだのです。今度はもっと素晴らしいものを召喚できることでしょう」

「まあ。それは楽しみです」

　フローラが猫をかぶって微ほほ笑えむ。

　インゲマンはそれに気をよくして、振り返り、遺跡の魔法使いたちに合図を送った。

　午前中と同じように、魔法使いたちが詠唱を始める。今度はまず、外周の小さな岩が輝きだした。蒼あおい輝きは岩を包むように膨らんで光の球になると、バネが弾はじけたように勢いよく、遺跡の中央に向かって飛び出した。十二個の光球が遺跡の内側を乱舞する。初めは不規則に飛んでいた光が、互いに弾はじかれ、軌道を修正して、やがて同じ円の上をぐるぐると回り出す。その円が次第に小さくなり、中央の尖とがった岩へと近づいていく。次第に速度を上げていく光は、十二個の球ではなく、一つの輪になって見えた。

「妖精の光輪を用いるとは考えたな。しかしこれは……」

　ネーベルが呟つぶやき、ふと眉根を寄せる。

　神こう々ごうしいまでの輝きが遺跡内部を満たす。光の輪が尖とがった岩へと近づき、触れ、その内部へと吸い込まれていく。

　詠唱が止やみ、草原に静けさが戻ってくる。

「……失敗……した？」

　フローラが、願望を込めて呟つぶやいた。直後、尖とがった岩が強く輝き始めた。午前中の実験の数倍の眩まぶしさの蒼あおい光が遺跡を満たす。光はさらに輝きを強め、蒼あおから白へと色を変える。

　誰もが身を乗り出していた。

「おお、おお！　この光！　これこそ本当の異世界ゲートの輝き！」

　インゲマンが得意そうに声を張り上げる。

　遺跡内を満たしていた光が収縮を始めた。白い光のドームがみるみる小さくなっていく。

　目を眩くらませるほどだった光が収まると、巨岩は磨すりガラスのランプのような、鈍い輝きを放っていた。

　その表面に、波紋が生まれた。

　波紋の中心から、何かが出てくる。

　手だった。

　岩の中から出てきたのは、薄汚れたグローブに包まれた大きな手だ。

「姫様」

　カイは思わずフローラに声を掛けた。

　召喚されたのは、異世界の人間。

　フローラの危き惧ぐしていたとおりのことが起こってしまった。カイはそう思ったのだが……。

「……何かおかしくありませんか？」

　リーリエが眉まゆ根ねを寄せた。

　カイは改めて遺跡を見る。巨岩の表面──異世界ゲートからは、手に続いて腕が出てきていた。ずいぶんと逞たくましい。膨れあがった筋肉は、暗い紫色をしていた。質感は生き物というよりは、何かの鉱物のようである。

　大きな手が、暗闇を手探りするように左右に動いた。続いて足が出てくる。大地を踏んだ足は、膝ひざまであるブーツとすね当てが一体化したようなものを履いていた。

「何か、大きくない？　あの人、あの手足の長さだと身長は二メートル以上あるような……」

　異世界の住人が自分たちと同じ姿であるとは限らない。けれども現れた「それ」には、曰いわく言いがたい異様な雰囲気があった。

　フローラとネーベルは無言で成り行きを見守っていた。

　そしてついに、召喚された相手が、その顔をこちら側に出した。金属製の面めん頰ぽおを付けた大男。

　一同はぎょっとした。大男は顔が半分潰つぶれていたのだ。潰つぶれた傷跡から、何か機械のようなものが見える。顔だけではない。全身のあちこちに傷──亀き裂れつがあり、時折バチバチと雷が弾はじけている。

「なんだ、あれは……人……なのか？」

　インゲマンがうわずった声を上げたそのとき、異世界人は左肩をぐっと突き出した。肩には何か、短い筒のようなものが乗っていた。そこに、魔法とは全く違うギラギラした光が宿り、

　次の瞬間、握にぎり拳こぶしほどの大きさの光球が放たれた。

　山鳴りに放たれた光球はほとんど視認できない速度で草原を瞬時に飛び越え、延々と続く畑も飛び越え、彼方かなたの山やま裾すそに着弾し、大爆発を起こした。

「っ！」

　閃せん光こうが目を焼く。一拍遅れて、立っていられないほどの衝撃が遺跡に到来した。

「うわっ！」

　天幕が衝撃で吹き飛んだ。カイたちは固まってその場に伏せ、衝撃を何とかやり過ごした。目を開けて見ると、着弾地点に大きなクレーターができていて、山が燃えていた。

「なんだ！　何が起こったんだ!?」

「この力、まさか……。いや、それしか考えられぬ」

「ネーベルさん、何です？　あれは一体」

「あれは……魔神族じゃ……」

「魔神族!?」

　百年前にこの世界に現れ、ゾーネ列島を危機に陥おとしいれた異世界の存在。破壊の権ごん化げ。

　魔神族は勇者が倒したはずでは──考え、カイはすぐに過あやまちに気づいた。勇者が倒したのは、こちら側に現れた魔神族だけだ。彼らが元々いた世界に乗り込んで禍か根こんを断ったわけではない。奴やつらの本拠地はいまだ健在なのだ。そして今、再びゲートがつながってしまった。

　カイは遺跡から現れ、一撃で山を燃え上がらせた魔神族を見やる。その肩の筒がバチバチと火花を飛ばしている。

「奴やつを元の世界に戻してゲートを閉じろ！　急げ！」

　フローラが号令をかけた。呆ほうけていた魔法使いたちが我に返って詠唱を始める。尖とがった岩を満たしていた輝きが強くなり、魔神族が岩の中に吸い込まれるようにのけぞる。

　そのまま追い返せるのかと思われた矢先、魔神族が再び肩の筒から光球を放った。今度は先ほどの光よりも遥はるかに小さなものだ。けれど、着弾地点はすぐ目の前、炸さく裂れつした爆炎と衝撃波をモロに受けて、魔法使いたちはちりぢりに吹き飛ばされる。詠唱は中断し、けれども魔法使いたちの努力は完全な無駄ではなかった。魔神族は閉じかけのゲートに挟まり、身動きが取れなくなってしまったのだ。

『……？』

　何とかこちら側へ出てこようとしているのだろう。魔神族は激しく身をよじる。潰れた頭に一つだけ残った目で、魔神族は確かにフローラを見た。

　魔神族が左手をこちらに向けた。その手には得体の知れない造形の銃剣を握っている。狙われている。周囲はだだっ広い草原だ。身を隠せるようなところはない。

「姫様！」

　魔神族が発砲した。カイはもちろん、リーリエにも反応できない速さだった。フローラが思わず目を閉じる。

「うあっ！」

　悲鳴は、リーリエの口から漏れた。

「リーリエ！」

　フローラがリーリエに駆け寄る。撃たれたリーリエは地面に倒れ、腿ももを押さえていた。スカートの前後に穴が開いている。すぐに大量の血が流れ出し、地面に広がっていく。

「リーリエ、しっかりしろ！　リーリエ！」

「姫、様……」

　痛みに苦しみながら、リーリエはそれでもフローラを安心させるために、笑顔を作ろうとする。

　撃った魔神族は銃剣を見下ろして、わずかに首を傾かしげるような仕草をした。どうやらリーリエを狙っていたわけではなく、何らかの問題で狙いが逸それたらしい。

　魔神族が改めてこちらに銃口を向ける。その隻眼は、まっすぐにフローラを見ていた。

「まずい！」

「大地と水の精霊よ、我に応こたえよ！」

　ネーベルが呪文を唱えた。地面が生き物のようにうねり、魔神族とフローラの間に土の壁を生み出す。ただの土壁ならば瞬時に粉砕され、反対側にいた人間ごと貫かれていただろう。けれどブラウファルト最強の魔法使いが生み出した魔法の壁は、魔神族の攻撃にも耐えた──ただし、ほんの数秒だけ。

「ぬうっ！」

　雨のように降り注ぐ銃弾が魔法の壁を粉砕する。ネーベルはすぐさま次の壁を生み出す。魔神族が攻撃を加える。壁が生まれる。砕かれる。

「姫様、どいて」

　カイはフローラを押しのけると剣を抜いた。リーリエのスカートを切り裂いて作った帯で、傷口を縛しばって止血する。

「大丈夫か？　リーリエは助かるのか？」

「出血が酷ひどい、このままだと……」

　カイは唇を嚙かんだ。魔神族の攻撃は止やんでいない。怪け我が人にんを抱えて逃げるどころか、身動きが取れない。

「奴やつの攻撃を何とかして止めないと」

「ネーベル、できるか？　できれば他の連中も助けたいのだが」

「やってみましょう。……大地の精霊よ！　水の精霊よ！　我に応こたえよ！」

　ネーベルの呪文に応じて大地が強くうねった。周囲に大きさも様々な無数のゴーレムたちが生み出される。ゴーレムたちはまっすぐに魔神族の元へと突っ込み、何もできずに瞬時に撃破されていく。だがそれはネーベルの計算のうちだった。魔神族の周囲には、ゴーレムの残ざん骸がい──魔力を帯びた大量の土がある。ネーベルはそこに再度魔法をかけた。

「大地と闇の精霊よ、我が声に、我が命いのちの呼びかけに応こたえよ！」

　瞬時に、魔神族を包み込み封じ込める石せつ棺かんが誕生する。今度の魔法は強力だった。内部から銃撃の音が聞こえるが、外部に弾丸は一発も漏れてこない。

「皆、今のうちに逃げるのだ！」

　フローラの声に応じて、周囲に散らばり草の中に伏せていた魔法使いと、経済振興局の職員たちが立ち上がり走り始める。中には怪け我がをしていたり、腰が抜けてしまって動けないものもいたが、カイとフローラが手を貸して立ち上がらせ、強引に馬車へと押し込んだ。馬にも二人乗り、三人乗り、とにかく乗せられるだけ乗せて出発させる。怪け我がをしていない者は自分の足で走らせる。

　片っ端から退避させ、最後にフローラたちの馬車が残った。

「ネーベル！　よくやった！　我々も逃げるぞ！」

「はっ……と言いたいところですが、わしはここに残ります」

「ネーベル!?」

　何な故ぜだ、とフローラは思った。

　魔神族はゲートに挟まれあの場から身動きができない。逃走態勢が整った今、後は魔法の土壁で銃撃を防ぎながら、奴やつの射程外に出ればいい。そう考えてから、違うと気づいた。

　魔神族が最初に放った光球の攻撃。あれは数キロ先の山裾まで飛び、そこに巨大なクレーターを作った。ネーベルが石棺の魔法を解いたら、魔神族は逃げる集団に向かって、再びあの攻撃を放つだろう。

　今、魔神族は石棺の魔法によって狭い空間に閉じ込められている。この状態では光球の攻撃はできない。自分自身を巻き込んでしまうからだ。

「この魔法は、術者が近くにいて維持し続けなければならないのじゃ」

「何とかならないんですか!?　そうだ、姫様の力をネーベルさんに使えばあいつを倒せるんじゃ」

　フローラには他人の魔法力を増幅させる不思議な力がある。その力を使えば、魔神族を撃退することも可能なのではないか。しかしこれにはフローラが首を振った。

「そのためには、一いつ旦たん魔法を解除しなければならないのだ」

　ネーベルが魔法を解除した瞬間、魔神族は反撃に出るだろう。全滅まではほんの一瞬だ。

「それに、わしは攻撃魔法はあまり得意ではないのじゃ。姫様のお力をお借りしたところで、奴やつを仕留めることなど不可能じゃろう」

　それでも何か方法はないかとカイは考える。何も思いつけなかった。

「さあ、早く避難するんじゃ。グズグズしているとこの魔法も破られてしまう」

　魔法を維持しながら、ネーベルはちらりとカイを見る。

「カイ殿、姫様を頼みますぞ」

　その覚悟の眼まな差ざしが、カイに決断をさせた。

「……馭ぎよ者しやさん、やってください」

　カイがそう言うと、馭ぎよ者しやはすぐに馬に鞭むちを入れる。馬車は猛スピードで走りだした。

「ネーベル！」

「姫様！」

　馬車から飛び降りようとするフローラを、カイは慌てて摑つかまえた。フローラはなおも暴れる。

「お前！　ネーベルを見捨てるのか！」

「好きでやってるわけじゃない！　他にどうしろって言うんだ！　グズグズしてたらリーリエさんだって危ないんだぞ！」

「っ！」

　フローラはハッとして唇を嚙かんだ。リーリエは馬車の座席に横たわっている。その傍かたわらには便乗している魔法使いが跪ひざまずき、懸命に治癒魔法をかけている。

「ごめん。言い過ぎた」

「いや、余も感情的だった」

　形の上では謝罪を済ませ、けれど二人の気持ちは真っ暗なままだった。

　こんなときだというのに、空は底抜けに青く明るい。

　葬式のような雰囲気で、馬車は首都へとひた走る。







「……くう」

　一人残ったネーベルは、鼻はな面づらに深い皺しわを寄せた。

　魔神族を閉じ込めている石せつ棺かんの魔法は、物理と魔法の両方を組み合わせた高度なもので、本来なら事前にいくつもの触媒や魔法陣を用意し、複数の魔法使いが協力して発動、維持するものだ。魔法に秀ひいでた狼おおかみ族ぞくでも、一人で使えるものではない。それをネーベルは、自分の命を燃やすことで強引に行使している。

　フローラたちはどこまで逃げただろう。

　馬車はもう見えなくなっている。けれど、それほど時間が経たったわけではない。まだ敵の射程外に出られたかは怪しい。

　石棺内部からは散発的に銃撃の音が聞こえていた。

「無駄じゃ無駄じゃ。わしの命が尽きるまで、この結界は絶対に破れはせぬ。老いたりとはいえ王室魔法使いの底力、甘く見るでないぞ」

　とネーベルはほくそ笑む。

　そのときだった。

「む？」

　石せつ棺かん内部から低く重い、雷のような音が轟とどろき、ネーベルの立っている地面が微かすかに震動する。

「奴やつめ、一体何を……」

　石棺内部の様子はネーベルにも見えない。けれどよくない徴候と察して、ネーベルはさらに命を燃やし結界の強度を上げた。だが、

　ずしん、ずしん、と立て続けの衝撃。今度ははっきりと地面が揺れた。

　さらにもう一発、一ひと際きわ大きな音が響くと同時に、石棺は粉々に砕け散った。

「──くあっ！」

　魔法を打ち破られた反動と、物理的な衝撃波によってネーベルは吹き飛ばされ、草原に尻しり餅もちをついた。砕かれた石棺が土煙となって立ちこめる。土煙の中にバチバチと短い稲妻が何本も走った。

　土煙が晴れていく。

　砕け散った巨岩の前に、魔神族が立っていた。

　肩の筒が破裂して原形をなくしていた。腕は片方折れ曲がり、全身の傷からバチバチと火花を散らしている。

「……何と……」

　何が起きたのか、ネーベルは理解した。魔神族はあの狭い空間内で、肩の武器を使ったのだ。巨大なクレーターを穿うがつ強力な光球を、自分が巻き込まれることも承知で炸さく裂れつさせ、力技で結界魔法を打ち破った。

　焦げ臭い風の中、魔神族は使い物にならなくなった肩の武器をむしり取って捨てた。それからネーベルを、不吉な赤い目で見据える。

　石棺の魔法に全力を──全力以上の力を注いでいたネーベルは、立ち上がることすらできない。

　もはやこれまでか──いや。

　そのときネーベルは、最後の希望を見つけた。魔神族は石棺魔法を打ち破りはしたが、依然として閉じかけた異次元ゲートに引っかかっている。

（時間を……少しでも時間を稼ぐのじゃ……）

　ネーベルは残った魔力の全てをゲートに集中した。

「刻の聖霊よ！　星の聖霊よ！」

　緩みかかっていた異次元ゲートが、ネーベルの魔力に呼応して縮小する。

『……！』

　小さくなった異次元ゲートが、魔神族の半身をその場にがっちりと捕らえた。魔神族は一瞬戸惑い、すぐにそれをなしたのがネーベルだと気づいたようだった。赤い片目に不吉な光を宿らせて、左手の銃剣をネーベルへと向ける。

（姫様……どうかご無事で……！）

　ネーベルがぎゅっと目を閉じる。

　草原に無慈悲な銃声が響き渡った。
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　遺跡から脱出した一行は、首都に向かって街道をひたすらに南下する。

　馬の消耗など考えもしない全速力で、しかし首都へとたどり着いたのは、夜になってからだった。

　街の入り口で経済振興局の職員たちを下ろすと、身軽になった馬車は病院へと急行した。

　病院の入り口では、医者と看護師が一行を待ち受けていた。カイの機転で先に馬を走らせ、怪け我が人にんが行くことを知らせておいたのだ。

「患者は！」

「こっちです！」

　看護師たちが馬車に群がり、周囲はあっという間に騒然となった。

「あなたは怪け我がはしてないの？　なら手を貸して」

　看護師に言われて、カイはリーリエを馬車から降ろす手伝いをした。

「これは……」

　リーリエの傷を見た医者が顔をしかめた。

「銃で撃たれたんです。異世界の強力な奴やつ。ここに来るまで、魔法使いの人が治癒魔法をかけ続けてくれました」

　治療にはフローラの聖女の力も使った。

「……なるほど」

　カイの説明に医者はうなずくと、すぐにリーリエの診断を始めた。

「先生、リーリエは」

　一緒についてきたフローラが、襲いかかるような勢いで訊たずねた。

　医者は聖女様の登場に驚き、しかしすぐに職業人の顔になって、

「すぐに治癒魔法をかけたのがよかった。傷については心配するほどの状態ではない。けれど血を失いすぎている。後は本人の体力次第だが……」

　言葉を濁したそのことが、答えのようなものだった。

「大丈夫だよ。リーリエさんめちゃくちゃ強いし、体力だって僕なんかよりずっとあるし」

　カイが慰めを口にする。けれどフローラの顔は蒼そう白はくなままだ。まるで自分が怪け我がをしたように──いや、フローラにとっては、自分が怪け我がをする方がきっとマシなのだ。大切な人々が次々に傷ついていく。これはフローラにとって悪夢であり、地獄であった。震える背中が痛々しい。

　だがしかし、フローラには嘆く時間も与えられはしない。

「陛下！　陛下！　こちらに陛下がいると……おお、陛下！」

　病院の入り口からどやどやと、政府職員たちが切せつ羽ぱ詰つまった顔で駆け込んでくる。

　職員はフローラの前に膝ひざをつき、

「陛下、ご無事でございましたか。先ほど早馬が来ましたが、魔神族が現れたというのは……」

「本当です」

　フローラの言葉に職員たちは絶句する。

「官邸の方は？」

「正直に申しますと、現在、大混乱しております。なにぶん前ぜん代だい未み聞もんの出来事ですので、大臣たちの意見もまとまっておりません。話し合いどころか、ほとんど言い争いの様相で……」

　フローラの問いに、職員は小さくなって答えた。

「姫様……」

　フローラに話しかけ、けれどもカイは続く言葉を見つけられなかった。

　フローラはカイに向かってうなずくと、立ち上がって職員たちに、

「官邸に行きます。私の無事が分かれば、大臣たちも落ち着きを取り戻すでしょう」

　柔和な微ほほ笑えみに、職員たちがほっと表情を緩める。

「余の代わりにリーリエについててやってくれるか？」

　職員たちに聞こえないよう、フローラが普段の口調で耳打ちしてきた。

「いや、僕も官邸に行くよ」

　カイはすぐにそう答えた。

　リーリエの容よう態だいはもちろんカイも心配だ。けれども同じかそれ以上に、フローラのことが心配だった。立て続けの不幸に見舞われたフローラが、まともな精神状態のはずがない。誰かが側にいてやらなくちゃいけない。

「リーリエさんに意識があったら、きっと『私のことはいいから姫様についていろ』って言うだろうし」

　フローラはぐっと言葉を詰まらせ、

「……好きにしろ」







「魔神族！　魔神族だと!?」

「ああ、どうしてこんなことに……」

「これは経済振興局の暴走だ。ひいては財務省の、」

「待て、魔法庁にも責任が」

「インゲマンはどうしている！　こんな事態を引き起こしよって、あの青二才！」

　病院に来た職員の言ったとおり、官邸は大混乱にあった。

　内務大臣、外務大臣を始めとする閣僚たち、それに各省庁の高級官僚たちも集まって、けれどろくに協議もなされていない。何をすればいいのか、どうすればいいのか。未み曾ぞ有うの事態に国家機能は全く対応できないでいた。かろうじて一部の職員が史料をあたって魔神族のことを調べたり、避難計画の策定や、他国へと使者を派遣する用意をしているのだが、命令系統が機能していないので動くに動けないでいる。

　そんな中に、フローラが現れた。

「陛下！」

「おお、陛下」

「聖女様……」

　フローラは官邸に入る前に汚よごれた服を替え、髪を整え、議会を傍聴するときとまったく変わらない姿になっていた。その、見慣れてはいるが可か憐れんな美しさに、大臣たちはハッと息を吞のみ、焦あせりと混乱を鎮しずめた。無論、そうした反応をフローラは狙っていた。

「……皆さん、うろたえてはなりません」

　ことさらにゆっくりと、フローラは話しかける。
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「大変なことが起きてしまいました。ご存じのように、魔神族が復活してしまったのです。誤報であればどんなにかいいのですが、残念ながら事実です。私がその場にいて、この目で見ました」

　ああ、と誰かがため息を漏らした。

「ですが心配することはありません。この国はブラウファルト聖王国。この私が──聖女の末まつ裔えいが治める地です。この国は聖女の加護を受けた国です。このたびの厄やく災さいも、必ずや乗り越えられることでしょう」

「陛下……」

　フローラの静かな語りかけにより、大臣たちは落ち着きを取り戻した。

「そうだ、我が国には聖女様がおられるのだ」

「力を合わせてこの状況を切り抜けるんだ」

「だがどうする？　我が国の軍備では魔神族を倒すことなど不可能だぞ」

「魔神族を倒せるのは、光の剣を持った勇者だけ……」

「となれば、まずはオストラント王国への救援要請だな。すぐに使者を立てよう」

「しかし間に合うのか？」

「民衆は避難させた方がいいな。それと、迎撃の用意も。避難の時間を稼がなくては」

　未み曾ぞ有うの事態に一度は混乱してしまったが、王家に代わって一国を切り盛りしてきた大臣たちはけっして無能ではない。落ち着きを取り戻してしまえば、対策を作るのは早かった。

　最初に行動を開始したのは軍だ。何をするにも相手の情報がいる。偵察隊を組織して、遺跡の魔神族の様子を探りに行かせる。内務省は各地の村へと馬を飛ばして警告と避難の指示を出し、外務省は勇者のいるオストラント王国、そしてブラウファルトの近隣では最も栄えているサウザント王国へと、援軍及び避難民の受け入れ要請の使者を向かわせた。







「陛下」

　と内務大臣がフローラに話しかけたのは、日付が変わる頃だった。

　各省庁は魔神族襲来に備えて忙しく動いている。ここまで来るとフローラの仕事はもうない。実務は専門家たちに任せて、フローラは彼らに安心感をもたらすために、後方で泰たい然ぜんと控えていた。

「たった今、報告がありました。遺跡の異世界ゲートが崩壊し、魔神族が動き出したそうです」

　内務大臣の声にはがっかりした様子がありありと出ていた。

　魔法使いたちの計算によれば、魔神族を挟み込んだ格好で不安定になっていた異世界ゲートが崩壊する際、魔神族が元の世界に弾はじき飛とばされる可能性があったのだ。だが残念ながらそううまくことは運ばなかったようだ。

「ネーベル先生が残っていたはずですが」

「それらしいお姿はどこにもなかったとのことです」

「そうですか……」

　フローラは俯うつむいた。

「魔神族は街道を南下中。奴やつの行動原理は不明ですが、このままですと首都が襲われる可能性があります」

　魔神族が首都へ到達するまで、最短で数時間といったところだろう。オストラントへの救援要請が届くのは、早くても明日の夜だ。ブラウファルトに救援が到着するのはもっと先になる。

「……市民の避難は？」

「すでに指示をいたしました。陛下も避難のご用意を」

「私はぎりぎりまで残ります」

「大変立派な心がけです。しかし、」

「しかしもイノシシもありません。君主が国を捨てて、真っ先に逃げるのですか？　それで民に顔向けできると？　そんなことはできません。兵たちの士気にも関わります」

「ですが……」

「私はあなたたちを信じています。守って下さいね」

　やわらかく、春の花のようにフローラは微ほほ笑えんだ。内務大臣が年とし甲が斐いもなく頰を赤らめるのを、カイは苦笑を浮かべて眺めた。けれどもフローラの笑みの裏に、小さな影があることに、カイは気づいていた。

「……大丈夫？」

　そっと近づき、訊たずねると、フローラは鼻からふん、と息を吹き出した。

「この程度のこと……と言いたいが、確かに少々気疲れしてきた」

「外面を作るのも大変だね」

　カイは冗談めかしていったけれど、これは本当に大変なことだった。国家存亡の非常事態に、いつもと変わらない態度を維持すること。それによって周囲の人々を安心させること。その心労は想像を絶する。

「一つ頼まれてくれないか？」と、フローラ。

「何？」

「お使いだ。聞いていたように、万一に備えて市民は避難させることになった。行き先はサウザント」

　カイはうなずいた。ブラウファルトの周辺国で、大勢の避難民を収容できる余裕のある国はサウザントしかない。

「ことのあらましは急使が伝えるはずだが、それだけでは信じてもらえるか少々不安だ。そこで今から親書を用意するから、サウザントに向かう外交官に預けてきてくれ」

　フローラはすぐに二通の手紙をしたため、カイに渡した。

「一つはサウザントへの親書。もうひとつは外交官への指示だ。指示の方はその場で確認させろ」

「分かった」

「頼むぞ」

　カイはちょっと首を傾かしげた。いつものフローラなら、「ほらできたぞ、とっとと行け」なんて命令するのに。まあ普段とは状況が違いすぎる。気丈に振る舞っていても、内心はそうでもないのだろう。

「すぐ戻ってくるから」

「うむ」

　フローラがうなずく。カイは手紙を懐ふところに入れて駆け出した。

「……元気でな」

　フローラがそう呟つぶやいたことを、カイは知らない。
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　官邸を出たカイはまっすぐに南の広場へと向かう。

　街には不気味な静けさがあった。住民が逃げ出して人ひと気けの失うせた街は、寝静まった夜とは違う、言いようのない雰囲気がある。

　真夜中の街のあちこちに、揺らめく火の玉が行き来していた。まだ避難をしていない人がいないか確かめている兵士たちの松明たいまつだ。カイも呼び止められたが、

「姫様……陛下の使いでサウザントに向かう外交官へ手紙を届けるんです」

「それなら急いだ方がいい。いや、送っていこう」

　そう言うと兵士は呼び子を吹き、仲間の騎兵を呼び寄せた。

「すみませんわざわざ」

「いいってことよ。大事な手紙なんだろ」

　騎馬に乗せてもらって、カイは通りを駆け抜ける。

　南の広場は街中とうって変わって、大勢の人々が集まっていた。

「荷物は置いていけ！　いざというとき邪魔になるだけだ！」

「私ら、助かるんですか……」

「じたばたしても始まらんだろうに……」

「陛下を、聖女様を信じるのだ！」

「魔神族復活など何かの間違いだろう。明日も仕事があるんだぞ」

「道から外れないように！　足下に気をつけて！」

　不安に表情を曇らせる老人。現実を信じたくない職人風の男。乱れる列を何とか整え、スムーズに避難させようと声を張り上げる兵士たち。

　カイは避難民たちの声を聞きながら、彼らを追い越していく。

　こんなことをしていていいのだろうか──ふと、そんな思いがよぎった。騎士になりたいと思ったのは、無力な人々の代わりに戦うためではなかったのか。だが現実問題として何ができる？　残って魔神族と戦う？　何の役にも立つまい。

　胸のもやもやを抱えたまま、さらに進んでいく。

　列の先頭には、護衛の兵士を随ずい伴はんした、大きめの馬車が数台連なっていた。

「ありがとうございます」

　カイはここまで送ってくれた騎兵に礼を言い、馬から下りた。

　カイの接近に気づいた護衛が、警戒して近づいてくる。

「何者か？」

「王室特別財務顧問のカイ・バノーネです。外交官の方はいますか？　陛下からの預かり物があるんです」

　馬車が止まり、すぐにひげ面づらの男が顔を出してきた。

「陛下からの預かり物？」

「サウザントへの親書です。もう一通はあなたへの指示だそうです。すぐに確認するように、と陛下のお達しです」

「む……」

　外交官は眉み間けんに皺しわを寄せ、緊張に震える手で親書と指示書を受け取った。指示書を読み、眉間の皺しわをさらに深くする。

「……了解した。乗りなさい」

「乗れとはどういう……？」

　聞き返すカイ。外交官は質問で返してきた。

「バノーネ顧問。君は指示内容は聞いていないのかね？」

「はい。……なんて書いてあったんですか？」

「……『カイ・バノーネを聖女フローラの名みよう代だいとしてサウザントへ派遣する』だ」

「は？」

　すぐには意味が分からなかった。

　外交には外交のプロがあたるべきだ。まだ十六歳の、しかもブラウファルト国民でもないカイが名代だなんてあり得ない。意味がないし、むしろ逆効果でしかない。そんなことが分からないフローラではないだろう。しかもその内容をカイには教えなかった。

（何なんだこの指示は？　姫様は何がしたいんだ？　僕を騙だまして……）

　そのときだった。

　北の空が不意に明るくなり、続いて低く重い雄お叫たけびが聞こえてきた。

「何だ？」

「魔法の光じゃないか？」

　避難民がざわめく。後方から大きな声が上がった。

「戦闘が始まった！　魔神族が攻めてきたんだ！」

「っ！」

　その声に、外交官や兵士たちの顔に緊張が走った。

「……そういうことか！」

　唐とう突とつにカイは理解した。

　フローラの目的はカイを騙だますこと──カイを騙だまして首都から遠ざけることだったのだ。

　フローラはもはや戦闘は避けられないと思っていたに違いない。そして、魔神族の侵攻は予想よりもずっと早いと。

　戦場になる首都からカイを遠ざけるため、フローラは手紙を届けてこいと言ったのだ。

　カイを生かすために。

　カイは悟った。

　フローラは、死を覚悟しているに違いない。

「……馬鹿なことをっ！」

　戻らなくては。

　カイは今来た道を逆に走ろうとした。その腕を、外交官が摑つかんで引き留める。

「何をするんです！　離して下さい！」

「そうはいかない。陛下の指示書には、『君が職務を放棄し逃亡をするようなら拘束してでもサウザントに連れて行くように』とあった」

「そんな！」

　フローラはカイが事実に気づくこと、戻ってこようとすることも読んでいたのだろう。

「僕は逃亡なんかしない！　姫様のところに行くんだ！」

　カイは強引に外交官を振り払った。けれども今度は、外交官の命令を受けた兵士たちがカイを取り囲む。カイは抵抗したが多勢に無勢、すぐに取り押さえられてしまう。

「離して下さい！　こんなことをしている場合じゃないんだ！」

「ええい静かにしろ！」

「離して下さい！　お願いだから！　離して！」

　押さえつけられてもなおもがくカイ。悔しかった。目に涙がにじんだ。

　周囲には人だかりができていた。騒ぎを起こしたカイを、迷惑そうに、不安そうに、遠巻きにしている。その集団の中から、

「……カイ？」

　呼びかける声に、カイはハッと顔を上げた。

「モモさん？」

　面倒なところで面倒な人に会った──このときカイはそう思った。

「あなた、どうしてここに？　何の騒ぎなのこれは？」

　モモはいぶかしげに周囲を見回しながら、人だかりの前へと出てくる。

「姫様が大変なんだ。急いで戻らないといけないのに」

「戻る？　首都に？」訊たずね、モモはハッとしたように、「まさか、フローラはまだ避難してないの？」

「してないどころじゃない。自分を囮おとりにするつもりなんだ。避難民を逃がすために」

「っ！」

　カイの言葉にモモは息を吞のんだ。

　つい先ほど、カイは気づいた。

　遺跡から現れた魔神族は、まずフローラに攻撃をした。初弾は狙いが逸それてリーリエに当たってしまったが、次の攻撃もまた、フローラを狙ってのものだった。

　どうして魔神族はフローラを狙ったのだろう。周囲の魔法使いたちでもネーベルでもなく、本人には何の戦闘力も無いフローラを。あのときは冷静に考える余裕も無かったが、合理性の欠片かけらもない、意味不明な行動だ。

　魔神族の行動原理は分からない。そもそも人間的な思考があるのかも不明だ。

　けれど事実として、「魔神族はフローラを最優先で狙った」。もしかしたら、聖女の血筋に関係のあることなのかもしれない。勇者や聖女が持つ、魔法とはまた違う力は異世界に由来するものだと言われている。そして魔神族もまた、異世界の存在だ。両者には何かの関係があるのかもしれない。想像ばかりだが、かなり真実に近い想像だと、カイは確信している。

　魔神族はフローラを狙い、今も狙っている。居場所も検知できるのかもしれない。迷うことなく首都に──フローラのところに向かってきているのだから。

　このことを、フローラがカイよりも早く気づいていたとしたら？

　フローラはいつでも民のためを思っている。口では自分の贅ぜい沢たくのためと言いながら、いつでも民のために何ができるかを考えている。

　自分を囮おとりにして魔神族を誘導できると知ったら、やるに決まっている。言えば反対されることは、黙っているに決まっている。フローラはそういう人間だ。誰よりも優しいひねくれ者。

「くそっ。どうしてもっと早く気づかなかったんだ……」

　己の間抜けさに腹が立つ。フローラの性格ならよく分かっていたつもりだったのに。

「お願いだから離して下さい！　僕は戻らなくちゃいけないんです！」

　カイは兵士たちに懇こん願がんしたが、兵士たちは取り合わない。これ以上の騒ぎはまずい、避難に影響が出ると判断したのだろう、カイを強引に立たせ、腕を極めて動きを封じながら馬車へと押し込もうとする。

　そこにモモが質問を投げた。

「……あなた一人が戻ったところで何ができるって言うの？」

「分からないよ」カイは答えた。「何の役にも立たないかもしれない。それでも助けたいんだ。姫様に死んで欲しくないんだ」

　だが、このままではどうしようもない。諦あきらめるしかないのか。カイは悔しさに奥歯を嚙かみしめる。

　そのときだった。

「……光の精霊よ、気ままに踊れ！」

　突然、モモが呪文を唱えて右手を振り上げた。その指先からまばゆい光が放たれ、周囲を激しく飛び回る。

「うわっ！」

「なんだこれは！」

　光を直視してしまった兵士たちが目を眩くらませる。その隙すきにモモは全力で兵士にタックルし、カイを解放した。拘束されて俯うつむいていたおかげで、カイは光を直視せずにすんだ。けれども完全にとはいかず、視界に強い残像が映る。周囲がよく見えない。そのカイをモモが引っ張った。

「こっちよ。急いで！」

　モモはカイを引っ張っていくと、カイをここまで乗せてきてくれた騎馬──騎兵は目つぶしを食らって落馬している──の上へと押しやった。それから自分も後ろにまたがる。

「首都に戻るんでしょ？　あたしも行く。行ってフローラを助ける」

「モモさん!?」

　わけが分からなかった。どうしてモモが助けてくれるのだろう。

「あなたは誤解してるみたいだけど、あたし、別にフローラと反目してるわけじゃないわよ」

「え？　それはどういう、」

「話は後。急いで！」

　周囲の兵士たちが目つぶしから立ち直り、カイたちを取り囲もうとしていた。確かにモモの言うとおりだ。グズグズしていたらまた捕まってしまう。フローラを助けられなくなる。

「しっかり摑つかまってて。僕、乗馬の成績ものすごく悪かったから。ハイッ！」

　カイは手た綱づなを握って馬に鞭むちを入れた。

「え？　きゃああああああ！」

　モモの悲鳴を置き去りに、二人を乗せた馬は一路首都へと爆走する。
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「現れました！　魔神族です！」

　首都ブラウファルトの北端に、東西方向に伸びる高い城壁がある。百年前の魔神族襲来の際、街を守るために建設されたものだ。

　とうの昔に役目を終えはずの城壁が今、再び本来の用途で用いられようとしていた。

　錆さびついた門は数十年ぶりに閉ざされ、城壁の上には大勢の兵士と魔法使いたちが並んで、一点を凝視していた。

　勇者街道を、蘇よみがえった魔神族が南下してくる。人の形をして、けれど人ならざるもの。昆虫のような、機械のような鎧よろいを身につけている。体のあちこちから火花を散らし、その光が、夜の闇の中で不吉に瞬またたいていた。ネーベルの魔法を破った際の自爆攻撃で損傷を負い、ふらつく足取りはまるで亡もう者じやのよう──過去の亡霊はしかし、現在進行形の脅威そのものだった。

「各員、戦闘用意！　弓部隊、構え！」

　隊長が命じ、まずは弓部隊が矢をつがえた。

「てーっ！」

　一斉に矢が放たれる。放物線を描いて迫る矢を、魔神族はほとんど避よけようともしなかった。強固な鎧よろいが無数の矢を弾はじく。いくつか鎧よろいのない部分に当たった矢もあったが、同じことだった。

　魔神族相手に、ただの人間が放つ矢など全く効かないことは分かっている。これはあくまでも牽けん制せいだ。

　百年前の戦闘の記録によると、魔神族に有効な攻撃は、勇者の持つ光の剣、一部の魔法攻撃。そして魔神族と同じように、異世界で生み出された兵器。勇者はここにはいない。魔法使いはいるが、魔神族に有効とされる高度な攻撃魔法を使える者は、やはりいない。

　しかし、ここには異世界の兵器があった。春先にリーリエが持ち出した大型狙撃銃だ。あのときは使うことなく博物館へと戻された銃が今、城壁の上から魔神族を狙っていた。

　弓部隊は城壁の主おもに東側から矢を射かけている。そちらに注意を引き、反対側の狙撃銃で魔神族を撃つ作戦だ。銃を構えるのはブラウファルト軍で一番の名手──ただし、弓の。貧乏小国であるブラウファルトでは銃の製造はできないし、当然、専門の兵士もいない。

　選抜された射しや手しゆは一応、小型の銃であれば撃った経験があるが、ぶっつけ本番で遠距離狙撃などできるはずもなく、確実に命中させるため、限界まで敵を引きつける必要があった。

　射しや手しゆはそのときをじっと待っている。

　弓部隊の牽けん制せい射撃を魔神族は完全に無視している。雨粒ほどのダメージもないのだろう。それはそれで好都合だった。まっすぐ歩いてくれるなら、狙いはつけやすい。

「……っ」

　射しや手しゆが粘ねばつく唾つばを飲み込んだ。

　初めて扱うに等しい武器。弾丸はたったの二発。外したら魔神族を──かつてブラウファルトどころかゾーネ列島全土を危機に陥おとしいれた悪鬼を止める方法はなくなる。

（まだか……）

　重圧。これほどの重圧があるだろうか。射しや手しゆの肩も指も小刻みに震えている。

（まだか……）

　射しや手しゆの緊張が限界に達したそのとき、魔神族が道路脇に不自然に置かれた石像──ここまで引きつければまず当たるだろうという距離の目印──に並んだ。射しや手しゆは即座に引き金を引いた。

　ドガンッ！　と、とんでもない爆音を立てて弾丸が発射される。弾丸は音よりも速く、人間の目には絶対に視認できない速度で夜の闇を切り裂き、その銃の本来の射程に比べたら、ほとんど至近距離と言えるような間合いにいた魔神族へと襲いかかった。

　だが──

「馬鹿なっ！」

　必殺の一撃を、しかし魔神族は横にステップして回避した。撃たれる前から射しや手しゆの位置が分かっていて、攻撃される前に反応していたとしか思えない動きだった。実際、そのとおりだった。魔神族は夜よ目めが利きく。人間には見えない光の波長が見える。射しや手しゆは闇に潜んでいたつもりだったが、その姿は魔神族には丸見えだったのだ。

　もしもの話だが、銃と弓の配置が東西逆だったら、狙撃は成功していたかもしれない。魔神族は左目を失っていた。その死角側から撃てたなら。

　だが城壁の東側には針葉樹の枝が大きく張り出していた。枝が風で揺れて射手の視界を塞ふさぐかもしれない──そう考えての配置が、完全に裏目に出てしまった。

「くそっ！」

「焦あせるな！　弾丸はもう一発ある！」

「ああ、今度こそ決める──うわあっ！」

　射しや手しゆは二発目を装そう塡てんすることができなかった。魔神族が左手の銃剣で城壁に射撃を浴びせたのだ。銃撃を受けた城壁が、ビスケットか何かのように砕けていく。上にいた兵士たちは応戦どころではない。城壁もろとも崩れ落ちて地面に投げ出される。射しや手しゆが落とした銃が石畳に弾み、魔神族の前に転がっていった。魔神族はそれを無造作に持ち上げ、力を込めて二つに折り曲げてしまった。ブラウファルト聖王国が保有する、魔神族に通用する唯一の武器が失われた瞬間だった。

「退避！　退避ーっ！」

　防衛戦は一瞬で崩壊した。兵士たちが泡を食って逃げ出す。

　魔神族は煙の立ち上る銃剣をぶら下げて、まるで散歩でもするような足取りで、首都への侵入を果たした。ぐるりと首を巡らせて、街の中心部へと向かう。




　　　　†




「子供の頃にね、あたし、やらかしたことがあるのよ」

　首都へと向かう馬の背で、モモはカイの肩に頭をくっつけるようにして話し始めた。

「あたし、山奥の村の出でしょ？　街の学校の子供の中には、田舎いなか者ものが成績優秀なのが気に入らないって子がいて、それでちょっと……いじめられてたというか。最初は我慢してたんだけど、あたしが黙ってたら、相手はどんどんエスカレートしてきて。あたしがフローラと仲良くなったこともその子の気に食わなかったみたい。『田舎者が俺たちの聖女様に媚こび売ってるんじゃねえよ』って。お父さんが買ってくれた辞書を燃やされて、それで我慢の限界が来ちゃって、やっちゃったのよ。魔法で。ううん。暴発したみたいなもの。カッとなって叫んだら相手が吹き飛んでて。あたしは何も考えられなくなって、下宿に逃げ帰って震えてた。怪け我がはたいしたことなかったんだけど、その子の親が有力者で、カンカンになって学校に怒鳴り込んできて。あたしはもうこれでおしまいだと思った。そのときね、フローラが『犯人は私です』って名乗り出たの。私の身代わりになって」

「でも、だって……」

「ええ、フローラは魔法が使えない。犯人が誰かなんて明白過ぎるほどに明白。でもフローラはその噓うそを押し通した。聖女には魔法じゃなくても特別な力があるんだ、相手の男の子があまりにも酷ひどいことばかりするから成せい敗ばいしたんだって言い張るの。実際その子は、かなり目に余る子だったし、まさか聖女様を処罰なんて出来ないじゃない？　それでその件はうやむやになって、あたしは無罪放免。その子は別の学校に移って、あたしはそれまでどおりに学校に通えるようになった。それで、フローラに訊たずねたの。『どうしてあんなことをしたのか』って」

「そしたら？」

「助けたんじゃない。恩を売ったのだ。これでお前は余に一生頭が上がらないだろう」

　モモがフローラの口ぶりを真ま似ねたので、カイは思わず笑ってしまった。その拍子に馬の向きが変わり、慌てて手た綱づなを引いて修正する。

「姫様らしいね。素直じゃなくて、へそ曲がりで」

「でも、誰よりも優しい」

　カイはうなずいた。モモは話を続ける。

「ずっと経たって、あたしが落ち着いた頃にぽつりと『気づいてやれなくてすまなかった』って。フローラだってお母さんが亡なくなったばかりで大変だったはずなのに、あたしのこと心配してるのよ。自分の痛みや苦しみよりも、相手のことを気にしている。他人思いもここまで来れば病気みたいなものだわ。……それで私、思ったの。フローラの優しさは、いつかフローラ自身を追い詰めるんじゃないかって。フローラはいずれこの国の女王になる。友達を庇かばって罪を背負うことを厭いとわなかったフローラは、女王になったら国民のために自分を犠牲にすることを躊躇ためらわないだろうな、って。国民にとってはいい女王様かもしれないけど、あたしはフローラにそんなふうになって欲しくなかった。フローラを助けたかった。重荷を取り除いてあげたかった。だから……」

　僕らは似ているのかもしれない。カイはそう思った。

　カイはフローラのそばで助け、支えることを考えた。重責が少しでも軽くなるように。

　モモはフローラの重責そのものをなくそうと考えていた。

「だから、王制の廃止だったんですね」

　背中のモモがうなずいて、額をカイの肩に当てた。

「フローラはそんなことしてくれって言ってないのにね」モモはため息をつき、「頼まれもしないことをして、とんでもない事態を引き起こして、逆にフローラに迷惑をかけてる」

「不幸な事故だよ。魔神族の復活は。モモさんのせいじゃない」

「止める機会はあったのよ。あたしがインゲマン局長を説得できていたら、言われるままに実験の規模を拡大したりしなかったら……。そしてあたしはまた、責任も取らずに何も考えられずに、『女子供は避難しろ』って言葉にすがって一人で避難して。同僚は魔神族迎撃のために残ったのに。あたし、子供の頃から何にも変わってない……」

「そんなことない！」カイは大きな声で言った。「モモさん、さっき、僕のこと助けてくれたじゃないですか！　今こうして姫様を助けに向かってるじゃないですか！」

「カイ……」

　モモの声が震えていた。顔は見えないが、泣きそうになったのだろう。ズズッと洟はなを啜すする音がして、

「……そうね。今度はあたしがフローラを助ける番」

　二人を乗せた馬は避難民たちとは逆に、夜道をひたすらに北上する。ほどなく首都が見えてきた。火災が街を照らしている。銃声が聞こえる。魔神族はすでに街に侵入し、戦闘になっているらしい。

　カイは、ここで不安になった。がむしゃらに突っ込んだところでフローラを助けることはできない。

「モモさん、魔神族を倒す方法はあるんですか？」

「あたしたちには無理よ」

　モモが非常な現実を口にした。考えるまでもないことだった。カイたちで倒せるような相手なら、そもそもこんな事態にはなっていないのだ。

「……でも、手がないわけでもないわ」

「本当に!?」

「ええ。もう一度異世界ゲートを開くの」

「そうか！　倒せなくても追い返すことができれば！」

「でも、うまくいくかは分からないわ。送還は単に召喚の逆をやればいいってものじゃないの。もっとずっと難しい。理論もまだ仮説の段階。召喚するのが精一杯の私たちでは……」

　現実的には不可能だ、とモモは言いたいのだろう。だが他に選択肢はない。

「やろう。無理でも何でも成功させるんだ。姫様を助けるにはそれしかない」

「そうね、ええ、そのとおりだわ。やるしかないならやるだけ！　行きましょう！」

「ああ！」

　カイは馬に鞭むちを入れ、喧けん噪そう飛び交う市街へと飛び込んでいった。
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「防衛戦が突破されました！」

　官邸に伝令の兵士が息せき切って飛び込んでくる。

「詳細不明ながら負傷者多数！　切り札の狙撃銃は通用しなかったとのこと！」

「なんと……」

「魔神族の動向は？」

「まっすぐに街の中心部に向かって進行中です！」

「勇者は!?　勇者の方はどうなっている！」

　会議室に動揺が走る。勇者など間に合うはずがない。救援要請の早馬は、勇者の末まつ裔えいが住むオストラントに到着するどころか、ようやくブラウファルト領を抜けたかというところだろう。

「かくなる上は我々も脱出するしか……陛下」

　内務大臣が振り返り、フローラに確認を求める。

「仕方ありませんね。全員、急いで脱出を」

　会議室に詰めていた閣僚たち、官僚たちが一斉に動きだす。万一に備えて脱出の用意はすでにさせてある。男も女も、老いも若いも、ろくな荷物も持たずに早足で官邸から出ると、車寄せに並んでいる馬車へと乗り込んでいく。

　七台用意された馬車の、中央の車両にフローラは乗り込んだ。どの馬車にも魔法使いや、武器を持った兵士が乗り込んでいる。車列の周囲には馬に乗った魔法使いと兵士たち。襲われたときのための備えだが、それが気休め以下に過ぎないことは誰もが分かっていた。

「出発します！」

　先頭の馬車を操る馭ぎよ者しやが、引きつった声で宣言した。馬車の群れが動き出し、加速し、平時には絶対に許されない速度で街路を突っ走り始める。

　真夜中の街路を馬車は爆走する。住民が避難した無人の街に、逃げる人々は血走った目を向けた。車輪の回る音が、馬の蹄ひづめがやたらうるさく感じる。これのせいで敵に見つかってしまうのではないか。そこの暗がりから魔神族が襲いかかってくるのではないか。次の瞬間には馬車がひっくり返り、何も分からないうちに死んでしまうのではないか──そんな恐怖を、誰もが共有していた。と、

「出たあっ！」

　誰かが幽霊でも見たような悲鳴を上げた。ある意味では間違ってはいない。それはこの世界の範はん疇ちゆうに入らないもの。

　車列と交差する道路。人も馬車も失うせた廃はい墟きよのような通りをゆっくりと、しかし迷いのない足取りで、魔神族が近づいてくる。鈍く光る隻せき眼がんが、馬車の列を舐なめるように見回す。

「魔神族!?　あれが！」

　魔法庁長官が目を見張る。約百年ぶりにこの世界に襲来した悪あつ鬼き。異い形ぎようの、生物とも機械ともつかない姿。直接目にするのは全員初めてだったが、一目見ただけで、理解できた。あれは本当に、ただ破壊と殺さつ戮りくのためだけに存在しているのだ、と。

「応戦しろ！　馬車に近づけさせるな！　ブラウファルト軍の意地を見せるのだ！」

　将軍の檄げきが飛ぶ。兵士たちが弓やボウガンで魔神族に狙いをつけ、魔法使いは杖つえや書物を構えて呪文を唱え始める。

「放てっ！」

　渾こん身しんの一斉攻撃。無数の矢、そして魔法によって生み出された火球と雷らい槍そうが一直線に魔神族へと襲いかかる。

　魔神族は両腕で顔を守るように構えた。その腕に矢弾が降り注ぐ。続いて雷らい槍そうが直撃し、最後に無数の火球が連続して炸さく裂れつし、魔神族を巨大な松明たいまつへと変えた。

　燃えさかる炎に包まれて、魔神族の体がぐらりと揺れる。

「やったか!?　……ああっ！」

『……ッ！』

　倒れかけたかに見えた魔神族はしかし次の瞬間、体を大きくのけぞらせ、両腕を振り上げて全身の炎を払った。炎は周囲の建物に燃え移り、たちまち燃え上がって、異い形ぎようの悪あつ鬼きを赤々と照らし出した。再び歩き出す。攻撃が効いた様子は全くなかった。

「あ、あれだけの攻撃を受けて……かすり傷にもならんだと……？」

　魔神族は全身各所から煙を立ち上らせながら、左手の銃剣を持ち上げる。

「ひいっ！」

　銃剣が火を噴いて、官僚たちが悲鳴を上げた。

　馬車の車体が弾はじける。車輪が砕かれ大きく傾く。銃弾は馬にも命中し、痛みに暴れた馬に引っ張られて、無数の馬車が横転した。横転した馬車に別の馬車が突っ込み、全ての車両が走行不能になる。乗員はほとんどが路上に投げ出された。

「うあっ！」

「もうおしまいだ……」

　移動手段を失った人々に向かって、魔神族はゆったりと、嬲なぶるようなペースで近づいてくる。

　そのときだった。フローラが走り出したのは。

　カイが推測したとおり、フローラは自分が狙われている可能性に、ずっと前から気づいていた。いざとなったら自分を囮おとりにしようと、決めていたのだ。

「陛下！　どちらへ行かれるのですか！　危険です！」

「奴やつの狙いは余だ！　余が囮おとりになるから、お前たちはそのまま離脱しろ！」

「陛下!?」

　外そと面づらをかなぐり捨てたフローラの言葉に官僚が目を白黒させた。

　フローラが飛び降りたことに気づいた兵士たちが、フローラを保護しようと集まってくるが、

「陛下！　今お助けします！」

「来るな！　勅ちよく命めいである！」

　勅命とまでいわれて兵士たちは動揺する。大臣たちも官僚たちも指示を下せなかった。

　君主であるフローラのことは守らなくてはいけない。けれど自分の命も惜しい。「命を賭として主君を守るのが臣民では？」「陛下の命令には従わなくてはいけない」──相あい反はんする思考に挟まれ、何が最善なのか判断ができなくなってしまったのだ。

　フローラは彼らの判断を待ったりはしなかった。すぐに馬車から遠ざかるように走り出した。

「陛下！」

「生きるのだ！　生き延びて民を守れ！」

　閣僚たちに最後の指示を下し、フローラは全力で走った。

　先ほどの攻撃を運良く免まぬがれた騎兵たちを掃そう討とうしようとしていた魔神族が向きを変え、フローラを追いかけ始める。

「そうだ！　こっちに来い！　唐とう変へん木ぼく！」

　フローラは魔神族を挑発しながら走る。言葉が通じるとは思っていなかったが、言わずにはいられなかった。自分を奮い立たせるために。

　魔神族が追いかけてくる。フローラは背後を気にしすぎていた。

「陛下！　前を！」

「えっ──あうっ！」

　路上にタンスが倒れていた。避難民が家から持ち出し、「避難の邪魔になるから置いていけ」という兵士の指示でその場に放置していったものだ。そんなものがあるとは思ってもいなかったフローラは対応できず、足を引っかけて盛大に転んだ。

「……うっ、くう……」

　タンスの縁に嫌というほど脛すねをぶつけた。たちまち脛すねが熱を持つ。そこに魔神族が近づいてくる。逃げなくてはと思うのだが、立ち上がれない。痺しびれて力が入らない。

　魔神族がさらに近づいてくる。弾薬を使うまでもない、銃剣で突き刺せば殺せると考えているのだろう。

「簡単に殺されてやるものか！」

　フローラはタンスの引き出しを引っこ抜いて魔神族に投げつけた。タンスの中身が周囲に飛び散る。引き出しは魔神族の足下にすら届かなかった。フローラは無理矢理立ち上がり、けれど一歩目を踏み出したところでまた転んだ。炎に照らされた影が地面を伸び、フローラを包んだ。振り返ると、すぐ目の前に魔神族が立っていた。魔神族が銃剣を構え、突き出す。フローラはぎゅっと目を閉じた。

　脳裏に無数の顔が浮かぶ。父親、母親、リーリエにネーベル。そして、

「姫様────────っ！」

　闇を切り裂く呼び声にフローラは目を開いた。

　馬にまたがったカイが疾走してくる。体を今にも落馬しそうなほどに傾かせて、目一杯手を伸ばしている。

「カイ！」

「姫様！」

　魔神族が迫る。

　フローラは足あし下もとに落ちていた何かの布を魔神族に向かって投げつけた。一瞬の隙すきを作り、カイに向かって手を伸ばした。カイが限界まで手を伸ばしてフローラの手を摑つかむ。魔神族の銃剣の切っ先が危ういところをかすめていった。フローラは馬上に引き上げられた。

　助かった。いや、まだだ。魔神族が銃口を向けている。

　カイはフローラを懐ふところに抱き込むと、ぐっと体を前に倒す。銃剣が火を噴く。馬が加速する。

「しっかり摑つかまって！」

　カイが馬の走る向きをでたらめに変えて回避する。

　降り注ぐ弾雨の音を聞きながら、意外に逞たくましいカイの胸に、フローラは頰を押し当てる。

「馬鹿！　何で戻ってきたんだ！」

　助けてもらって嬉うれしかったのに、フローラは素直に礼を言えず、怒鳴りつけていた。

「馬鹿はそっちだろ！」

「っ！」

　謝るかと思ったカイに怒鳴り返されて、フローラは息が止まるほどびっくりした。一瞬目を丸くして、けれどすぐに目を吊つり上あげて言い返す。

「お前の方がバカだ。巻き込まれないようにしてやろうという余の意図が分からなかったのか！」

「分かったさ！　分かったから馬鹿だって言うんだよ！」

「何ぃ!?」

「姫様が僕に死んで欲しくなかったように、僕だって姫様に死んで欲しくないんだよ。もっと自分を大事にして欲しいんだよ。そのぐらいのこと分かってよ」

「……」

　フローラは真顔になった。

　自分は女王で、聖女で、皆を助ける側だと、ずっとそう思っていた。他人を助けるのが自分の務めで、その逆はないのだと思っていた。だがそれは、大きな勘違いだったのかもしれない。

「……そうだな。お前の言うとおりだ」

「分かればいいんだ」

　カイはフローラみたいな偉そうな口調で言った。

　こいつめ、とフローラは笑い、肩の力を抜いた。自分が今まで、どれだけ張り詰めていたかを知った。

「だがこのままやられたらやっぱり馬鹿だぞ」

　二人は背後の様子をうかがった。魔神族は走って二人を追いかけてきている。馬と同じくらい速い。見逃してくれることはないだろう。

「策ならあるよ！　死ぬほど分ぶの悪い策だけどね！」

「それは素晴らしいな！　ゼロが一になるのは！」

　フローラの言葉にカイが笑う。どちらの目にも、もう絶望はなかった。

　絶対に生き延びて明日を摑つかむ。二人はそう確信していた。
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　ほんの少し時間を遡さかのぼって、カイとモモが市街に突入した直後──。

　モモはカイの肩越しに、燃えさかる街と横転した馬車、その周辺で戸惑う人々、そして一人遠ざかっていくフローラを見た。

「カイ！　あそこ！」

「ああ、見えてる！」

　魔神族は官僚や兵士たちには目もくれず、逃げるフローラを追いかけている。やはりフローラが最優先目標なのだ。急いでフローラの元に駆けつけたい──その気持ちを、モモはぐっと押さえた。自分のやるべきことは他にある。

　モモは馬の背に手をついた。跳び箱を逆に跳ぶような格好で馬から飛び降りる。

「風の精霊よ！」

　すとんと落ちるその体を、魔法の風が受け止めて、馬から蹴けられるのを防いだ。それでも落下の勢いを完全には殺せない。背中から落ちたモモは、無様に何度も地面を転がる。

「フローラのこと、頼んだわよ！」

　走り去るカイに向かって叫ぶと、モモは馬車の方へと急いだ。

「レールリング！　避難したんじゃなかったのか！」

　知り合いの官僚が驚いている。

「みんな、力を貸して！　もう一度異世界ゲートを開いて、魔神族を元の世界に追い返すの！」

「そんなことができるものか！　送還魔法はまともな理論も打ち立てられていないのに！」

「できるわ！　ううん、やる！　この私がやってみせる！」

　モモは強く胸を叩たたく。

　人々は戸惑い……けれどすぐに、

「このまま逃げたっていずれ追いつかれる……」

「我が国きっての駿しゆん才さいが言うのだ。賭けてみてもいいのでは？」

「だな、我々だって、陛下を見捨てたくない気持ちは一緒だ」

　政治家も兵士も魔法使いも、皆、迷いを捨てた顔でモモを見つめていた。

「みんな……ありがとうございます！」

　落馬の際にひび割れてしまった眼鏡の奥の目に涙を浮かべて、モモは深く頭を下げた。
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　カイの役目は、モモが送還魔法の用意を整えるまでフローラを連れて逃げ回り、時間を稼ぐことだ。

「三時間もあれば用意はできる、って言ってたけど……」

　果たしてそれまで保もつのだろうか。今どのぐらい経たったのだろうか。

　フローラを抱えた二人乗り。馬は街路を疾駆する。ちらりと振り返ると魔神族は追ってきている。二本の足で大地を蹴けり、信じがたいことに馬と変わらないペースで、全く速度を落とさず走り続けているのだ。

「くっ」

　カイは何も、つかず離れずの距離を保とうとしているわけではない。引き離そうにも引き離せないのだ。

　どういう方法かは分からないが、魔神族にはフローラの居場所が正確に分かるらしい。遺跡から首都へも迷わずやってきたし、その後も官邸から脱出したフローラたちを正確に追尾して市街で襲いかかった。

　時間稼ぎのために、カイは一旦首都から離れるつもりでいた。魔神族が自分たちを追ってきてくれれば、街は完全に安全になる。後は頃合いを見計らって戻ってきて、大神殿に用意されているであろう、送還の魔法陣に魔神族を誘い込む。しかしその作戦は、逃走を始めてすぐに無理だと分かった。

「このままではまずいな」

　フローラの呟つぶやきに、カイは苦々しい思いで唇を嚙かんだ。

　魔神族は追いかけながらも散発的に銃撃を仕掛けてきている。射線から逃れるため、カイは進路を頻繁に変えなければいけなかった。曲がり角があれば曲がり、なるべく建物を挟むようにして射線が通らないようにしていたのだ。そうした無茶な走りを続けていた結果、馬がへばってきている。一方の魔神族は体力も底なしらしい。全く変わらないペースで、機械のようにこちらを追い続けている。

　いずれこちらの馬が走れなくなる。そうなる前に何か手を打たなければいけないのだが、

「来るぞ！」

　後ろを見ているフローラの警告。カイは何も考えずに手た綱づなを引いて馬の向きを変えた。無数の弾丸が生み出す突風が耳元を通過していく。どうにか躱かわせた。

「また来る！」

「くっ！」

　際きわどいところにもう一発。これも躱かわして、けれど次は無理だ。

「あっ！　奴やつが銃を捨てたぞ！　きっと弾切れだ！」

　朗報。しかしこちらの馬も限界だった。交差点を曲がろうとしたところで足を滑らせ、馬体が大きく傾く。カイは馬の転倒に巻き込まれないよう、フローラを抱えて宙に身を躍らせた。

「くうっ！」

　石畳の上に墜落。強く打ちつけた肩から激痛が走る。構ってなどいられない。すぐに立ってフローラの手を引き走り始める。ほとんど無駄な抵抗だった。

　銃を捨てた魔神族はそれまで以上の速度で二人に迫る。その機械のような手てつ甲こうの隙すき間まから、鋭い二本の鉤かぎ爪づめが伸びた。追いつかれる。カイは剣を抜いた。斬りかかる。パキン、と澄んだ音がして、カイの剣は折れてしまった。魔神族が鉤かぎ爪づめを振り上げる。

「カイッ！」

　フローラが悲鳴を上げた。

「姫様、逃げて！」

　もはやこれまで。せめてフローラだけでも助かって欲しい──カイが自分の運命を受け入れようとしたとき、

「炎熱の精霊よ、大気の精霊よ、怒りのままに爆裂せよ！」

　朗々とした呪文が響き、直後、魔神族の足下で爆発が起こった。その衝撃で魔神族が吹き飛ばされる。何が起こったのかと振り返るカイ。すると、

「こんなタイミングで登場するとは、わしが主人公みたいじゃな」

　深緑のローブをまとった狼おおかみ族ぞくが、人を食ったような笑みを浮かべていた。

「ネーベルさん！」

「ネーベル！　生きてたのか！」

　カイとフローラが驚きを口にする。

「結界魔法を破られたとき、わしもこれはダメかと思ったのですがな。あやつ、どういうわけかわしを無視して行ってしまうではありませぬか」

「あれはどうも、余を最優先で狙っているらしいのだ。先も兵士たちを無視して余を追いかけてきた」

「ほほう、姫様を。……自分たちの脅威となる『聖女』を狙うようになっているんじゃろうか？　しかしどうやって他の人間と区別をしているのか……これは大変に興味深い……」

「悠長に考察してる場合じゃないですよ！」

　カイは怒鳴った。吹き飛ばされた魔神族が起き上がって、再びこちらに向かってきている。

「走れ！」

　カイたちは一斉に走り出した。魔神族が追ってくる。けれどもその速さは、馬を追いかけていたときほどではなかった。この魔神族は召還された時から傷ついていた。向こうの世界で戦闘中だったのかもしれない。その傷ついた体で長い距離を移動し、戦闘を続け、止めにネーベルの爆裂魔法を受けたことで、ついに歩行能力に障害をきたしたのだ。

　これなら逃げ切れるか──いや、カイはよくても、老齢のネーベルとフローラは逃げ切れない。足止めの必要がある。

「何か武器は……」

「カイ殿、これを使うのじゃ」

　そう言ってネーベルが渡してきたものは、リーリエがいつも腰に下げていた細剣だった。遺跡に落ちていたのをネーベルが回収してきたのである。

「勇者の光の剣ほどではないが、こいつも相当な業わざ物ものじゃぞ」

　カイは細剣を受け取った。リーリエさん、ありがたく使わせてもらいます──心の中で感謝を述べ、剣を抜く。鞘さや走ばしりは水のように滑らかだった。これは確かに業わざ物ものだ。

「おおおっ！」

　剣を振り上げ、カイは魔神族へと突っ込んだ。

　これまで逃げ回っていた相手が突然反撃をしてきたことで魔神族の反応が遅れる。カイの一撃が魔神族の胸を斜めに走る。皮一枚。しかし確かな傷がついたことにカイは自信を得た。

　魔神族が鉤かぎ爪づめを振るう。しゃがみ込んで回避、脛すねに斬りつける。防具に弾はじかれる。蹴けりが飛んでくる。避けられない。受けながら自ら後ろに跳んでダメージを減らす。起き上がって剣を構える。今度は魔神族の方から仕掛けてくる。神速の攻撃をカイは細剣で受け流す。カウンターの一撃を差し込み、深追いせずに離れる。踏み込んで突き。反撃を誘って紙一重で躱かわす。

　剣術道場の同期が見たら、驚きすぎて魂が抜けるような光景だろう。下から数えた方が早いような腕前だったはずのカイが、異世界の悪あつ鬼きと渡り合っているのだから。

　カイは今、魔神族を倒そうとは思っていなかった。フローラを守ること、相手の足を止めて時間を稼ぐこと。それだけを考えて剣を振っている。

　──お前には戦う理由がない。だから強くならないんだ。

　かつて通っていた剣術道場で、カイは師範にそう言われたことがある。

　カイの剣には目的がないと。

　何となく騎士にあこがれているだけなら止めろという忠告だったのかもしれない。

　だが今、カイは明確な目的を持って剣を握っている。

（姫様を守るんだ……僕が）

　倒す剣ではなく、守る剣。

　背後にフローラの気配を感じる。

　唐突に、師範の言葉の意味が分かった。

　──少なくとも俺は、「市民」なんてあやふやなもののためには戦えねえ。きっとお前もそうだ。誰だってそうだ。

　全くそのとおりだった。顔も分からない誰かのために、あやふやな「正義のため」になんて、人は戦えないのだ。

　けれど守るべき相手が見えているなら。その顔が思い浮かぶなら、人は無限の力を出せる。

　たった一人の大切な人のために戦う。

　騎士になる──「剣を捧ささげる」とは、そういうことなのだ。

「ここは僕が何とかします。ネーベルさんは大神殿に行ってください！　モモさんが奴やつを元の世界に追い返す準備をしています！」

「なんと、送還するつもりか!?　一いちか八ばちかじゃが、確かに最善手じゃ」

「今は一人でも多くの魔法使いが必要なんです」

「心得た！」

「たああああっ！」

　カイは裂れつ帛ぱくの気合いを込めて魔神族に打ち込んだ。細剣と鉤かぎ爪づめが激しく打ち合い火花を散らす。攻めるようでいてその本質は守。変化し、攪かく乱らんし、幻惑する。相手を倒すことはできないが、決して破られない鉄壁の剣術。騎士にあこがれ幼い頃から続けてきた鍛錬の結果が、今、本人にも想像もしなかった形で開花したのだ。

　魔神族と斬り合いながらも、カイはきちんと周囲の状況を見ていた。カイが斬り結んでいる間に、フローラは十分に距離を取っている。それを見計らって、自分も魔神族から離れる。魔神族は迷うそぶりを見せたが、フローラの追尾を再開した。そこに再びカイが斬りかかる。魔神族は応戦する。しばらく斬り合ってまた離れる。相手にしてみればうっとうしいことこの上ないだろう──魔神族に人間のような感情があれば、だが。

　うまく時間を稼ぎながら、カイとフローラは少しずつ、少しずつ大神殿へと近づいて行った。時間は十分に稼げた。決着のときだ。

　神殿前の広場に入る。そこには、遺跡で見たものとよく似た魔法陣が用意されていた。

「フローラ！」

　モモの声。

「準備は!?」

「できてるわ！」

　ここまで、カイの剣術は魔神族を翻ほん弄ろうしていた。だが、終わりのない防御は神経を酷ひどく擦り減らす。体力的にも限界が近づいていた。

「あっ！」

　疲労が足をもつれさせた。ゴールが見えたという油断もあったかもしれない。迫り来る鉤かぎ爪づめを、何とか細剣で受け流す。けれど次に飛んできた拳こぶしはどうしようもなかった。内臓をえぐる一撃がカイの脇腹にめり込む。

「ぐっ！」

　カイは体をくの字に折って吹き飛ばされた。地面に大の字に倒れ、口から血を吐く。

「──ッ！　ガハッ！」

　立ち上がろうとしたが、体に力が入らなかった。

　カイにとどめを刺そうと魔神族が近づいてくる。

　その頭にコツンと、小石が当たった。

「おい化け物！　余はこっちだ！」

　フローラがもうひとつ小石を投げて魔神族の注意を引く。

『……』

　魔神族は再びフローラを標的に切り替えた。

「姫……様……」

「もういい！　もう立つな！　お前はよくやった！　後のことは任せて休め！」

　魔神族を引きつけ、フローラは魔法陣の反対側へと走る。周囲にはモモとネーベルを初めとした大勢の魔法使いたち、結局逃げずに魔法陣の用意を手伝った政治家や官僚たちが、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　魔神族がまっすぐにフローラの元へ向かう。魔法陣に踏み込む。

「今よ！」

　モモが合図をすると、魔法使いたちが一斉に詠唱を始めた。魔法陣全体が青く輝き始める。中央が一ひと際きわまばゆく輝き、異世界ゲートが魔神族の直近に開く。

『……！』

　異世界ゲートに魔神族が捉えられた。強い引力が働いているのだろう。傷だらけになった体がゲートに吸い込まれ、しかし途中で止まった。

「どうした!?」

「ゲートが予定よりも小さいのよ！　魔力が足りないんだわ！　これじゃ向こうの世界へと送り出せない！」

　首都に残っていた、魔法の使える人間は全員かき集めた。大魔法使いネーベルという援軍もあった。けれども皆、それまでに消耗しすぎていた。全員が残った魔力を限界まで引き絞ってのこの結果である。これ以上は何をどうやっても無理──ではない。

「まだ手は残っている！」

　フローラはモモを魔法陣から引き離した。一人抜けたことで魔法陣の維持が難しくなり、静止していた魔神族が再び動き出そうとする。

「フローラ、何を!?」

　モモが悲鳴のような声を上げた。

「すぐに済む！　じっとしていろ！」

　フローラはモモを怒鳴りつけると、自分の親指の付け根を歯で嚙かみちぎった。溢あふれる鮮血を指ですくい取り、モモの額にまじないの印を書き記す。

「これは……」

　聖なる加護──対象の魔力を一時的に増幅させる、聖女の力。

「体の奥から魔力が溢あふれてくる……。これならっ！」

　モモが再び魔法陣に加わる。聖女の力で増幅された膨大な魔力を注そそぎ込こまれ、魔法陣は桁違いの光を放つ。

　フローラは他の魔法使いたちにも次々と、聖女の加護を与えていった。

「みんな、これで最後よ！　がんばって！」

　モモが魔法使いたちを鼓こ舞ぶする。魔力を増幅され、気力も取り戻した魔法使いたちが再度詠唱を始める。送還の魔法陣が輝きを増す。異世界ゲートが大きく広がり、しかし、魔神族を追い返すには至らない。

「まだ足りないと言うの……」

　モモがうめく。魔法使いたちの顔に諦あきらめが浮かび始める。

　そのときだった。

　一つの影が魔法陣へと走り込んだ。ゲートに引っかかる魔神族へとぶつかり、力を込めて押し始める。

「カイ！」

「何をしている！　戻れ！　お前まで異世界に送られるぞ！」

「守る……守るんだ。僕が姫様を……」

　カイには周囲の声が聞こえていなかった。意識を失いかけていた。フローラを守りたい──ただその一念で、動けないはずの体を動かしている。

「守る……絶対に……」

　うわごとのように繰り返しながら、カイは魔神族を異世界ゲートへと押し込んでいく。カイが押したからか、それとも何か別の、まだ解明されていない魔法的な仕組みによるものなのか、魔神族の体が再びゲートの中へと沈み込み始める。腕に続いて肩が、頭が、胴体が光の中に溶け込むように入っていく。

「やったぞ！　魔神族が異世界に送還されていく！」

　ネーベルが興奮した声で叫ぶ。絶望しかけていた人々の顔にも生気が蘇よみがえる。

　だが、異世界ゲートは魔神族と一緒に、カイも吸い込み始めていた。

「カイ！　もういい！　離れろ！」

　フローラが声をかけるが、意識のないカイには届かない。

「魔法を止めろ！　このままではカイが!?」

「中止したら魔神族まで戻ってきます！」

　魔法使いの一人が悲鳴を上げた。

「ええい！」

　フローラは一瞬も迷わなかった。魔法陣に駆け込み、光の中に消えていこうとしていたカイの腕にしがみつくと、力一杯引っ張り始める。

「姫様！」

「フローラ！　戻って！」

　ネーベルとモモの声を聞きながら、フローラは構わずカイの腕を引き続ける。

　けれどフローラの細腕では、カイを引き戻すことは土台無理な話だった。

　魔神族の全身が異世界ゲートに入った。続いてカイの上半身が吞のみ込こまれる。

「くっ……」

「フローラ！　もう無理よ！　戻って！」

「嫌だ！　余は絶対に諦あきらめないぞ！」

　決意と共に、フローラは力を込める。

「ああもう！」

　モモが自や棄けになったように叫び、魔法陣に飛び込んだ。

「モモ！　何を!?」

「決まってるわよ！　あたしはフローラを失いたくないの！」

　モモはフローラの隣に来ると、異世界ゲートに腕を突っ込んでカイの腰を摑つかんだ。フローラと一緒に力を込めて引っ張り始める。

　モモだけではなかった。

「我々も行くぞ！　陛下をお救いするのだ！」

　周囲の兵士たち、大臣や官僚たちまでもが、次々魔法陣に飛び込んで来る。魔法使いたちも黙って見てはいない。魔力を限界のさらに限界まで絞り出し、ゲートを制御する。

「長くは保もちませんぞ！　一発で決めて下され！」

　ネーベルの声にフローラはうなずいた。

「タイミングを合わせるぞ！　合図で一斉に引け！　三、二、一──せいっ！」

　フローラの声に合わせて、カイの体を摑つかんでいた全員が、全力を振り絞る。

「──っ！」

　直後、異世界ゲートの制御が限界に達した。突然、全ての抵抗が消え、フローラたちは仰あお向むけにひっくり返った。甲かん高だかい金属音と共に閃せん光こうが炸さく裂れつし、視界を奪う。

　異世界ゲートが細かな光となって飛び散り、旋つむじ風かぜに吹かれるようにして上空に舞い上がり、消えた。

「……ううっ」

　光の中心にいたフローラはしばらく目が見えなかった。ぺたぺたと石畳を触り、自分がゲートに吞のみ込こまれていないことを確かめる。

「カイ……カイは……」

　痛むこめかみを押さえ、幾度か瞬まばたきをすると、ぼんやりと視力が戻ってくる。

　周囲を見回す。

「カイは……カイはどこだ……」

　モモがいる。ネーベルがいる。魔法使いたちも兵士たちも、大臣も閣僚もみんないる。

　けれどもカイの姿だけが見えない。ダメだったのか。そう思ったそのとき、フローラは自分の膝に何か重いものが乗っていることに気づいた。見下ろす。

「……あ」

　傷だらけのカイが、そこにいた。

　目は閉じられている。けれども確かな呼吸音が聞こえる。生きている。

「……馬鹿者が。無茶ばかりして」

　言って、フローラはカイの傷だらけの頰を撫なでた。

　と、

「無茶と言うならそっちの方でしょ」

　意識を失っていたかと思ったカイが突然目を開けてそう言った。

「な、おまっ、起きて……」

「これだけ騒がしければ誰だって起きるよ。おちおち気絶もしてられない」

　そう言ってカイは周囲を見回す。

「やったぞ！　魔神族を追い返したんだ！」

「勝った！　俺たちの勝利だ！」

「避難している連中にも早く知らせてやろう！」

「聖女様万歳！　ブラウファルト聖王国万歳！」

　周囲はもうお祭り騒ぎであった。

「……で、あるな」

　フローラはくすっと笑った。

　魔神族の撃退よりも国を守れたことよりも、何よりカイが無事だったことが、フローラには一番嬉うれしいことだった。













　　　　エピローグ　価値あるものは割とその辺に転がっている







「それでは、カイ殿とリーリエ殿の退院を祝して……乾杯！」

「かんぱーいっ！」

　聖女の城館の食堂に、打ち合わされたグラスの澄んだ音が響く。

　カイとリーリエが退院した翌日、フローラは祝いの席を設けた。集まったのは聖女の城館の住人にネーベルを加えた四人。身内だけのささやかなパーティである。

　グラスの中身は地元産の林檎酒──リーリエだけは下げ戸こなので林檎ジュース。ネーベルはストローで林檎酒を啜すすっている。狼おおかみの口ではグラスがうまく使えないのだ。

　食卓にはジュウジュウと音を立てる熱々のステーキ。霜降りである。もちろん牛である。

　乾杯を済ませると、フローラは早速ステーキを頰ほお張ばった。

「んん～！　肉！　久しぶりの肉！　うまい！　やっぱり霜降りは最高だな！」

　口元に油をべったりつけてお行儀の悪い。けれども幸せそうな顔。

「ほら、お前たちも食べろ」

「姫様はもう少しよく嚙かんでお召し上がりください。食事は逃げたりしませんので」

「逃げはしないが、熱々のうちに食べた方がうまいだろう」

「うん。いただきます」

　リーリエの小こ言ごとに言い返すフローラを見ながら、カイもステーキを食べる。

「っ！　げほっ！」

「どうした!?」

「久しぶりに味の濃いもの食べたから舌がびっくりしただけ」

「病院の飯はマズいからなあ」

　入院したこともないくせに知ったようなことを言うフローラ。

　魔神族の騒動から十日ほどが過ぎた。

　あの戦いで重傷を負ったカイはすぐに病院に運ばれ、魔法と通常の医療、両方による治療を受けた。傷そのものは魔法のおかげで治せたが、大きなダメージを受けた内臓が調子を取り戻すまでにはそれなりに時間がかかった。きちんとした食事ができなかったことで体力の回復も遅れ、退院できたのはリーリエから遅れること三日、つい昨日のことだった。

　戦いを避けて避難していた市民は、もう街に戻ってきている。

　街は結構な被害を受けた。カイがフローラを連れて逃げ回っている間に、魔神族の攻撃による流れ弾で、多くの建物が破壊されてしまったのだ。これから寒くなるのに家を失ってしまった市民は少なくなかったが、市内には空き家もそれなりに多く、住むところに困ることはないだろう──過疎と衰退の象徴である空き家が役立ったことで、役人たちは複雑な顔をしていたが。

　決戦の舞台となった大神殿は、魔法庁が立ち入り禁止にして調査をしている。どうやら異世界ゲートはきちんと閉じ、魔神族が再びこちら側に舞い戻ってくることはなさそうだ、とのことである。

　魔神族が捨てていった武器や、その体からはがれ落ちた破片などは軍によって回収され、厳重に保管されている。近いうちに勇者の末まつ裔えいが治めるオストラントの、魔神族研究を行っている専門機関に移送されることになっている。再度の魔神族の侵攻があった場合に備えてのことだ。今回手に入った武器や破片は、貴重な資料となるだろう。

　国家存亡の危機は回避され、ブラウファルトは元の落ち着きを取り戻そうとしている。

　が、カイには一つ気になっていたことがあった。

「魔神族は、どうして姫様を狙っていたんだろう」

「それは、姫様が聖女だからではないですか？　奴やつらにとって勇者の一行は仇きゆう敵てきですから」

　リーリエの返事に、しかしカイは首をひねる。

「それをあいつはどうやって知ったのか、だよ。魔神族が前に現れたのは百年も前だし、そのとき現れた魔神族は全て、勇者たちに倒されている」

「……言われてみれば変ですね」

「何か魔法みたいなもので見分けがつくのではないのか？」

「それについては、一つ仮説がありますじゃ」

　ネーベルがそう言うと、一同の視線が集中した。

「奴やつは恐らく、姫様の顔を知っていたんじゃろう」

「だからそれをどこで知ったのか、って疑問なんですけど」

「正確には、〝聖女の顔〟を、と言うべきですかな」

「ネーベル、持って回った言い方をするな」

　フローラが不機嫌そうに言うと、ネーベルはぺこりと頭を下げた。

「これは失礼を。……先日、わしは魔法庁の連中と一緒に、魔神族が現れた異世界ゲートを調べ、モモにも聞き取りをしたんじゃが、その結果、あの異世界ゲートはどうやら、異世界にはつながっていなかったのではないか、という調査結果が出た」

「異世界ゲートなのに？」

「異世界とはなんであるか？　この世界とは時間と空間を隔てた別の世界である。異世界ゲートとはつまり、時間と空間を飛び越えるための通路である」

「時間と空間を……」

「最後の実験の時のゲートは、違う世界ではなく、この世界の過去につながっていた、とわしらは考えております。百年前の、魔神族が襲来した時期のブラウファルトに」

「なるほど……過去の勇者たちと戦っていた魔神族の一体が、モモの魔法によって現在に呼び寄せられた。その魔神族は勇者と戦闘中だったのかもしれない。だからあんなに傷らだけだったのだし、勇者の一行である聖女の顔も知っていた。聖女の末まつ裔えいである姫様が、初代の聖女様と似ていても不思議ではない」

「……で、魔神族は余を初代の聖女と誤認して攻撃してきたというわけか」

「それなら筋は通るね。けど、ちょっと信じられない話だなあ」

　本当のところはどうなのか、今となっては確かめる方法はない。

　別にどうでもいいことかもしれない。危機は去ったのだから。

「……モモも招待したかったのだがな」

　ふと、フローラが言った。

　魔神族の送還という偉業を成し遂げられたのは、ひとえにモモの力だ。モモの才能と魔法理論がなければ、魔神族はフローラを抹殺し、今もこの大地を闊かつ歩ぽし、さらに多くの人々を死に至らしめていただろう。

　モモは一番の立役者で、けれど、魔神族を召還してしまった責任もある。モモを初めとした経済振興局の職員と、実験に関わった魔法使いたちの扱いは政府内でも悩ましいものとなった。結局、局長のインゲマンは更こう迭てつ、職員たちは責任と事態解決への努力を相そう殺さいして──フローラによる減刑のお願いもあった──文書による注意と減げん俸ぽうというところに落ち着いた。

　モモは今、事件の後始末のために走り回っている。罪には問われなかったとはいえ、それで自責の念が消えるわけではない。自分のしたことを償い、少しでもこの国のために尽くそうと尽力している。

「それでも将来には響くじゃろうなあ。残念なことに」

　ネーベルが呟つぶやく。

「モモさんなら大丈夫だと思うよ」とカイ。「あの人、芯は強いから。一回の失敗で折れたりしないよ」

「で、あるな」フローラもうなずいた。「モモについては余も陰ながらフォローをするとして、当面の問題は街の復興だ。そのための資金」

　フローラはむむ、と唸うなる。今回は──今回も、だが──何の収益も上がらないのに被害だけは出た。瓦が礫れきの撤去、建物や道路の修復、負傷者への補償。やらなければいけないことはいくつもあるが、そのための予算がない。臨時増税などしようものなら困窮する市民にさらなる負担を強いることになる。

「王室特別財務顧問、何かいいアイデアはないか？」

「あるよ」

「であるよなあ。そう簡単には……今なんと言った？」

「アイデアがあるって言ったんだ。姫様好みの一いつ攫かく千せん金きんとはいかないけど」

「本当か？　この際儲もうかるなら何でもいい。余も何でもする。ただし噓うそだったらマグロ漁船に売り飛ばすぞ」

　カイは苦笑しながら、ステーキの付け合わせにフォークを突き刺して持ち上げ、フローラへと示した。

「これさ」

　フローラが目を丸くした。




　　　　†




　それから半月後のことである。

　ゾーネ列島で一番の大国であるオストラントの、中でも一番大きな街の一画に、小さな路上販売の店が出た。

「さあいらっしゃい、いらっしゃい！　お芋だよ！　北の大地のおいしいお芋！　ブラウファルト聖王国からの直売！　懐なつかしい故郷の味だよ！」

　売り子が道行く人々に声をかける。

　カイが提案した新たな金策は、都会で芋を売ることだった。

　ちょうど魔神族の残ざん骸がいの移送があったので、それに同行する形で、カイたちはオストラントにやってきて、路上に店を広げている。

　店の奥では料理人たちが試食用の芋を揚げたり、ポテトサラダを作ったりしている。

　オストラントの人々は見慣れない売り物に目を留めるが、大半はそのまま素通りしていってしまう。足を止める人がいても、

「これ、食べ物なの？」

「ごつごつしてて変」

「アイスクリームの方がいいな」

　とさんざんな反応だ。

　店の奥で様子を見守っていたフローラは、傍かたわらのカイに、

「……全然駄目ではないか」

「大丈夫だよ。いきなり売れるなんてその方がおかしい。ほら、姫様も呼び込み手伝ってくれるんでしょ？　何でもするって言ったじゃん」

　カイに促されてフローラも店頭に出た。もちろん、フローラも売り子の格好をしている。

「い、いらっしゃいませっ！　……くっ、余にこのようなことをさせるとは覚えておけ……」

「恥ずかしがると余計に恥ずかしくなるよ。……いらっしゃいませ！　ブラウファルトのお芋はいかがですかー、産地直送故郷の味ですよー！」

「いらっしゃいませーっ!!」

　フローラがやけくそ気味に声を張り上げる。

　その声が功を奏したのか、通りを歩いていた女性が、ふと足を止めて店に近づいてきた。

「お芋？　ブラウファルトの？」

「はいっ！　この秋に収穫したばかりの新芋の産地直送です。これを食べれば色白美肌。かの聖女様も毎日お召し上がりになっています」

　立て板に水を流すようなカイの口上に、隣の聖女様は何ともむずがゆい思いをさせられる。

「一袋いただこうかしら」

「ありがとうございます」

　売り子が女性に、ぎっちりと芋を詰め込んだ布袋を手渡す。その重さに女性はちょっとよろめき、微ほほ笑えんだ。

「そうそう。これよ、これ。この重さ、この匂い」

　その言葉に、フローラはブラウファルト訛なまりを聞き取った。

「……もしかしてブラウファルトの出身か？」

「あらやっぱり分かっちゃう？　十年くらい前にこっちに出てきたのよ。生活は便利になったけど、食べ物の違いはやっぱりねえ……。もう慣れたつもりでいたんだけど、この夏に帰省した人の話を聞いたら、無む性しようにお芋が食べたくなっちゃって。でも、まさか芋を食べるためだけに帰るわけにもいかないでしょう？　こっちじゃ手に入らないから諦あきらめてたのよ。それがまさか、こんなところで売ってるなんて……」

　女性は懐なつかしそうに頰を緩める。脳裏には故郷の景色が思い浮かんでいるに違いない。

「あなたたち、このお店はずっとやってるのかしら？」

「いえ、今のところは今日だけの臨時営業です。商売として成り立つようなら、定期的に」

「まあ。それじゃあ宣伝して回らないとね」

「よろしくお願いします。ありがとうございました！」

　笑顔の女性を見送る。

　それがきっかけになったのか、次第に店に立ち寄る人が増えてきた。みんなブラウファルトの出身者で、「懐なつかしい」「たまに無性に食べたくなる」「こっちでは全然手に入らなくて」と言いながら、嬉うれしそうな顔で芋を買っていく。

　一度売れ始めると、売れていること、人が集まっていることそれ自体が宣伝になって、さらに多くの人が店に詰めかけてきた。ブラウファルト出身者だけでなく、地元のオストラント民の中にも「ものは試し」と買ってくれる人が現れる。店は徐々に混み始め、ついに大盛況になり、往来に人が集まりすぎるというので警察官が注意に現れるまでになった。

「……驚いた。本当に芋なんかが売れるとは……」

　フローラは呼び込みも忘れ、店の盛況を眺めている。

「夏にお祭をやったでしょ？　そのとき観光客に混じって里帰りしてきた人がいてさ、それで、さっきのお客さんみたいなこと言ってたんだ」

　そのときはまだ、商売にしようとは考えていなかった。その後カイは、ブラウファルトを出て行った人々の移住先を調べ、仕事の多いオストラントに集中していることに気づいた。

「それで売れる、と？」

「僕だってこんなに売れるとは思ってなかったよ。でも、慣れ親しんだものが食べられない人の気持ちは、僕も実感したから」

　食生活はなかなか変えられないものだ。小麦が主食の──特に「粉もの」と呼ばれる料理で育ったカイには、ブラウファルトの芋文化はなかなかなじめないものだった。カイとは逆にブラウファルトを出て、小麦文化圏に移住した人も同じだろう。

「慣れ親しんだ味は忘れられない。……国を離れた人間も、ブラウファルトの民である、ということか」

　フローラにとっては盲点だろう。女王であるフローラは、ブラウファルト聖王国そのもののようなものだ。自分の国を離れて生きる人々の気持ちは、想像できない。

　故郷を離れて遠い北の大地へやってきたカイだからこそ、気がついたのである。

「今のところ、輸送コストとか考えたら全然儲もうからないけど、もっとお客さんが増えてたくさん売れるようになれば、収入の助けにはなるんじゃないかな？　そしたらちゃんとしたお店を構えて、芋以外にも色々特産品を売り込んだり、できたらいいなって感じ」

「で、あるな」

「どう？　これで姫様の小遣い程度は稼げるようになると思うんだけど」

　カイがおどけてそう言うと、突然、フローラは俯うつむいて表情を曇らせてしまった。

「…………」

「姫様？」

　何か気に障さわるようなことを言ってしまっただろうか。訝いぶかるカイに、

「………………のか？」

「え？　何て？　もう一回」

　俯うつむいている上に小声なので聞き取れなかった。

　フローラはきっと顔を上げ、

「仕事を果たしたら、お前はブラウファルトを出て行くのかと訊きいたんだ！」

　瞬まばたきもせずにカイを見つめている。

「約束だからな、推薦状は書いてやる」

　カイはハッと息を吞のんだ。そうだ。確かにそういう話になっていた。

　カイが王室特別財務顧問として、王家に独自の財源を持たせることができたら、フローラはカイに推薦状を書く。どこでも好きな国に、騎士として仕官させてやると。

「どの国に仕官したい？　まだ決めてないなら後でいいが」

「……どこでもいい、って言ったよね？」

「ああ。余の、聖女の名前があれば拒否できる国はない」

「それなら……」

　カイは一度言葉を切り、大きく息を吸った。

　噓うそ偽いつわりのない気持ちを、告げる。

「……僕はブラウファルトの騎士になりたい。いや、違うな。ブラウファルトの騎士じゃない、僕は、君の騎士になりたい」

「っ!!」

　フローラが大きく目を見開いた。目尻が赤く染まり、唇と顎あごが震えだす。

「お前……っ」

[image: ]

　泣きそうになったのを見られないように、フローラはそっぽを向いた。

「推薦状、書いてくれるんだよね？」

「あまりお勧めはできないぞ。あの国は貧乏だ。満足な給料は出ないだろう」

「食べるものに困らなきゃそれでいいよ」

「三食芋ばかりでも？」

「もう慣れたし」

「……聖女は守しゆ銭せん奴どで性格が悪い」

「知ってるよ。嫌って程ほど知ってるよ」

　カイは穏やかな笑みを浮かべた。

「……でもね、そこがいいと思うんだ。素直じゃなくてめちゃくちゃ偉そうで危なっかしくて……、でも本当はとても優しいところが。ずっと側そばで支えたいと僕は思うんだ」

「…………で、あるか」

「で、あります」

「なら仕方ないな」

　そう言うとフローラはくるりと振り返り、

「精せい々ぜいこき使ってやるから覚悟しろ、カイ！」

　それはそれは偉そうに言ったのだった。




　秋風の吹くよく晴れた午後。

　貧乏国の偏屈姫とその騎士の、長い長い興こう国こくの物語の始まりであった。










　　あとがき




　ずいぶんと久しぶりに本を出す気がします。気がするのではなくて実際に前作から結構間が開いてしまっているのですが。それでも待っててくれた方はありがとうございます。上うえ野の遊ゆうなんて作家のことはこの本で初めて知ったよという方はどうぞごひいきに。

　この本の内容を簡単に説明すると、「クソ田舎の貧乏国家の姫様が、あの手この手でお金を稼ごうとする話」です。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな姫様が、贅ぜい沢たくな暮らしがしたいと主人公に無理難題ふっかける。あまりの横暴に主人公は「このブラック聖女！」と叫ぶわけですが、姫はただわがままなわけではなく、隠された真意があって……続きは読んでのお楽しみ。

　小説は書いてみないと分からないことがけっこうあります。フローラにしてもカイにしても、当初の想定とは違う面がどんどん出てきて、想定になかった行動を取り始めて、「君たちこういう子だったのか!?」と作者自身が一番驚いている次第。おかげで話の方も結構変わってしまって大変でしたが、その分面白くなったと思います。
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上うえ野の 遊ゆう

「毎回、仕事が終わると気が抜けるのか体調が悪化する。ということは休まず仕事をし続ければ……」

「過労死するね」

「そっすね」
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イラスト／りいちゅ

わんことゲームを愛するイラストレーターです。

eterna-radiare というサークルで活動しています。

twitter : rityulate







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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うちの聖せい女じょさまは腹はら黒ぐろすぎだろ。








上うえ野の 遊ゆう





発　行　　　　2018年1月10日





発行者　　　　郡司 聡

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





アスキー・メディアワークス

カスタマーサポート（お問い合わせ）

　　　　　　　[WEB] http://asciimw.jp/info/inquiry/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)YOU UENO 2017





※2017年12月9日発行の電撃文庫『うちの聖女さまは腹黒すぎだろ。』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p113.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p150.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
BExE |EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p307.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ　聖女と騎士志願



		第　一　章　特産品を作ろう！



		第　二　章　イベントを開催しよう！



		第　三　章　観光地を作ろう？



		第　四　章　イノベーションを起こそう！



		エピローグ　価値あるものは割とその辺に転がっている



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/kuchie-001.jpg
| HEh 8 SZShe





item/image/photo.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/p243.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
TS O R ) | 81
RO
RO

ERERROREL






item/image/kuchie-005.jpg
<HL>

Design : A##%%(KOMEWORKS)





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
OIS

SO0  WHOISE ¢ 0l e |

.

PSS OAUSETII ST UIT Y

ﬂ






item/image/p009.jpg





